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一般会計決算
　　歳　　入：401億 6,104 万円
　　歳　　出：395 億 1,462 万円
　　実質収支：　 5 億 9,727 万円

※実質収支：歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもの

　一般会計の決算は、平成18年度から10年連続の黒字決算とな

りました。市民の皆さまにご報告と心からの感謝を申し上げます。

　今後も、全国的な課題である社会保障経費の増加や公共施設の

老朽化対策等に対応するため、引き続き行財政改革への取り組みが

必要です。

　安定した行財政運営と本市の持続的発展をより確かなものにする

ために、全力で市政運営に取り組んでまいります。

羽曳野市長 北川 嗣雄

会計名 歳入 歳出 歳入歳出
差引額決算額 前年度比 決算額 前年度比 

一般会計 40,161,042 101.4 39,514,617 101.0 646,425

特 

別 

会 

計

国民健康保険特別会計 16,861,857 113.9 16,594,515 116.6 267,342

と畜場特別会計 53,575 102.4 53,575 102.4 0

財産区特別会計 1,790,264 96.1 56,061 74.4 1,734,203

公共下水道特別会計 4,423,240 102.9 4,423,240 102.9 0

介護保険特別会計 9,548,941 105.1 9,251,102 103.3 297,839

土地取得特別会計 211,813 98.7 211,813 98.7 0

後期高齢者医療特別会計 1,514,181 102.1 1,456,447 102.1 57,734

会計名 総収益 総費用 純損益決算額 前年度比 決算額 前年度比 
水道事業会計 2,487,311 99.8 2,077,285 107.6 410,026

会計別歳入歳出決算額

平成27年度の各会計の決算が
第3回定例市議会において認定されました。
平成27年度の各会計の決算が
第3回定例市議会において認定されました。

（千円・％）

面積…26.45k㎡

人口…113,493人（前月比-82）

　男…  54,160人

　女…  59,333人

世帯…  49,355　　

　（平成28年9月30日現在）
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決 算 公 表

平成 27 年度の主要事業

一般会計歳入歳出決算の内訳

各種交付金
25 億 8,805 万円
　　　　（6.4％）

地方譲与税
1億 9,507 万円（0.5％）

諸収入・その他
11億 5,793 万円（2.9％）

使用料・手数料・
　　分担金・負担金
9 億 632 万円（2.3％）

平
　成

年
　度

27

歳 入
401億 6,104 万円

　市税
124 億 3,405 万円
　　　　　（31.0％）

公債費
47億9,524万円
　　　（12.1％）

 市民1人あたりの市税負担額…10 万 9,217 円  市民1人あたりの歳出決算額…34 万 7,085 円

教育費
44 億8,467 万円
　　　（11.3％）

 総務費
38 億9,147 万円
　　　（9.8％）

衛生費
29 億5,700 万円
　　　  （7.5％）

消防費
12 億2,283 万円
　　　　   （3.1％）土木費

24 億3,073 万円
　　　　（6.2％）

議会費
3 億3,384 万円
　　　（0.8％）

農林水産業費
1 億1,886 万円（0.3％）

商工費
3 億6,872 万円（0.9％）

労働費
7,111万円（0.0％）

国・府支出金
105 億 1,858 万円
　　　　（26.2％）

  地方交付税
　  86 億 3,796 万円
                （21.5％）

　市債
37 億 2,310 万円
　　　     （9.3％）

観光による賑わいの創出と映画による
地域活性化事業… 5,515 万円

シネマプロジェクト推進会議
の開催、観光ガイドマップ「て
くてく羽曳野」の作成など

百舌鳥・古市古墳群の
世界文化遺産登録推進事業

… 2,301万円
世界文化遺産登録推進本
部会議の開催、ＰＲビデオ
の作成、古市古墳群立体
地形模型等作成など

地域防災計画の策定と
地域防災力の向上… 5,483 万円
地域防災計画の作成、災害対策物資の
購入、避難施設への太陽光発電設備の
設置など

留守家庭児童会学習支援の充実事業
… 502 万円

きらきらシニアプロジェクト … 420 万円
介護支援ボランティアポイン
ト制度の実施

学校施設の耐震補強等改修事業
… 13 億 2,302 万円

古市南小学校、高鷲中学校校舎の耐震化、
誉田中学校の建て替え改修事業

（仮称）こども未来館たかわしの整備事業
… 2,479 万円

（仮称）こども未来館たかわしの設計業務

LIC ウェルネスゾーン整備事業
… 2,965 万円

健康づくり・介護予防
拠点整備費（運営委
託、備品購入費など）

中央スポーツ公園整備事業
… 3 億1,030 万円

グレープヒルスポーツ公園
グラウンド改修事業 … 1億4,580万円

道路整備事業　 … 1億1,481万円
市道東大塚美
陵線整備、橋
梁 の 設 計・工
事費、道 路 舗
装工事など

[ 歳入 ]…前年度から、国・府支出金が1.3％増加、地方交付税が 2. 5％増加となる一方、
市税収入は 0.4％減少し、国・府からの交付金等に依存した財源構成となっています。
[ 歳出 ]…民生費が前年度より 4.1％増加し、歳出総額のおよそ半分を占めている状況
となっています。

（　）内は構成比

※市民1人あたりの金額につき、
　人口113,847人（平成 28 年 3 月末）を用いています。

駒ヶ谷駅西側公園整備事業
… 2,989 万円

歳 出
民生費
189億415 万円
　　　（47.8％）

395 億 1,462 万円
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■羽曳野市平成２7 年度決算に係る健全化判断比率および公営企業資金不足比率
指　　　標 概　　　　要 羽曳野市 早期健全化基準 財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 標準財政規模に対する、普通会計赤字額の比率 赤字額なし 12.18% 20.00%
連結実質赤字比率 標準財政規模に対する、全会計の赤字額の比率 赤字額なし 17.18% 30.00%
実質公債費比率 標準財政規模に対する、借入金返済額などの比率 9.3% 25.0% 35.0%
将来負担比率 標準財政規模に対する、将来に負担すべき実質的な負債額の比率 38.3% 350.0% ー

資
金
不
足
比
率

対象会計 概　　　　要 羽曳野市 経営健全化基準
水道事業会計

各会計における、事業の規模に対する、資金不足額の比率
資金不足なし 20.0%

と畜場特別会計 資金不足なし 20.0%
公共下水道特別会計 資金不足なし 20.0%

※普通会計：一般会計と土地取得特別会計を合わせたもの
※標準財政規模：市税や普通地方交付税など、標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の規模を示すもの
※「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」の早期健全化基準は、各自治体の財政規模により異なります。

※詳しい財政健全化法の制度の仕組みは、総務省ウェブサイトをご参照下さい。 ＜問合せ＞ 総務部財政課  ☎ 958 －1111（内線 3561）

指標でみる羽曳野市の財政状況

平成27年度 下水道事業の財政状況 ～公共下水道特別会計より～

◆歳入と歳出の決算額　44億 2,324万円（前年度比：1億2,456万 4千円、2.9％増加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※決算額増加のおもな要因…借入金返済の増加

下水道総務課 総務企画担当 
 ☎958-1111 内線 2361 

歳 入

歳 出

費用

処理費用
14.6 億円 使用料

11.8 億円

税金
2.8 億円

不足分

財源

一般会計からの繰入
14.84 億円

借入金の返済
28.77 億円

建設
9.57 億円

維持管理
5.89 億円

借入
15.49 億円

使用料など
11.84 億円

受益者負担金など
　　　0.55 億円

補助金1.51億円

問
合せ

～ 汚水の処理に要した費用とその財源 ～
●家庭や事業所からの排水をきれいにするために要した費用…14.6 億円
●本来、使用料でまかなわれるべきものですが、不足したため税金で補てんした金額…2.8 億円

下水道への接続に
ご協力お願いします！

決 算 公 表
平
　成

年
　度

27

　地方公共団体は「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、
財政の健康状態を表す「健全化判断比率」（４つの指標）の公表を義務
づけられています。
■ 財政健全化比率     
　普通会計に関する指標である「健全化判断比率」には、健全度合い
を測る基準として、①早期健全化基準（基準を上回ると、財政健全化
計画を立てて、自主的な改善努力が必要）②財政再生基準（基準を上
回ると、財政再生計画を立てて、国の関与を受け、確実な再生が必要）
が設けられています。

■ 資金不足比率     
　水道や下水道などの公営企業会計に関する指標である「資金不足比
率」には、経営状態を測る基準として経営健全化基準が設けられており、
これを上回ると経営健全化計画を定めなければなりません。
　平成 27 年度決算における本市の各指標は、いずれの指標も各基準
を下回っている状況となっています。しかしながら、本市を取り巻く財
政状況は依然として地方交付税など依存財源に頼った財政運営体質と
言わざるを得ず、決して安定した状態にあるとは言えません。そのため、
今後も健全な財政運営に取り組まなければなりません。
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＜主 催＞羽曳野市、市教育委員会、市体育協会、
　　　　市スポーツ推進委員協議会、市スポーツ少年団

[ 日時 ] 12 月 11 日㈰
　　　　（雨天など中止の場合 18 日㈰に延期）
　　　  9:15 開会式（8:40 ～ 9:05 まで選手受付）
　　　※雨天など、グラウンド状態が悪い場合は開催を延期する
　　　　場合がありますので、お問合せください。
[ 会場 ] 石川スポーツ公園、石川サイクルロード
[ 対象 ] 市内在住・在勤・在学の方
　　　 （「ファミリーの部」は、保護者が在勤者なら参加可能）
[ 申 込 ] 市役所別館 3 階スポーツ振興課、
　　　  はびきのコロセアム、市民体育館
　※今年度より、申込書は必ず参加者本人が記入してください。
[ 締切 ] 11 月 18 日㈮ 17:00 まで

※ 2 ～ 5 部の対象年齢は現在の年齢ではなく、28 年 4 月 1 日現在の年齢です。
＜例＞ 4 月 2 日生まれで 40 歳になった方は、申し込みは 39 歳になります。

部　門 対　象
（年齢：4 月 1 日現在）

走行距離
男　子 女　子

1 部 高校生以上 8,000 ｍ 5,000 ｍ
2 部 30 歳以上（※） 5,000 ｍ 3,000 ｍ
3 部 40 歳以上（※） 5,000 ｍ 3,000 ｍ
4 部 55 歳以上（※） 3,000 ｍ 2,000 ｍ
5 部 65 歳以上（※） 3,000 ｍ 2,000 ｍ

中学生の部 中学生 5,000 ｍ 3,000 ｍ
小学生の部 小学 4 ～ 6 年生 2,000 ｍ 2,000 ｍ
ファミリーの

部
小学生以下の子ども

と、その親 1,500 ｍ

市民マラソン大会12月11日㈰ 第
59
回

石　川
浄水場

橋
龍
臥

橋
黒
大
新

路
道
奈
阪
南

橋
南
河

1,500m
 折り返し

2,000m
 折り返し 3,000m

 折り返し
5,000m
 折り返し

8,000m
 折り返し

スタ-ト・ゴ-ル

◆訓練
救出救助訓練（自衛隊・警察・消防な
ど）、ドクターヘリでの搬送訓練、消
火訓練（消防団など）ほか
◆展示・体験
各種防災グッズ展示、AED 体験、緊
急車両展示・乗車体験、子どもレスキ
ュー体験、非常食の試食ほか

[ 場所 ] 大和川右岸河川敷（藤井寺市川北 3 丁目地先、
　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和川河川事務所南側）

三市合同
 総合防災フェア

＜主　催＞三市合同総合震災演習推進協議会
　　　　　（柏原市、羽曳野市、藤井寺市、柏原羽曳野藤井寺消防組合）
＜問合せ＞三市合同総合震災演習推進協議会事務局
　　　　　（羽曳野市危機管理室内） ☎ 958-1111 内線 2712・2713

（柏原市、羽曳野市、藤井寺市、
　　柏原羽曳野藤井寺消防組合） 11月23日㈷

 10:00～ 14:00（雨天決行）
※気象警報などの発表や、
　　　会場が使用できない場合は中止

■問合せ■ スポーツ振興課  ☎ 958-1111 内線 4411
第59回
羽曳野市成人式

平成29年1月9日㈷

 
はびきの
軽トラ市

問合せ   観光課 ☎958-1111  内線 2760

※雨天などによる中止のお問い合わせは、
　７:00以降に市役所まで

11月27日㈰
 10:00～14:00

今年最後の軽トラ市！
●地元の方々による
 汁豚いまるふ「 」先着300人分

　●地元ブースも出店

　　●ステージイベント

in 野公民館駐車場
※無料駐車スペース 約40台あり

川上じゅん
よしもとクリエイティブ

　　　　　　　　　・エージェンシー所属

まってるで～！

売切れ

御免！

{ 対象者 }
平成 8 年４月２日から平成 9 年４月１日までに
　　　　　生まれ、羽曳野市に住民登録のある方

（対象者には 12 月中旬に招待状を発送します。市外
に転出された方で、羽曳野市の成人式に参加を希望
される方は、社会教育課までご連絡ください。）

{ 場　所 } はびきのコロセアム
　　　　　　（羽曳野市南恵我之荘 4-237-4）
　　・近鉄南大阪線｢恵我之荘｣駅下車南へ 1.2km
　　・近鉄バス｢はびきのコロセアム｣下車すぐ

{ 時　間 }  11:00 開始（10:00 受付開始）

※式典開催中は、コロセアム駐車場は、送迎専用及
び来賓駐車場となりますので、新成人の皆さん方の、
お車でのご来場はご遠慮ください。また、周辺路上
は送迎の車両で混雑が予想されますが、ご理解・ご
協力をお願いします。

＜問合せ＞社会教育課 ☎958-1111  内線 4450・4452
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下開保育園 古市 1394 958-3318
軽里保育園 軽里３-222 958-3338
島泉保育園 島泉１-16- ６ 953-4624
はびきの保育園 はびきの４-20-17 958-3328
向野保育園 向野 523 953-2071
高鷲保育園 南恵我之荘２-6-22 953-3883
坂門ヶ原保育園 東阪田 264 956-6246
陽気保育園 恵我之荘 2-9-4 954-9630
誉田保育園 誉田 3-2-30 958-2525
郡戸保育園 郡戸 394- ２ 938-5280
高屋保育学園 古市 7-4-1 957-1234

四天王寺悲田院保育園 学園前 6-1-1 957-7517
あおぞら保育園 古市 2-2-27 950-1105
ベビーハウス社協 高鷲 9-2-17 930-0240
支所 南恵我之荘 3-1-1 955-0583
子育て支援センターふるいち 古市 4-2-9 958-3308
子育て支援センターむかいの 向野 523 953-6361
ＭＯＭＯプラザ 羽曳が丘西 2-5-1 957-5553
丹治はやプラザ 樫山 251-1 937-2355
石川プラザ 古市 1541-1 950-2002
陵南の森総合センター 島泉 8-8-1 952-2751
市役所 こども課 誉田 4-1-1 958-1111

●保育施設等とは
　就労や病気などにより、昼間子どもを家庭で保育できない保護者
や同居の親族に代わって保育する施設です（保育所、認定こども園、
家庭的保育事業など）。生後およそ3 カ月以上の就学前児童で、保育
給付支給認定の2 号または 3 号のいずれかの認定を受ける状態にあ
れば、利用を申し込むことができます。
＜利用を希望する方＞
　下表に該当する方は、「子どものための教育・保育給付　支給認定
申請書」などと併せてお申し込みください。※詳しくは、「『支給認定
申請』のお知らせ」をご確認ください。
認定に要す
る保育の必
要な事由

①就労　②妊娠・出産　③疾病や障がい　④看護・介護
⑤災害復旧　⑥求職活動　⑦在学　⑧虐待やＤＶのおそれ
⑨育児休業　⑩その他前述に類する状態

[申 込用紙の配布開始日・場所 ]
　11 月 11日㈮から各施設（下表）で配布
[申込の受付について ]
　受付の日時・場所は、利用案内と広報12 月号でお知らせし
ます（予定）。受付時には子どもの面接を行いますので、ご一
緒にお越しください。

[ 利用の決定について ]
　保育の必要度や希望などをもと
に、利用調整を行います。定員を上
回る場合は、入園保留となることが
あります。決定内容は、平成 29 年 2
月頃に文書でお知らせします。

●
申
込
用
紙
配
布
場
所
●

※
配
布
時
間
は
各
施
設
の
業
務
時
間
内

保育施設等利用申込案内
●●問合せ●●

こども課 ☎958-1111
（内線1231・1233・1254）

平成

年度
2929

第59回
羽曳野市成人式

平成29年1月9日㈷

 
はびきの
軽トラ市

問合せ   観光課 ☎958-1111  内線 2760

※雨天などによる中止のお問い合わせは、
　７:00以降に市役所まで

11月27日㈰
 10:00～14:00

今年最後の軽トラ市！
●地元の方々による
 汁豚いまるふ「 」先着300人分

　●地元ブースも出店

　　●ステージイベント

in 野公民館駐車場
※無料駐車スペース 約40台あり

川上じゅん
よしもとクリエイティブ

　　　　　　　　　・エージェンシー所属

まってるで～！

売切れ

御免！

{ 対象者 }
平成 8 年４月２日から平成 9 年４月１日までに
　　　　　生まれ、羽曳野市に住民登録のある方

（対象者には 12 月中旬に招待状を発送します。市外
に転出された方で、羽曳野市の成人式に参加を希望
される方は、社会教育課までご連絡ください。）

{ 場　所 } はびきのコロセアム
　　　　　　（羽曳野市南恵我之荘 4-237-4）
　　・近鉄南大阪線｢恵我之荘｣駅下車南へ 1.2km
　　・近鉄バス｢はびきのコロセアム｣下車すぐ

{ 時　間 }  11:00 開始（10:00 受付開始）

※式典開催中は、コロセアム駐車場は、送迎専用及
び来賓駐車場となりますので、新成人の皆さん方の、
お車でのご来場はご遠慮ください。また、周辺路上
は送迎の車両で混雑が予想されますが、ご理解・ご
協力をお願いします。

＜問合せ＞社会教育課 ☎958-1111  内線 4450・4452
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きらりはびきの
「道の駅しらとりの郷・羽曳野」設置の
　　　　　　　　　電気自動車急速充電器について
①新たに、合同会社日本充電サービス（NCS）会員用
　認証カードが使用可能です（1 回 30 分以内）。

②料金改定に伴い、エコ Q 電会員の利用料は、
　500 円→ 400 円（1 回 30 分以内）と変更します。

▲「道の駅 しらとりの郷・羽
　 曳野」入口の看板が目印

▲第 1 駐車場に設置
　（24 時間トイレ棟前）

問合せ　観光課 ☎ 958-1111（内線 2742）

電気自動車
　　　　　をご利用の皆様へ

　子どもたちの健やかな成長と、学力・運動能力の向上には、
生活習慣の確立（早寝早起き、朝ごはんを食べるなど）が必
要不可欠です。健康な生活習慣に家庭でも取り組んでいただ
けるよう、市内の小学校、幼稚園・保育園（4、5 歳児対象）で、

「３つのチャレンジ」記録表を配布します。この記録表を活用
し、健康な生活習慣にチャレンジしてみてください。
※ “生活習慣の確立の必要性” を、下記講演会でお話させて
いただきます。皆様ぜひご参加ください。

▲市内の小学校などにポスターを掲示（11 月中）

「羽曳野市青少年健全育成推進大会
　　　　　・PTA 連絡協議会全体研修会」
[ 日時 ] 11 月 5 日㈯ 9:45 ～
[ 場所 ] LIC はびきの ホールＭ
[ 内容 ] 誉田中学校吹奏楽部演奏、
　　　  式典、講演会
＜講演会＞

「学力・運動能力向上のために ～生活習慣の確立～」
全国学力学習状況調査・全国体力運動能力テストから見えること

●問合せ● 社会教育課 ☎ 958-1111（内線 4450・4452）

講演会
「大切な人の『想い』とともに」
講師：清水健さん
　　　　（キャスター・
　　　　　　『112日間のママ』著者）
日時　12 月３日㈯
　　　14:00 開演（13:30 開場）
会場 　LIC はびきの ホールＭ

定員を越えたため、受付を終了さ
せていただきました。
多数のお申し込みありがとうござ
いました。

＜主　催＞羽曳野市、羽曳野市人権啓発推進協議会
＜問合せ＞人権推進課 ☎ 072-947-3607（直通）

～男女共同参画フォーラム＆人権を考える市民の集い～

“健康な生活習慣”
　　　　取り組みませんか？

■子ども・若者育成支援強調月間■

講演会について

ご来場の際は、ご利用ください。

電気自動車急速充電器は
24 時間利用できます

満員
御礼

ご好評につき…

　子どもたちがたくましく健や
かに成長するには、正しい生活習
慣を身につけることが必要です。
　正しい生活習慣を身につける
ことにより、学力の向上、運動能
力の向上にも繋がります。家族み
んなで３つの目標にチャレンジ
しましょう！！

「早寝・早起き」
 をしよう。

 「３つ目」は
おうちの人と考えよう。

「朝ごはん」を
 食べよう。

羽曳野市青少年健全育成推進協議会　羽曳野市教育委員会

講師：村田 明彦 氏
教育委員会事務局 教育次長
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[ 対象 ] 40 歳以上の羽曳野市民の方。ただし、医師から運動制限を受けて
　　　　いる方およびご自身で来所できない方はご利用いただけません。
　●午前のプログラム→ 65 歳以上（H29.1.1現在）の方
　●午後のプログラム→ 40 歳以上（H29.1.1現在）の方
[申込期間 ] 11月１日㈫～11月 21日㈪  ※11月 21日㈪消印有効
[申込方法 ] 往復はがきにてお申し込みください。　　　[ 費用 ] 無 料
　・お一人様一口のみ。多数の場合は抽選
　・消せるボールペンは使用不可。
　・受講者の決定は、12 月初旬にお知らせ
～抽選時の優先順位は次のとおり～
①LICウェルネスゾーンを初めて利用する方
②受講履歴があり、新たに未受講のプログ
　ラムを希望する方。
③受講履歴があり、再度同じプログラムを
　希望する方。

3カ月で 1クール。3カ月ごとに募集。3カ月で 1クール。3カ月ごとに募集。

＜問合せ＞
● LICウェルネスゾーン
　　　　　☎ 958-0711
●地域包括支援課
　　　　　☎ 947-3825（直通）

　市民の健康づくり・介護予防のため、ミズノオリジナルの介護予防プログラム “ラ
ララサーキット” をはじめ、メタボ対策をねらったサーキットトレーニングなど多様
なプログラムを展開しています。また、運動習慣を継続していただくため、プログラ
ム受講修了後も、フォローアップ事業の実施により修了者をサポートします。

２０１7年1月期（1月～3 月）
受講生募集

２０１7年1月期（1月～3 月）
受講生募集

プログラム・スケジュール表     
月時 間 火 水 木 金

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

関節楽々体操〈肩・腰・膝コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：30～12：30

サーキットトレーニング
フリータイム

定員30名 12：45～14：20

サーキットトレーニング
フリータイム

12：45～14：20

サーキットトレーニング
フリータイム

15：30～17：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：45～17：00
パーソナル対応

骨盤体操〈骨盤底筋〉
（週1回コース） 定員15名

11：30～12：30

関節楽々体操〈肩・腰・膝コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：30～12：30

頭と体の健康体操
（週1回コース） 定員15名

11：30～12：30

メタボサーキット
（週2回コース） 定員15名

14：30～16：00

メタボサーキット
（週2回コース）
14：30～16：00

関節楽々体操〈肩・腰・膝コース〉
（週1回コース）定員15名

11：30～12：30

9：00

9：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：45
13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

ラララサーキット
介護予防プログラム

（週1回コース）
定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）

9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム

（週1回コース）
定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム

（週1回コース）
定員15名 9：00 ～11：00

ヨガ
（週1回コース） 定員20名 16：10～17：00

コンディショニングプログラム
（週1回コース） 定員20名 16：10～17：00

ピラティス
（週1回コース） 定員20名 12：40～13：30

ウォーキング＆ストレッチ
（週1回コース） 定員20名 13：40～14：30

ノッテヨガ
（週1回コース） 定員10名 14：40～15：20

10 -1 10 -2

2 1 -21 3 4

5

11

16 16

16

1612

13

14

15

6 7 8 9

-1

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）
●住所
●氏名
●フリガナ
●性別
●電話番号
●生年月日
●H29.1.1現在の年齢
●申込みたい
　プログラム番号
　　　　　（第2希望まで）

住
所

氏
名

（
申
込
む
方
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号52 52

■プログラム紹介
1 ラララサーキット
    　　　　　（週 2 回コース）

 2 3 4 ラララサーキット  5 7 9 関節楽々体操
    　　  ＜肩・腰・膝コース＞

 6  骨盤体操＜骨盤庭筋＞  8  頭と体の健康体操  10 メタボサーキット
    　　　　　（週 2 回コース）

11ヨガ 12 ピラティス 13 ウォーキング＆ストレッチ 14 ノッテヨガ 15 コンディショニング
　　　　　　　　プログラム

16 サーキットトレーニング
　　 フリータイム（定員 30 名）
フリータイム登録者及び 1 ～
15 の各プログラムの受講生が利
用できます。油圧マシンと有酸素
運動（足踏みなど）を組み合わ
せたトレーニング。利用の前に、
必ず初回講習会（要予約）を受
講していただきます。

■プログラム・スケジュール表 （■午前のプログラムは 65 歳以上の方対象、□午後のプログラムは 40 歳以上の方対象）

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、
歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、
歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
に
加
え

て
、
呼
吸
法
に
意
識
を
持
ち
、

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
。

本
来
あ
る
べ
き
骨
格
の
状
態
に

体
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
し
な
や
か

で
強
い
体
を
つ
く
る
。

歩
く
上
で
正
し
い
姿
勢
を
学

び
、
足
の
運
び
方
や
腕
の
振
り

方
な
ど
を
身
に
つ
け
る
。

バ
ラ
ン
ス
系
の
道
具
を
使
い
、

姿
勢
を
保
持
し
な
が
ら
ヨ
ガ
の

ポ
ー
ズ
を
行
う
。

二
の
腕
を
細
め
た
り
、
体
幹
や

脚
力
な
ど
を
強
化
す
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
。

肩
・
腰
・
膝
な
ど
の
関
節
を
、
今

よ
り
大
き
く
動
か
せ
る
こ
と
を
目

標
に
。

老
化
と
共
に
低
下
し
や
す
い
骨
盤

底
筋
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
。

頭
で
考
え
る
事
と
体
の
動
作
を
合

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
脳
と
体
を

同
時
に
刺
激
を
与
え
る
体
操
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

※
市
の
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て

い
る
方
優
先
。

1 2 5 6 8 10

11 12 13 14 15 16

1
15

3 74 9

LICウェルネスゾーン
笑顔で楽しく健康に！
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特 定 健 診 ～ 受けていますか？特定健診～
受けよう健診 守ろう健康
　　　　健やかな未来のために

特定健診、
  思いきって受診してよかった！
　直近 3 年で特定健診を未受診の方などに、任意で家庭訪問を行いま
した。未受診の理由は様々でしたが、市の保健師と話した後、受診に
踏み切った皆さんからは、「思いきって受診してよかった！」という
声をいただきました。受診された方の感想を要約してご紹介します。

～初めての特定健診で、糖尿病が見つかった～
 A さん：40 歳代 男性
　「特定健診について知らなかったが、保健師に
すすめられて受診。具合の悪いところはなかっ
たのに糖尿病が見つかりました。健診結果をも
とに病院で薬をもらい、日常生活でも食事に気
をつけています。あのまま放置していたら ･･･、
と思うとゾッとします。特定健診を受けて本当によかったです。」

～自分だけでは気づかない体の状態～
 B さん：50 歳代 男性
　「病院がきらいで行きたくなかったけれど、特定
健診の受診を勧められたので、近くの医院を紹介し
てもらい受診してみました。健診について丁寧な説
明があり、先生も気さくで安心しました。結果、高
血圧があることがわかり、今回健診を受けた医院の先生をかかりつ
け医として、内服治療を始めました。」

～受診に心身のハンディは関係ない～
 C さん：60 歳代 男性
　「障がいのため、受診は不可能と思っていたが、
障がいの有無にかかわらず受診できると知りまし
た。思い切って受診したところ、医院の先生が親切
で、困ることなく受診でき、検査結果もわかりやす
く説明してもらいました。血糖値が高めということがわかり、間食
を減らすなどの生活習慣に気を配るきっかけになりました。」

～自分の体の声にも耳を傾ける機会～
D さん：50 歳代 女性
　「家族の介護にかかりきりで、自分のこ
とを後回しにしてきました。なかなか家を
あけられませんが、家族がデイサービスに
行った時に思い切って受診しました。介護
疲れのためか、間食の甘いものが楽しみで
したが、糖尿病であることがわかりました。
病気が見つかりショックでした。でも、体
が資本であり、健康でないと介護もできな
いと思いました。その後、間食を控え、苦
手だったウォーキングをはじめたところ、
病状もよくなってきています。」

～日頃の健康への心がけを、健診で確認～
Ｅさん：60 歳代 男性
　「病気一つしたことがなく、健康その
もの。なぜ特定健診を受けないといけな
いかがわかりませんでした。しかし、健
康、健康と言っても示せるものがなか
ったので、健康である証明を得ようと受
けてみました。結果はまったくの異常な
し！正々堂々と健康だと言えます。これ
からも年に 1 回、特定健診を受けて自分の健康を検査結果
で確かめるつもりです。」

武庫川女子大学看護学部
教授  和泉 京子

・・メ ッ セ ー ジ・・・

[ 問合せ ] 保険年金課 保健事業担当 ☎ 958-1111  内線1761

　特定健診を受診することによって、
生活習慣の改善や治療が必要な病気
が見つかり、ショックを受ける方も
おられます。しかし、そのまま気づ
かずに時が流れると、重症化して心
身ともにつらい状況になってしまい
ます。早期の発見や治療により、医
療費も抑えることができます。特定
健診の受診をためらっておられる方
も、ぜひ一度受診してみてください。
●最後に…
　特定健診は、大阪府内の実施医療機関で受診できます。
特に、羽曳野市の市民健診を実施している医療機関で受診
すると、追加項目検査（心電図・貧血など）を利用者負担
の増額なく、同時に受診できます。（右表）特定健診実施医
療機関の一覧（受診券と一緒に送付）をご覧になり、医療
機関にお問い合わせください。

羽曳野市国民健康保険に加入の 40 歳以上
の方に、1 年に 1 回特定健康診査（以下、
特定健診）を実施しています。特定健診は、
メタボリックシンドロームに着目した健診
で、近年増えている糖尿病や高血圧などの
生活習慣病の発症や重症化の予防を目的と
しています。

特定健診 市民健診
※市民健診のみの受診は不可 主に分かること

診察 問診・医師による診察
（視触診） ー ー

計測 身体計測・腹囲測定
血圧測定 ー 高血圧や低血圧の状態、肥満や痩せ

の状態、内臓脂肪の蓄積状態など

血
液
検
査

脂質
中性脂肪、
HDL コレステロール
LDL コレステロール

ー 血液中の脂質の状態
動脈硬化の危険性など

肝機能 AST（GOT）
ALT（GPT）・γ―GT ALP 肝臓の働きなど

血糖 空腹時血糖・HbA1c ー 糖尿病の危険性など
腎機能 ー 血清クレアチニン 腎臓の働きなど

貧血 ー
ヘマトクリット
血色素量・赤血球
白血球・血小板・血清鉄

貧血の危険性
血液疾患の危険性など

その他
の検査 ー

CRP 定量
血清アルブミン
尿酸・血清アミラーゼ

感染症などの炎症
栄養状態など
痛風・膵臓などの状態

尿検査 糖・蛋白の有無 潜血の有無 腎臓・膀胱
糖尿病の危険性など

心電図検査 ー 心疾患の有無 心臓の働きなど

◆「特定健康診査（特定健診）」
　および「羽曳野市民健診」の検査項目一覧 同時に受診可能
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高血圧の9割は、遺伝的素因の本態性高血圧であり薬

物を用いて下げるわけですが、下がったからと安心して

塩分の摂りすぎは禁物です。薬物にとっては、塩やグル

タミン酸ナトリウム等に含まれるナトリウムが、抵抗物

質になるからです。減塩せずに安心していると他の薬物

の追加や新たな病を招くことにもなりかねません。過剰

な塩分摂取は高血圧をはじめ、心疾患や胃癌、喘息など

様々な病のリスクを高めます。減塩には、ポン酢にワサ

ビやカラシを加味して用いるのも一方です。尚、0.35％

の香辛料の利用により20％程度味が増強され減塩にな

る報告もあります。因みに、日本人の塩分の推奨量（1日

あたり）は、男性8g、女性7gとなっておりますが、WHO

（世界保健機関）では5g以下を勧めています。

聖寿堂薬局　薬剤師　佐 々 木 清 尚

擦過鍼の施術は、小児鍼に用いる皮膚刺激鍼（擦過
鍼）を使用します。

刺鍼部位は前腕部、頚・肩部、背部、頭部にわたって行
います。先ず、前腕の掌側に体幹側から指先の方へ、背
側は指先の方から体幹に向かって、それぞれ計10回、
程度擦過します。続いて、左右の眼窩上縁内（眉毛のと
ころ）を内から外へ10回、さらに、側頭部から耳に向け
て、頭頂部から額に向けて、頭頂部から項部に向けてと
いうふうに、頭部はそれぞれ30回から40回擦過しま
す。背部は、脊柱から肋骨の向きに合わせて、上から下
へ30から40回擦過します。所要時間は10分以内、約8
分程度ということになります。

当然、個々人の皮膚の状態、性質等も薄い、柔らかい、
きめ、湿り等、また、感受性も考慮しながら過剰になら
ないよう、皮膚の発汗してきた段階、皮膚・筋肉の緊張
がゆるんできた段階で終了します。

はびきの鍼灸マッサージ師協会
☎ 958-5764

高血圧と減塩

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚

生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、社会保険料控

除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成28年1月から12月までに納め

られた保険料の全額です。過去の年度分や追納された保険料

も含まれます。2年前納した保険料控除については、全額を納

めた年に控除する方法、または各年分保険料に相当する額を

各年に控除する方法のいずれかになります。

　ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）

の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合、その保険

料も合わせて控除が受けられます。

　なお、平成28年中に納付した国民年金保険料について、社

会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行う

ときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類

の添付が必要となります。

　このため、平成28年1月1日から9月30日までの間に国民

年金保険料を納付された方には、11月上旬に日本年金機構

から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られま

すので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証

書を添付してください。（平成28年10月1日から12月31日ま

での間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へ

は、翌年の2月上旬に送られます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事

故など万一のときにも心強い味方となる制度です。保険料は

納め忘れのないようキチンと納めましょう。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのお
問い合わせは、控除証明書のハガキに表示されている番号も

しくは天王寺年金事務所までお願いします。

納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象です！

年 金 相 談

保健福祉部保険年金課
天 王 寺 年 金 事 務 所

☎ 958-1111（内線 1720） FAX 956-1419
☎ 06-6772-7531 FAX 06-6772-3338

天王寺年金事務所　☎06-6772-7531（代）
平　　日　8：30～17：15　
　　　　　（月曜日は19：00まで延長）

第2土曜　9：30～16：00

※電話は自動音声案内になっています。
※電話は混み合っていますので、つながるまで何度かおか
けなおし願います。

場　所 ： 市役所本館1階（4番窓口）
開催日 ： 11月28日㈪
時　間 ： 10：00～12：00、13：00～16：00

※予約は不要です。年金手帳・ねんきん定期便などの資料をお

持ちください。
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地域包括支援課（市役所別館 1階）
☎ 947-3822   FAX 950-1030
chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jp

問
合
せ

●介護相談員を募集します

　介護保険の訪問介護では、サービスの従事者
は、「介護職員初任者研修修了者」（ヘルパー資
格を持つ人）と決められています。10 月から
始まった「介護予防・日常生活支援総合事業」
の「訪問型サービスＡ（掃除、買い物、調理な
どの生活援助サービス）」では、市が実施す
る研修を受講することで、ヘルパー資格を持
たない人でも従事者として働くことがで
きます。
　従事者を養成する研修を右表のとお
り実施するので、関心のある方はぜ
ひご参加ください。

●生活援助サービス従事者研修を実施
◆研修日程など

対象者

次のいずれかに該当する方
①羽曳野市民
②「訪問型サービスＡ」を実施する
　　　　　市内事業所に従事する予定の方

日時 12 月10 日㈯ 9:30 ～16:30
　　　17日㈯ 9:30 ～16:30　  ※全 2 回

場所 市民会館 2 階 会議室1
定員 20 人

申込方法 地域包括支援課の窓口または電話で申込

住宅用火災警報器の
　　　助成制度について
[ 対象 ] 次の①②両方に該当する方
① 65 歳以上のひとり暮らし
　　もしくは 65 歳以上のみの世帯の方
②市民税非課税世帯の方

[ 利用者負担 ] 費用の１割（約 500 円／台）
※利用者負担額は平成 28 年 4 月1日現在のものです。
※工事の際、取付け以外に補強などの特別な処置が必要
　となった場合、追加の費用は給付の対象外です。

[ 設置義務箇所 ]
①寝室（※来客者用の客室は対象外）
②階段（寝室がある階の階段上部
　　　 　　　　※ 2 階建て住宅で寝室が 2 階にない場合を除く）
③その他（3 階建て以上の住宅や、部屋数の多い住宅では、
　　　　　　　　　　　　①②以外にも必要な場合があります。）

地域包括支
援課へ申請

～申請から納品まで～

決定通知書
を送付

事業者より
納品

（納品時、事業者に
　利用者負担分を
 お支払いください）

●日常生活用具給付事業

（
審 

査
）↑ ↑

認知症知っとこ～座（講座）
　認知症高齢者グループホームの主催で、教室、相談会
を開いています。介護の必要な家族がいる方はもちろん、
介護や認知症について興味のある方など、ご参加お待ち
しております。お申し込みは、主催者へ直接ご連絡ください。

～認知症を理解し、認知症の

人や家族を見守り、安心して

暮らせる町づくりを目指して～

＜主催：グループホームぶどうの家・
　　　　　　　　グループホームぶどうの家 2 番館＞
●●テーマ●● ～みんなで考えよう～ 認知症予防
[ 日時 ] 11月13 日㈰13:30 ～15:00
[ 場所 ] グループホームぶどうの家本館1Fフロア
　　　　　 （駒ヶ谷 404・駒ヶ谷駅下車、東南へ 200m）
[ 申込・問合せ ] ☎ 950-0157

設置箇所は消防法により、
定められています

[ 対象 ]
　①介護相談員として活動が可能な方
　② 40 歳以上で市内在住の方
　③介護保険事業所を有する法人に属していない方
[申込 ] 地域包括支援課
　　　　※申込用紙一式を送付します。
[ 締切 ] 12 月 26 日㈪
[ 定員 ] 5人（予定）

　介護相談員は、定期的に介護保険施設
を訪ね、利用者の「声」に耳を傾け、利
用者と施設との “橋渡し役” となり、改善
に向けた活動をします。介護相談員は、市
の委嘱を受けた市民ボランティアで、現在、
20 人で活動を行なっています。
　利用者や施設と共に、気付きや解決方法
を探り、熱意を持って活動してくださる方
を募集します。
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○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 950-5501
☎ 952-2750
☎ 957-5553
☎ 937-2355
☎ 950-2002

●古市図書館  ☎ 958-0050（水～日曜日 10：00～17：30）
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎937-7210（火・木・金曜日13:30～16:30）●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

●ちびっこサロン
　～おはなし・手遊び・おりがみ など～
[ 日時 ] 11 月 9 日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局 (市役所敷地内)

●読書月間スタンプラリー
　市内の図書館（右上に記載）で、12 月
28 日㈬まで実施中です。各図書館で本
を借りると１日１個（※水曜日は２個）
スタンプを押します。スタンプ６個で、
特製シールをプレゼント。

●第 12 回おはなしライブ
＜主催：おはなしボランティアグループ「はびきの」＞
[ 日時 ] 11 月 26 日㈯
　　　　   13:00 開場
　　　　   13:30 開演
[ 場所 ] LIC はびきの３階　音楽実習室
～プログラム～
おはなし「千里山おくの山んば」
絵本「メリークリスマスおおかみさん」ほか

●●今月の休館日●●
11月30日㈬

読んでみませんか？

『親とさよならする前に』
清水 晶子／著
サンクチュアリ出版
　あなたは、自分の親
のことをどれだけ知っ
ていますか？いつかや
ってくる「その日」の
ために、親と話してお
きたい、やっておきたい 64 のこと。

『昭和十八年　幻の箱根駅伝』
澤
さわみや

宮 優
ゆう

／著
河出書房新社
　戦時中、軍部の圧力
で中止されていた箱根
駅伝。昭和十八年に再
開された大会に集った
若者たちの多くが、そ
の後の学徒動員により
戦地へと送られていきました。

『カレーライス』
小西 英子／作
福音館書店
　たまねぎ、にんじん、
じゃがいもを切って、お
肉といためてことこと煮
込んで…今夜はきっと、おいしいカレー
ライスが食べたくなる絵本です。

11 月のおはなし会
中央図書館   6 日㈰、13 日㈰

20 日㈰、27 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

  3 日㈷※、6 日㈰
13 日㈰、27 日㈰※ 11:00 ～

19 日㈯ 15:00 ～
20 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

羽曳が丘図書館 12 日㈯、26 日㈯ 15:00 ～
東部図書館   9 日㈬ 10:30 ～
古市図書館 19 日㈯ 15:00 ～
丹比図書館 26 日㈯ 10:30 ～

※印の日は、外国語の本も読みます ※市内の全図書館が休館（休館日以外は、日・祝も開館）
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おきなわ

縄は、日
に

本
ほん

国
こくない

内で唯
ゆいいつ

一、

悲
ひ

惨
さん

な地
ち

上
じょう

戦
せん

を経
へ

て、戦
せん

後
ご

も米
べいぐん

軍に

よる直
ちょく

接
せつ

統
とう

治
ち

が続
つづ

きました。米
べいぐん

軍基
き

地
ち

の大
たいはん

半は、人
ひとびと

々が耕
たがや

していた田
た

畑
はた

や家
いえ

を押
お

しつぶして建
けんせつ

設されたこと

から、そのことを「銃
じゅう

剣
けん

とブルドー

ザー」と呼
よ

んでいました。昭
しょう

和
わ

47

（1972）年
ねん

、明
めい

治
じ

まで琉
りゅう

球
きゅう

王
おうこく

国であ

った沖
おきなわ

縄は日
に

本
ほん

に「返
へんかん

還」されました。

しかし、日
に

本
ほん

国
こくない

内にある米
べいぐん

軍基
き

地
ち

の

多
おお

くが沖
おきなわ

縄に集
しゅう

中
ちゅう

しており、「基
き

地
ち

が

あること自
じ

体
たい

が差
さ

別
べつ

であり、歴
れき

史
し

的
てき

には言
げん

語
ご

や文
ぶん

化
か

も奪
うば

われている」と

国
こくさい

際連
れんごう

合人
じんけん

権理
り

事
じ

会
かい

で訴
うった

える沖
おきなわ

縄の

人
ひと

たちもいます。

『人
じんけん

権』とは、「全
すべ

ての人
ひとびと

々が生
せいめい

命

と自
じ

由
ゆう

を確
かく

保
ほ

し、それぞれの幸
こうふく

福を

追
つい

求
きゅう

する権
けん

利
り

」であり、「人
にんげん

間が人
にんげん

間

らしく生
い

きる権
けん

利
り

で、生
う

まれながら

に持
も

つ権
けん

利
り

」です。様
さまざま

々な立
たち

場
ば

の人
ひとびと

々

と共
とも

に、『人
じんけん

権』を考
かんが

えてみましょう。

サラダボール

羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進協
きょう

議
ぎ

会
かい

入場無料
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター

○みんなの広場 月・火・金曜日　就学前の子どもとその保護者

○よちよち広場 水曜日　0歳から1歳半未満の子どもとその保護者

○わんぱく広場 木曜日　各週で年齢別（1歳児・2歳児）となります。
　（※詳しい日程、対象児についてはセンターニュース『てとてと』または
　 はびきの子育てネットをご覧ください）

○おはなしの広場 11月28日㈪　11月生まれのお誕生会もします。当日自由参加

○3歳児教室 11月7日㈪　ミニミニ運動会 対象児のみ自由参加

○おでかけ広場 11月10日㈭ 「ちびっこサッカーあそび」
【場所】 白鳥児童館　　【時間】 10：30～11：30　　【持物】 水分、着替え、タオル

当日自由参加

センター開放時間 広　　場　10：00～11：30（土日祝日を除く） 
　　　　　　　　 保育室開放　14：00～16：00（祝日を除く水～金曜日）

※駐車スペースはありません

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 958-3308・FAX 958-3350）

＊すこやか広場　11月18日㈮　10：15～11：30　場所　MOMOプラザ
乳児から就学前までのお子さま対象です。
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなしなど。
親子で、そしてお友だちといっしょに、楽しいひとときを過ごしましょう。

＊子育てサロン
ひよこ　3、4カ月～１歳前後のお子さま対象

11月10日㈭　10：30～11：30　場所　研徳田ホール
11：30～12：00まで、ホールを開放しますので、
サロン後自由にお使いください。

り　す　1歳前後～1歳半のお子さま対象
11月14日㈪　10：30～11：30　場所　研徳田ホール
室内遊び（ふれあい遊び）
11：30～12：00まで、ホールを開放しますので、
サロン後自由にお使いください。

＊1歳親子教室　平成26年4月生まれ～平成27年3月生まれのお子さま対象
11月17日㈭　10：30～11：30　場所　研徳田ホール
年齢にあった遊びをお子さまと一緒に体験できます。

＊2～3歳親子教室　平成24年4月生まれ～平成26年3月生まれのお子さま対象
11月21日㈪　10：30～11：30　場所　研徳田ホール
年齢にあった遊びをお子さまと一緒に体験できます。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 957-7517）

はびきの子育てネットをご利用ください。

子育て支援センター 
メール配信ＱＲコード

（子育て講座、教室の参加は羽曳野市民に
限らせていただきます）

子育て支援センターの詳しい情報、または
子育て講座や教室のお申し込みは

無 料

　妊娠・出産・育児期に何らかの支援が必要な家庭に、支援者が訪問するサービスで
す。「育児不安がある」、「育児ストレスが高い」、「家事に困った」などで支援を希望さ
れる方に対してその必要性を判断し、支援の内容、期間、方法など具体的なサービス
を決定したうえで訪問支援を開始します。詳しくは下記までお問い合わせください。

こども課 ☎958-1111　（内線1221・1253）

養 育 支 援 訪 問 事 業

はびきのファミリー・サポート・センター
子育て支援センターふるいち内（☎・FAX 956-4943）

協力会員　募集中！
ファミリー・サポート・センターでは、サポートしてくださる協力
会員を募集しています。『朝や夜だけなら』『子育ての経験をいか
したい』という方、あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手
伝いに貸していただけませんか？ 詳しくは、上記までお気軽に
お問合せください。

羽曳野市こども家庭サポーターの会が
市役所別館2階プレイルームで

毎月1回、第２木曜日におこなっています。

こども家庭サポーター電話相談

こども課

　　受付時間は月曜から金曜の9：00から17：30です。（祝日と12月29日～1月3日を除く）

☎ 947-3837 まで

相 談 日
受 付 時 間

11月10日㈭・12月8日㈭
15：00～17：00　

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

こどものこと、家庭のこと、

１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください

話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います

こどものこと、家庭のこと、

１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください

話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います
電話番号はおまちがいなく

(直接相談においでいただいても結構です。)
☎ 957-6000

病後児保育病後児保育 　通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集団生活が困
難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。

当日利用可能です。

ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり　☎ 937-0016 FAX 937-5716

月曜日～金曜日
9：00～17：00まで（電話可）

予約受付時間

30分：300円　
延長利用負担金

通 常 保 育…8：00～18：00まで
（ただし、7：30～  8：00
　　　　18：00～19：00まで延長可能）

当 日 保 育…9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育…8：00～17：00

（当日利用および延長不可）
※ただし、保育園通園児童のみ

利用時間

＊送迎は、相談に応じます。　※ 詳しくはお問い合わせください。

利用負担金
0歳～学童　一人日額1，000円

ただし、非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子どもは半額

白鳥児童館白鳥児童館 お部屋でおもちゃで遊んだり、広場で砂場遊びもできます。
午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べますよ。自由にお
越しください。

利用時間：月～土　9：00～17：00　翠鳥園2-9-101　☎ 957-4900

支援センターむかいの
（向野523　☎・FAX 953-6361）

○みんなの広場　月・水・木曜日　就学前の子どもとその保護者

◎11月生まれのお誕生会　11月28日㈪　◎木曜日のみ午後開放･･･15：00～16：15
センターのお庭と1階おひさまの部屋を開放しています。親子で気軽に遊びに来てね！

※午後の開放については駐車場が利用できません。徒歩か自転車でお越しください。

○よっといで3才児
【日　時】　11月4日㈮　10：00～11：30
　　　　　「保育園の園庭であそぼう！」

【対　象】　3歳以上の子どもとその保護者
　　　　　（平成24年4月2日～平成25年11月30日生まれ）

当日自由参加

○あそびの広場
【日　時】　11月30日㈬　10：00～11：30
　　　　　「お手玉であそぼう！」お手玉でどんなことができるかな？

【対　象】　就学前の子どもとその保護者

当日自由参加

○おたのしみ会
【日　時】　11月9日㈬　10：00～11：30
【対　象】　就学前の子どもとその保護者

当日自由参加

○おはなしの広場 【日　時】　11月28日㈪　11：00～11：30 当日自由参加

○双子ちゃん三つ子ちゃんよっといで
【日　時】　11月10日㈭　10：30～12：00　協力:双子サークル「ジェミニクラブ」

当日自由参加

センター開放時間　10：00～11：30（土日祝日を除く）

※子育て支援センターむかいのは、11月18日㈮から青少年児童センター
（向野3-1-33）2階でみんなの広場・サークル支援などを行います。
（11月18日からの連絡先　☎ 090-8880-0058　FAXは変更なし。）
青少年児童センターへのお問合せはご遠慮ください。

【講　師】　山本　典子　氏（心理相談員）
【場　所】　子育て支援センターふるいち
【対　象】　就学前の子どもとその保護者
【申　込】　11月1日㈫～7日㈪

【日　時】　11月15日㈫
14：00～16：00

【定　員】　20人
（保育付は13人※保育は生後5カ月から）

子育て教室　募集 「自我のめばえ ～いやいや期～」

秋の事故予防教室　募集 「乳幼児の心肺蘇生法　～AED実技あり～」  
【講　師】　柏原羽曳野藤井寺消防組合
【場　所】　子育て支援センターふるいち
【対　象】　就学前の子どもとその保護者、

または一般参加希望の方
【申　込】　11月7日㈪～11日㈮

【日　時】　11月25日㈮
10：00～11：30

【定　員】　20人
（保育付は13人※保育は生後5カ月から）

子育て支援センターふるいち ☎ 958－3308
または、はびきの子育てネットよりお申し込みください。

応募多数の場合は抽選となります。
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●こどもステーション 11月の予定
～乳幼児から高齢者までが集うところです～

各行事の詳細はお問い合わせください。 

農業体験 れんげ農場13日㈰ 10：00～
13：00

「芋煮会」（おみやげ付き）
参加費：大人800円　3歳～小学生 600円　　　　　　　　　　　　　　　

はがき絵講座 こども
ステーション17日㈭ 14：00～

16：00 参加費：1,000円(要会員登録、材料費別途)（体験有）

手編み講座 こども
ステーション21日㈪ 14：00～

16：00 参加費：1,000円(要会員登録、材料費別途)（見学有）

ママの
おしゃべりサロン25日㈮ こども

ステーション
10：45～

12：00
参加費：無料　子育てや家族のことなど一緒に考えましょう。
若い方から年配の方までどなたでもどうぞ。

第2㈭
（10日）

ひとりで悩まないで
相談室

こども
ステーション

参加費1人１時間まで3,000円 （会員半額）
※初回無料

10：30～
12：00

すべ ての 行 事 は
予約が必要です。

おやおやくらぶ 10：45～
11：30

第1・2・3㈮
（4・11・18日）

こども
ステーション

11日おやつを手作りしよう　18日“たべもの”のお話し
ほっとタイム月～金曜日10～16時参加費無料(終了後ランチ希望の方は要700円)

図工くらぶ 13：30～
15：00

第1・3㈯
（5・19日）

こども
ステーション

会費：月2回　1人2,500円　（教材費別途）　
対象：幼児～大人　どなたでも

自分の力で体を整えて健康生活を送りましょう。
無料体験できます。自力整体教室 15：00～

16：30
第1・3㈫

(1・15日)
羽曳野市役所

別館２階

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）　☎・ＦＡＸ 957-1114（FAXでの申込可）

11：00～
16：00手づくりマーケット24日㈭～

25日㈮
こども

ステーション
手づくりパンやクッキー、お惣菜、手づくり品などを
販売しています

さんすう
科学くらぶ

こども
ステーション

11：00～
12：00

（午後の
場合もあり）

「不思議、発見、おもしろ～い」をモットーに行っています。
会費：月3，000円（教材費別途） 幼児からどなたでも　

毎週㈯
(5・12・19・26日)

こども
ステーションkiMaMaカフェ

㈪～㈮
（火曜は休み）

11：30～
13：30

親子連れから高齢者までみんなでランチしながら
おしゃべりしましょう。ランチの後はミュージックス
テーション！歌おう会もご一緒に。（第1・3水曜、第4
金曜日）1食700円デザート・飲み物付き（親子で
900円）（要予約）

10：00～
16：00

こども
ステーション

一時保育
（乳幼児、学童）㈪～㈮

乳幼児：500円/h～　学童：300円/h～
※前日までにご予約ください。要登録
土日、祝日・時間外保育、送迎についてはご相談承り
ます。きょうだい割引も有ります。

内　　　　　　容時　間開催日

人形劇だよ！みんな　おいで～！！
ペープサート「おやゆび姫」
人形劇「3匹のやぎのがらがらどん」

人形劇サークル
ポップコーン

10：30～
11：302日㈬

10：30～
11：308日㈫ えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、

お誕生日会（11月生まれ）、工作をします。

10：30～
11：3018日㈮ 親子で楽しくリズム遊び＆わらべ歌

お恵さんと一緒に遊びましょう。

10：30～
11：3022日㈫ えほん・あらかると

絵本の読み聞かせとリズム遊びをします。

● あいあいルーム ● つどいの広場　カンナつどいの広場　11月
開放日　月・水・金（祝日休み）
　10：00～12：00　14：00～16：00
ＮＰＯ法人つどいの広場カンナ
羽曳野市高鷲 5-422-22
☎・ＦＡＸ 939-1625

10：30～11：30　参加自由　無料
4日㈮

11日㈮
18日㈮
25日㈮

シャボン玉遊び

ポップコーンを作って食べよう

手作りおもちゃ作り

小麦粉ねんど遊び

◎子育て何でも相談　月～金　10：00～16：00（電話可）
　子育てに関する悩みや不安、何でも気軽に相談してください。
◎就労相談　子育て中での再就職を考えている保護者の方へ
　専門員の相談が受けられます。　　毎月第2火曜日　10：00～12：00
NPO法人サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 937-0016  FAX 937-5716

あそびにおいでよ！（開放日） 火・水・金 10：00～16：00 自由に遊びに来てください。

♥毎火曜日は、ママたちのおしゃべりタイム♥
10時～12時まで、スタッフが入って遊びます。

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

羽 曳 が 丘
西 浦 東

丹 比
埴 生 南
埴 生
恵 我 之 荘

白 鳥

幼稚園名

た ん ぽ ぽくら ぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴ よ ぴ よ くら ぶ
ひ よ こ 組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
か ん が る ー 組
に こ に こくら ぶ
あ ひ る 教 室
わ く わ く 体 験
た ん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062
957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359
電　話 あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「つくってあそぼう」
「キッズパラダイスであそぼう！」

「一緒に遊ぼう（お店やさんごっこ）」
「つくってあそぼう」
「つくってあそぼう！」
「秋の自然物で遊ぼう」

「お店屋さんに遊びに来てね」（お店屋さんごっこのお客さんになってね）
「秋を楽しもう」
「自然物で遊ぼう！」

「いっしょにあそぼ！」

「一緒に遊ぼう」
「つくってあそぼう！」

11月16日㈬
11月16日㈬
11月18日㈮

11月  7日㈪

11月15日㈫
11月25日㈮

11月17日㈭

11月  9日㈬

9：30～10：30

「いっしょにあそぼ！」

「いっしょにあそぼ！」

11月11日㈮ 9：30～10：30

9：30～10：30
9：30～10：30

11月17日㈭ 10：00～11：00
11月  4日㈮ 10：00～11：00

10：00～11：00

11月11日㈮ 9：00～10：00
11月  7日㈪ 10：00～11：00

9：30～10：30

10：00～11：00

9：30～10：30
11月17日㈭ 10：00～11：00

10：00～11：00

○園庭開放、その他園の行事に参加される場合、お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。
○健康相談（保育園の看護師による）を希望される方は、事前に保育園へご連絡ください。

保育園名 電　話 園庭開放 楽しい親子教室育児相談

あ お ぞ ら 950-1105 10日㈭3・2歳児、17日㈭1歳児、24日㈭0歳児
10：00～11：30　げんきっこくらぶ(要予約)開園中常時24日㈭ 10：00～11：00

坂 門 ヶ 原 956-6246 10：00～11：3012日㈯ 雨天中止 月～金開園中常時（要予約）
陽  気 954-9630 月～金13:00～15：00（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：30毎週月・火・木曜日 開園中常時 15日㈫10：00～　クッキング　　

誉  田 958-2525 月～金開園中常時（要予約）第2・4土曜日 10：00～11：30
郡  戸 938-5280 毎月第2火曜日 10：00～11：00 月～金開園中常時（要予約）

は び き の 毎週月～金曜日958-3328 開園中常時 18日㈮10:00～　ふれあい遊び　子育てサロン10：00～11：00（健康相談含む）
島  泉 953-4624 11日㈮10:00～　子育てサロン　「おもちゃづくり」開園中常時毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
軽  里 958-3338 開園中常時毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
下  開 958-3318 開園中常時毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
向 野 953-2071 開園中常時毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）

四天王寺悲田院 956-2985 毎週火・金曜日
（18日は除く） 開園中常時10：00～11：30

第2火曜リズム・第3火曜お絵かき（園庭開放時）
11月1日㈫は園庭開放で焼き芋をします。1本100円
お出かけの際は帽子・お茶などの水分とお着替えを
ご持参ください。

ベビーハウス社協 開園中常時 22日㈫9：30～11：30　ベビーハウス体験保育
※要予約　定員30組930-0240 ベビっこひろば 9日㈬ 11：00～12：00

毎週火・木曜日 15：15～16：45高屋保育学園
（認定こども園） 957-1234 月～金開園中常時

（要予約）

10日㈭10：30～11：00親子リズムdeあそぼう
　　(1～5歳児の親子)予約不要(先着20組まで)
※園開放も同時開催10：00～11：30

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

（着替え・タオル・水筒をお持ちください。雨天時はどの園も室内で行います。うわぐつをお持ちください。）

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

● くるみ ～＊手をつなぐ子育て＊～

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　☎ 957-3282　http://kosodate-kurumi.com 
※12時から園児は、昼寝になります。12時から14時までは、静かに休息の時間としてお使いください。 
園庭開放は、火、水、木の10：00～16：00です。 

費　用内　容時　間事業名開催日

8日㈫
要予約

大人600円
子ども400円

給食体験 11：30～
12：00

限定3組
親子でくるみの食事を食べてもら
います。野菜たっぷりで和食中心の
薄味の食事をたべてみませんか。

10：00～
11：00

予約不要
無料

2歳の誕生日を過ぎた子を対象に
したリズムあそび。（動きやすい服
装で時間厳守でおこしください）

リズム遊びの会

要予約
離乳食付

子ども400円

9：30～
11：0010日㈭

赤ちゃんの生活は一部分をとりだ
して、見ていくことは出来ません。
睡眠、遊びなどについて気軽に相
談してみませんか？

赤ちゃんの
子育て

＆給食体験

無料9：30～
11：00

12日㈯
2歳の誕生日を過ぎた子を対象に
親子で楽しめるリズム遊びをしま
す。育児相談要予約！石川河川敷
臨時駐車場より園まで送迎あり。

親子リズム
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～ 骨と歯を大事にしましょう !! ～
骨密度測定と歯科健診が同時に受けれます！
あなたは歯を大事にしていますか？
毎食後、歯みがきすることは歯周病予防に効果
的です。歯周病は自覚症状がないので、発見し
たときにはかなり重度になっていることがあり
ます。今の歯の状況や正しい歯の磨き方など知
りたい方はぜひご参加ください。
A 骨

こつ

コツ・歯
は

ピカ健診
[ 対象者 ] 昭和 50・45・40・35・30 年
　　　　  生まれの方限定

日程 12 月 2 日㈮

B 骨・歯セット教室 
[ 対象者 ] 65 歳以上の方
 　　　　　（はがきが届いてなくても受診可）

日程 11 月 2 日㈬ 12 月 5 日㈪

A・B ともに、会場は保健センターです。事前予約が必要です。
※昭和 55・50・45・40・35・30・25・20 年生まれの方は指定医療

機関でも成人歯科健診を受けることができます。
※受診券はがきに指定医療機関を載せていますのでご確認ください。

市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

      ☎956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

康
家族そろって食事をしましょう

毎月 19 日は食育の日！

集団
検診

乳がん・子宮がん
※乳がん 40 歳以上、子宮がん
　20 歳以上で受診券をお持ちの方

11 月
  13 日㈰　市役所別館

※乳がん検診 
残りわずか

12 月
  14 日㈬　陵南の森

※乳がん検診は 
しめきりました。

※乳がんは 40 歳以上 ( 昭和 50 年以前
生まれ ) 子宮がんは 20 歳以上 ( 平成 8
年以前生まれ ) で、いずれも偶数年生
まれの方。対象の方には受診券（ピン
ク色のはがき）を送付しています。お
手元にない方はお問い合わせください。

※定員になり次第、しめきります。

あなたとあなたの家族のために
受けましょう、がん検診。 「知る」は「治る」の第一歩

集団検診 ( 健診 )・各種教室は健康増進課 ( 保健センター ) まで、 電話もしくは来所にてお申し込みください。
定員になりしだい締め切ります。（※個別検診は各医療機関へ直接申し込み）対象者は各種がん検診・歯科健診とも年度内に 1 人
1 回となります。☎ 956-1000（※ FAX での申し込みはできません）

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料で受けられます。
乳がん検診のみ自己負担金 1,000 円がかかります。
生活保護受給者は無料（生活保護受給証明書が検診当日必要です。）

集団
検診

胃がん・肺がん・大腸がん
（40 歳以上の市民）

11 月

16 日㈬　陵南の森

18 日㈮　保健センター

22 日㈫　保健センター

28 日㈪　保健センター

12 月

  1 日㈭　保健センター

  4 日㈰　コロセアム

12 日㈪　保健センター

19 日㈪　保健センター

＜集団検診＞11 ～ 12 月分を 9 月から受付しています。
★検診方法の詳しい内容は健康だより・ウェブサイトをご覧ください。

◆定期健康相談・栄養相談  11 月 30 日㈬  ※要予約

〈受診券はがきの見本〉
4 月上旬に送付しております。

このハガキが届
いた方は

チャンス♪

同時健診は各日
限定 40 人！！

今年度最終です！

チョイス DE あなたにあった健康スタイル
～ 7 つのおススメ～ 

平成 28 年度は運動と栄養のメニューに
医師講義と歯科健診をプラスしました！
あなたにあわせて教室をチョイスしてくだ
さい！全部選んでも OK ！教室に参加して
あなたの健康度をアップしましょう☆

[ 対象 ] おおむね 40 歳以上の市民
　　　　定員になり次第しめきります。

平成 28 年

① 医師メニュー（高血圧の話）
　 講師：大阪がん循環器病

予防センター
　　　木山 昌彦 医師

11 月 25 日㈮
14:00 ～ 16:00（受付 13:45 ～）
場所：保健センター 4 階

大会議室

② 栄養メニュー
試食あります！

　（バランス UP と
カロリーダウン）

12 月 6 日㈫
10:00 ～ 12:00（受付 9:45 ～）
場所：保健センター 3 階

栄養指導室

平成 29 年

③ 栄養メニュー
試食あります！

（減塩とせんいアップ）

2 月 7 日㈫
10:00 ～ 12:00（受付 9:45 ～）
場所：保健センター 3 階

栄養指導室

④ 歯科メニュー
（歯科健診つき）

2 月 13 日㈪
13:20 ～ 15:30（受付 13:00 ～）
場所：保健センター 2 階

予防接種ホール

⑤ ウォーキング講座

3 月 3 日㈮
13:30 ～ 15:30（受付 13:15 ～）
場所：峰塚公園

（雨天時は保健センター）

※時間などは変更することがあります。詳しくはチラシ・ウェブサイトをご覧ください。

さらばメタボ　講座
「メタボリックシンドロームって？」
「今の生活を続けていると、どんな病
気になるの？」「普段の生活で気をつ
けるべきポイントは？」など分かり
やすい話がきけます。
日時：12 月 15 日㈭
　　　14：00 ～ 15：30（受付 13：30 ～）
講師：羽曳野市医師会　 貴志　敏夫　医師　
会場：保健センター４階大会議室　定員：30 人　
　　　※事前予約が必要です。

残り
わずか !!
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＜

無
料

＞

ＨＩＶ即日検査 ［抗体検査］ 毎週水曜日
[ 匿名可・予約不要 ]   9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）なんばで実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　 第 2、4 水曜日
＜予約制＞ 13:30 ～ 14:30

風しん抗体検査　　　　 第 2、4 水曜日
＜予約制＞ 13:30 ～ 14:30

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

＜予約制＞
（こころの病気、アルコール依存症など）

医療機関に関する相談 毎週月～金曜日
  9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料

＞

水質検査
（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水） ＜予約制＞

依頼の際は、お問い合わせください。室内空気検査
（ホルムアルデヒド・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週月～水曜日  9:30 ～ 12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査
＜予約制＞

毎週月～木曜日  9:30 ～ 12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 955-4181
http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 952-6165　　　　※いずれも土、日、祝日は除く

◆マタニティスクール◆　（定員 20 人）
[ 日時 ]　＜ 11 月コース＞ 　　（会場：保健センター、要予約）

1 回目 11 月 10 日㈭
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
歯科健診（ランチ付き）

2 回目 11 月 17 日㈭
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心とからだの準備

3 回目 11 月 19 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 11 月 28 日㈪
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※ 1、2 月出産予定の方を優先します。
※全４回の参加が難しい場合は、第3回目のみの参加も若干名可能です。

◆離乳食講習会◆　（保育あり・先着 15 人）　※要予約
[ 日　時 ] 12 月12 日㈪・1 月 23 日㈪のいずれか１日

13:00 ～ 15:30
[ 対　象 ] 4 カ月児健康診査受診後から 10 カ月までの乳児

の保護者 ( 講習会の対象となるお子様のみ保育対象 )
[ 受講費 ] 無料　[ 会　場 ] 保健センター　3 階栄養指導室

◆ことばの相談◆　※要予約
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受
けします。

～ インフルエンザを予防しよう ～
インフルエンザは 12 月～ 3 月頃に流行します。

インフルエンザ 風邪

初期症状 悪寒・頭痛 鼻咽頭の乾燥感
およびくしゃみ

主な症状 発熱・全身痛 鼻水・鼻づまり
悪寒（さむけ） 高度 軽度・きわめて短期

熱および熱型 38 ～ 40℃
（3 ～ 4 日間） 微熱

全身痛・筋肉痛・
関節痛 高度 ない

倦怠感 高度 ほとんどない
鼻汁・鼻閉 後半より著しい 初期より著しい

合併症
気管支炎・インフル
エンザ肺炎・脳炎・

脳症
まれ

インフルエンザ予防の基本「マ・ウ・テ」
～マスクをして、ウがい、テあらいで～

★「マ」スクをして！　・せきエチケットを心がけましょう
★「ウ」がいをして！　・水を口にふくみ、ブクブクうがい（1回）

・上を向き15秒ほどのガラガラうがい（3回）
★「テ」あらいで！　　・ウイルスをしっかり洗い流しましょう
体の抵抗力を高めるために、生活リズムを整え、バランスのとれ
た食事や、十分な睡眠をとりましょう。

◆健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児健康診査
（金曜日 実施）

11 月 11 日 平成 28 年7月1日～16 日生まれ

11 月 25 日 平成 28 年7月17日～31日生まれ

12 月 9 日、16 日 平成 28 年 8 月生まれ

１歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

11 月 29 日、30 日 平成 27 年 4 月生まれ

12 月 20 日、21 日 平成 27 年 5 月生まれ

２歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

11 月 15 日、16 日 平成 26 年 5 月生まれ

12 月 13 日、14 日 平成 26 年 6 月生まれ

３歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

11 月 8 日、9 日 平成 25 年 5 月生まれ

12 月 6 日、7 日 平成 25 年 6 月生まれ

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ・会場：保健センター）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日です
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）に電話予約の上、受付時間
(13:25) にお越しください。

＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）
詳細は「平成 28 年度健康だより」、
市ウェブサイトをご覧ください。

11月8日はいい歯の日です。
普段から自分の歯に関心を持つように心がけましょう。

●健康な歯は素敵な笑顔に繋がります。 
いくつになっても自信を持って笑えるのには
歯が大切です。

● 80 歳になっても 20 本の自分の歯がある
ことは健康の証拠。ごはんもおいしく食べ
られます。

●口は体の入り口です。 
お口の中をキレイにする事で生活習慣病予
防にも繋がります。

まずは自分でできる歯みがきをしっかり行いましょう。
そして痛む前に歯科医院で健診を受けましょう。

11月8日はいい歯の日！
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ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・ 街かどから

それぞれの目標に向かって
　10月11日㈫、スポー
ツで活躍する市内の中
学生 5 人が、近畿大会・
全国大会の報告に市役
所を訪れてくれました。
皆さんの更なる活躍を
期待しております。
・第 65 回近畿中学校総合体育大会
青井 遥香  誉田中 2 年 水泳 背泳ぎ 100m、200m
上野 日菜子  峰塚中 2 年 陸上 1,500m
岡部 江里加  高鷲南中 1 年 卓球 シングル
鬼追 宰  河原城中 3 年 ソフト

テニス 男子個人の部通堂 凪翔
・全国中学校体育大会
上野 日菜子  峰塚中 2 年 陸上 1,500m

みんなで守ろう！！『交通安全』
　『秋の全国交通安全運動』（9 月 21 日
～ 30 日）に伴い、交通安全を呼びかけ
る「街頭キャンペーン」を 9 月 28 日㈬、
高鷲駅前、高鷲南小学校、高鷲南幼稚園
で実施しました。多くの方にご参加いた
だき、『安全・安心・快適に暮らせ
るまち』の実現を目指し、「交通ルー
ルの徹底」や「交通マナーの向上」
を呼びかけました。

元気いっぱい運動会 ～子育てサロンはにふ～
　埴生校区で毎月1回開催する同サロン（会場：埴生幼稚園）
で、10 月はミニ運動会を開催しました。みんなで箱電車競
争や玉入れなどを楽しんで、お次は「つぶたんエクササイズ」。
夢中で踊っていると、なんと本物のつぶたんが登場！まさか
のサプライズに、子どもたちは大喜びでした。

世界文化遺産登録に向けて
　ユネスコ世界遺産センターに提出する推薦書作成のため、
10 月 9 日・10 日、大阪府公館にて国内外の専門家を招い
て「第６回百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進国際
専門家会議」を実施し、同古墳群のもつ、顕著な普遍的価値
や保存管理計画について意見交換が行われました。また、会
議の参加者であるケース・ファン・ローイエン氏（オランダ

文化遺産庁顧問）が、11 日
から 2 日間で同古墳群を視察
され、「このような歴史的価
値の高いものが 1600 年もの
間、大切に保存されているこ
とが素晴らしい。」との感想
もいただきました。

「平和、万歳！」国際平和ポスター展
　10 月 7 日㈮～ 11 日㈫、LIC はびきので「第 29 回国際
平和ポスターコンテスト」が行われ、作品応募総数 641 点（市
内の小学 5・6 年生による）
から各賞に選ばれた 42 点
の作品が展示されました。
みんなが思い思いに、“平和”
に対する気持ちを表現して
くれました。

健康の秘訣は “笑う、楽しむ”
　9 月 14 日㈬・15 日㈭の両日実施した
敬老会には、735 人（5 カ所合計）が参加さ
れました。第１部の式典では、市長を始め、
来賓の方々による祝辞が述べられ、第２部
のアトラクションでは、歌謡ショーの歌声
にうっとり。また、テレビで
もおなじみの漫才に、会場は
たくさんの笑い声に包まれま
した。みなさまの益々のご健
康をお祈りしております！

みんなおいでよ！ようちえん
　市内幼稚園の園児を募集するポスターに、今年は大前昇
太さん（西浦幼稚園・５歳児）の作品が選ばれました。園で、
友達と一緒にダンス
をしているところを
描いたもので、楽し
い雰囲気が伝わり、
見る人を笑顔にさせ
てくれるポスターが
完成しました。

歴史を訪ねて ～真田幸村ゆかりの地をめぐる～
　10 月 2 日㈰、「第 1 回みなみかわち歴史ウォーク」が実
施されました。コースは、白鳥陵古墳や応神天皇陵古墳な
どの古市古墳群から、誉田八幡宮や薄田隼人の墓などの「真
田幸村」ゆかりの地をめぐる、約 12km の道のりです。総
勢 640 人が参加し、途中、道明寺天満宮では、“大坂の陣”
にちなんだ道明寺甲冑隊がお
出迎え。参加者から一緒に記
念撮影を頼まれるなど、みな
さん楽しまれていました。
※第 2 回（12 月 4 日㈰開催
予定）の詳細は p32 に掲載

（写真）9 月 28 日、教
育長より表彰状を受け
取られました。
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秋の夜、年に一度の伝統行事
　杜本神社で、秋の祭礼（10 月 7 日、8 日）が行われました。
同神社は平安時代、祭礼時は朝廷より勅使が参向したとの
記録があり、神格が高かったことがうかがえます。また、
本殿前には獣面人身を刻んだ珍しい石像「隼

は や と い し
人石」が置か

れるなど、由緒ある遺跡の残る歴史深い神社です。
　7 日㈮夜、太鼓の音とともに、提灯を掲げた行列が神社
へ集まり始めました。子どもも大人も慣れ
た足取りで急な坂道を上って宮入りし、拝
殿前には全 6 町、約 30 台の提灯が集結。
騒がしさとはかけ離れた慎ましやかな伝統
行事に、駒ヶ谷の古き良き町並みが、更に
風情を増す秋の夜長となりました。

一人で振り込む前に、相談を
　還付金詐欺を未然に防いだとして、株式会社みのりの里

（LIC はびきの指定管理者）の松川佳史さんと甲村明奈さん
に、10 月 11 日㈫、羽曳野警察署（西田忠司署長）より感
謝状が贈呈されました。
　内容は、9 月初旬、LIC はびきので一般利用者から職員
に、「施設内の ATM で女性が携帯電話で長時間通話しなが
ら操作している。」との報告があった。松川さんが確認のた
め女性のもとへ向かい、様子を伺っていたところ、女性の
通話内容から、還付金詐欺の可能性があると確信した。そ
こで女性に筆談で「“詐欺” かもしれない」と伝え、また、
即座に甲村さんが警察に通報。警察官が到着するまでの間、
電話の向こうの詐欺グループに気づかれないよう女性をサ
ポートし、被害を事前に防いだ、というものです。

感謝の言葉を受けたお
二人は、「不審なこと、
疑問に思われた点があ
ればスタッフにお声掛
けください。」と話し
てくださいました。

楽しみながら、健康チェック
　10 月 16 日㈰、はびきのコロセアムで「ふれあい健康ま
つり」が開催されました。会場には、体力・身体能力の測定や、
展示・体験など様々なコーナーを用意しており、子どもも
大人も楽しめる、大規模な “健康” に役立つイベントです。
子どもたちの人気は、食育コーナー。一日に摂取する野菜
の量を計測するゲームやクイズなど、楽しんで食育を学ぶ
ことができました。また、普段はあまり健康に関心のない
方も、骨密度測定やメタボ健診など、測定結果を目にする
ことで、自身や家族の体の状態を気にかける良い機会となっ
たことでしょう。
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3人兄弟の末っ子ルイトは、
　　　　　　家族みんなの癒しです♡

生まれてきてくれてありがとう。
　　 笑顔で元気にのびのび育ってね！

周りのみんなを和ませるような、
　　　　　　　　　優しい子になってね
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羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言　○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言　○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

エコプラザはにふ
（中央スポーツ公園）
時とみどりの交流館
（峰塚公園管理棟）
道の駅 しらとりの郷・羽曳野
総合棟(休業日：毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

向野老人いこいの家

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防組合

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

健康ふれあいの郷　グラウンド・ゴルフ場
（休業日：毎週木曜日、年末年始）
茶山テニスコート
（土・日・祝日のみ）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻956-7867
☎959-3567　
℻959-3568
☎942-6647　
℻942-6647
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3350
☎953-6361　
℻953-6361
☎952-0033　
℻952-0033
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577
☎950-6611　
℻950-3888
☎959-8836

主な公共施設
後期高齢者医療制度
 【整骨院・接骨院、はり・灸・あんま・マッサージのかかり方】
①整骨院・接骨院で柔道整復師の施術を受けたとき
　［健康保険が使える場合］ 骨折・脱臼・打撲・ねんざ（肉ばなれを含む。）
　  ※骨折・脱臼については、緊急の場合を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要。
　［施術を受けるときの注意］
　・単なる肩こり、筋肉疲労などに対する施術は保険の対象にならず、全額自己負担
　　になります。
　・柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を行うことが認められているため、自
　　己負担を支払うことで施術を受けることができます。施術を受けたときには、「療
　　養費支給申請書」の施術箇所や回数を確認し、署名押印してください。
　・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷などの治療中は、施術を受けても
　　保険の対象になりません。
②医師が必要と認めた、はり・灸・あんま・マッサージなどを受けたとき
　［健康保険が使える場合］
　はり・灸　神経痛、リウマチ、頸

けいわん
腕症候群、五十肩・腰痛症・頸

けいつい
椎捻挫後遺症・

　　　　　　その他慢性的な疼痛を主症とする疾患
　あんま・マッサージ　筋麻痺・関節拘縮などで、医療上マッサージを必要とする症例
　［施術を受けるときの注意］
　・保険の適用には、あらかじめ医師の発行した同意書または診断書が必要です。
　・単に疲労回復や慰安を目的としたものや、疾病予防のためのマッサージなどは保
　　険の対象とならず、全額自己負担となります。
　・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ対象疾患の治療中は、はり・灸施術を
　　受けても保険の対象にはなりません。

問合せ　大阪府後期高齢者医療広域連合　給付課　☎ 06-4790-2031
　　　　※受付時間：㈪～㈮（祝日を除く。）9:00 ～17:30

柔道整復などの施術を受けられたときは、医療費控除の対象となるので、必ず
領収書を受け取りましょう。

各医療証をお持ちの方へ
■ひとり親家庭医療証（水色）をお持ちの方
　10 月末に11月1日からお使いいただける新しい医療証（桃色）をお送りしま
　した。11月1日以降は、今回お送りした新しい医療証をお使いください。
■障害者医療証（緑色）をお持ちの方
　10 月末に11月1日からお使いいただける新しい医療証（オレンジ色）をお送
　りしました。11月1日以降は、今回お送りした新しい医療証をお使いください。
問合せ　保険年金課  後期高齢給付担当　☎ 958-1111　内線1320・1330

国民健康保険の更新後の新しい被保険者証の受取りがまだの方へ
　旧の国保の被保険者証は、10 月 31日で有効期限が終了しています。
　新しい被保険者証は、簡易書留郵便での郵送による更新、または窓口交付に
より更新いただきますようご案内をお送りしました。まだ新しい被保険者証がお
手元にない方は保険年金課までご連絡ください。
　※『休日・夜間窓口』でも被保険者証の更新を行うことができます。

国民健康保険・後期高齢者医療『休日窓口・夜間窓口』
　国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付相談について、『休日窓口・
夜間窓口』を開設します。

問合せ　保険年金課　☎ 958-1111　内線1750・1751

日程 時間 場所
休日窓口 11月13 日 10:00 ～15:00 市役所本館1 階

保険年金課③窓口夜間窓口 11月 4 日・25 日 18:00 ～20:00

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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改修された住宅に対する固定資産税の減額
　一定の要件を満たす住宅の改修を行った場合、申告により、工事完了日の翌年度
分の固定資産税が減額されます。
※工事完了日から 3 カ月以内に、税務課への申告が必要です。

　工事費用（自己負担額）が 50 万円を超える（平成 25 年 3 月 31日までの契約
分は 30 万円以上）改修工事を行った、住宅に対する固定資産税が対象です。
　その他、詳しい内容や申告の必要書類などについては、お問い合わせください。
受付・問合せ　税務課固定資産税担当　本館1階⑨⑩窓口
　　　　　　　☎ 958-1111　内線1540・1550

耐震改修  昭和 57 年1月1日以前に建築された住宅

バリアフリー改修
 高齢者等（改修工事完了年の翌年１月１日における年齢が 65 歳以
 上の方、要介護認定または要支援認定を受けている方、障がいの
 ある方）が居住する、平成19 年1月1日以前に建築された住宅

熱損失防止（省エネ）改修  平成 20 年1月１日以前に建築された住宅

受取期間が終了したマイナンバーカードおよび返戻された通知カード
の受取り
■マイナンバーカード ･･･ 市民課または支所で保管しています。持参するものは、　
　通知はがきを参照してください。はがきを紛失した場合はご連絡ください。
■通知カード ･･･ 市民課で保管しています。昨年11月末頃に簡易書留で郵送した
　「通知カード」を受取りに来てください。
　［持物］本人もしくは同一世帯人が本人確認書類（運転免許証などの顔写真つ　
　　　きの書類なら1点、それ以外の書類は 2 点以上）を持参の上、市民課（本　
　　　館1階②窓口）までお越しください。
■日曜窓口（平日に来庁できない方）　［日時］ 12 月11日㈰　9:00 ～12:00
問合せ　市民課  ☎ 958-1111  内線1670    支所  ☎ 955-0583（直通）

市税の納期内納付にご協力ください
■ 市税を定められた納期限までに納

税しないことを「滞納」といい、督
促状や催告書などで納付をお願い
しています。それでも未納の場合に
は、納付をされた方との公平を保
つため、また、市税を確保するため、
滞納者の財産を差押える場合があ
ります。

■督促状や催告書がお手元に届いた
　場合は、そのままにせず、すみやか
　に納付してください。
■事情により一括納付できない場合
　は、税務課納税担当で納税相談を
　してください。
■平成 28 年度に課税された市税が
　滞納になっている方に対し、11月中
　旬に催告書を送付します。納付がま
　だお済みでない方は、催告書が届き
　ましたら同封する納付書ですみや
　かに納付をお願いします。
問合せ　税務課納税相談担当
　☎ 958-1111  内線1440・1441・1450

個人事業税    
【第 2 期分】納期限 11月 30 日㈬
 期限内の納付をお願いします。

■ 第２期分の納付書が見当たらない
場合は、最寄りの府税事務所へお
問い合わせください。（口座振替を
ご利用いただいている場合は、納付
書は送付していません。）

■年間の税額が1万円以下の場合は、
　第 2 期分の納付書はありません。 
■ 納付用紙に、コンビニ収納用バーコー

ドが印刷のあるもの（30 万円以下の
もの）については、封筒裏面記載のコ
ンビニで納めることができます。 

■納付には、便利で安心・安全な口座
　振替制度をご利用ください。 
問合せ
　大阪府南河内府税事務所
　☎ 0721-25-1131

８月に個人事業税の納税通知書に同封し
てお送りさせていただきました第２期分の
納付書にて納期限までにお納めください。

大阪府広報担当
副知事もずやん

「カニ食べ放題と露天風呂を楽しむ」というツアータイトルの日帰りバス旅行に申
し込み、友人と参加した。カニ料理はおいしかったが、時間の関係で露天風呂は中
止となった。せっかく風呂を楽しみにしていたのに非常に残念だ。旅行会社に何
か請求することができるか。

旅行内容の変更原因が、旅行業者の故意・過失である場合は損害賠償請求がで
きますが、故意や過失でなかったとしても、次のような場合、旅行者が一定の補
償金を受け取れることがあります。
　①旅行開始日、終了日の変更　　②入場観光地の変更
　③運送機関の種類・会社名・低等級への変更　　④空港・経由便の変更
　⑤宿泊機関、客室条件の変更　　⑥ツアータイトルの記載事項の変更
一定の免責事項に該当しない限り、旅行業者は旅行代金に対して定率の変更補償
金を支払うものとされています。これを旅程保証制度と言います。よって、露天風
呂に入れなかったことが旅行業者の故意・過失でなくても、消費者は原則として
変更補償金の支払いを受けることができます。トラブルになりそうな時は消費生
活センターにご相談ください。

教えて消費生活Q&A　日帰りバス旅行でのトラブル

Q

A

【消費生活相談】毎週月・水・木・金曜日　10:00 ～16:00
　まずは電話でお問い合わせください。産業振興課　☎ 072-947-3715（直通）
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大阪府公安委員会認定
犯罪被害者等早期援助団体
認定 NPO 法人 大阪被害者支援
アドボカシーセンター
　事件・事故の被害に
あわれた方への相談、
付添いなどの支援を行
っています。相談・支援
は全て無料です。秘密厳守。
相談・問合せ　☎ 06-6774-6365
　㈪～㈮（祝日、年末年始を除く）
　10:00 ～16:00
　［アドボカシーセンター］検索

学校名 健診日(11月） 受付時間 診断時間
羽曳が丘小学校 10 日㈭ 13:30 13:45
白鳥小学校 11日㈮ 13:45 14:00
古市小学校 14 日㈪ 13:15 13:30

埴生南小学校 14 日㈪ 14:00 14:15
丹比小学校 15 日㈫ 13:45 14:15

高鷲北小学校 16 日㈬ 14:00 14:15
西浦東小学校 17 日㈭ 14:15 14:30
駒ヶ谷小学校 21日㈪ 13:35 13:45
西浦小学校 22 日㈫ 13:30 13:45

高鷲南小学校 22 日㈫ 14:00 14:30
埴生小学校 24 日㈭ 14:30 15:00

恵我之荘小学校 25 日㈮ 13:50 14:00
古市南小学校 29 日㈫ 13:30 14:00
高鷲小学校 29 日㈫ 13:45 14:15

平成 29 年度就学予定児童の
就学時健康診断
　平成 29 年 4 月から小学校に入学
されるお子さん（平成 22 年 4 月 2 日
～平成 23 年 4 月1日生まれの児童）
を対象に日程表のとおり就学予定小
学校にて就学時健康診断を実施しま
す。指定日に健康診断を受けてくださ
い。どうしても指定日に受けることが
できない場合は、必ずご連絡ください。
問合せ　学校教育課  ☎ 947-3907（直通）

11月は「こころの再生」府民運
動推進月間
　「こころの再生」府民運動は、府民一
人ひとりが「生命を大切にする」「思い
やる」「感謝する」「努力する」「ルー
ルやマナーを守る」など、時代や社会
がどのように変化しても決して忘れて
はならない大切な『５つのこころ』を
見つめ直し、「あいさつする」など毎日
の暮らしの中でできることを呼びか
けています。皆様も、「５つのこころ」「あ
いさつ」を意識して、
アクションを起こし
てみませんか！

【大切にしたい「5 つのこころ」】
　①生命を大切にする　②思いやる
　③感謝する　　　　　④努力する
　⑤ルールやマナーを守る
■［「こころの再生」府民運動］検索
問合せ　大阪府教育委員会事務局
　教育総務企画課 ☎ 06-6944-8042

不登校・ひきこもりシンポジウム
（無料）
～子どもが不登校・ひきこもりになった時、
　どのような支援が求められるのか～
日時　11月 27 日㈰ 13:30 ～16:00  
　13:00 開場
会場　市民会館 ３階会議室
対象　ひきこもりの子ども・若者やそ
　の家族、支援者など
内容　■講演「登校拒否・不登校、社
　会的ひきこもりの理解と支援」
　■個別相談会
講師　NPO 法人おおさか教育
　相談研究所理事長　柚木 健一氏
定員　50 人
申込・問合せ　電話申込（11月1日
　㈫～25 日㈮まで）
　☎ 0721-55-2959（事務所）
　携帯 080-8311-9040　吉本
主催　NPO 法人子ども・若もの支援
　ネットワークおおさか
後援　羽曳野市教育委員会、羽曳野
　市社会福祉協議会

「女性に対する暴力をなくす運動」期間
（11月12 日㈯～25 日㈮）
※11月 25 日㈮は、女性に対する暴力撤
　廃国際日です。
　暴力は、決して許されるものではあ
りません。夫やパートナーなどからの
暴力、性犯罪、売買春、人身取引、セク
シュアル・ハラスメント、ストーカー行
為など女性に対する暴力は、女性の人
権を著しく侵害するものであり、男女
共同参画社会を形成していく上で克
服すべき重要な課題です。
　内閣府その他の男女共同参画推進
本部構成府省庁の主唱により、11月
12 日～25 日の２週間を「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間としていま
す。この運動をきっかけに、女性に対
する暴力について考え、暴力のない社
会の実現をめざしましょう。

問合せ　人権推進課　
　☎ 958-1111　内線1052・1057

【女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク】
　このシンボルマークは、女
性が腕をクロスさせた姿を描
いており、女性の表情、握りし
めたこぶし、クロスさせた腕に
より、女性に対する暴力を断
固として拒絶する強い意志を表しています。

税を考える週間
（11月11日㈮～17 日㈭）
　国税庁ウェブサイトでは、「くらし
を支える税」をテーマとした特設ペー
ジを設け、国税庁の各種取組を紹介
しています。
問合せ　富田林税務署
　☎ 0721-24-3281
　［国税庁  くらしを支える税］検索

子どもの貧困対策
　子どもの貧困対策の推進に関する
法律第 7 条では、政府は毎年１回子
どもの貧困の状況と子どもの貧困対
策の実施の状況を公表することとさ
れています。
　本年 8 月に公表された平成 27 年
度の状況によると、生活保護世帯に
属する子どもの高校等進学率は、全
日制、定時制、通信制、特別支援学
校高等部、専修学校高等課程などを
合わせた全体で92.8％となっており、
全世帯の場合の98.8％より低くなっ
ています。このほか、子どもの貧困対
策の実施状況については、教育の支
援、生活の支援、保護者に対する就
労の支援、経済的支援、子どもの貧
困に関する調査研究などについて公
表されています。
　詳しくは、内閣府（子どもの貧困対
策）のウェブサイトをご覧ください。

こども課
☎ 958-1111  内線1252

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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平成 28 年「秋の全国火災予防運動」を実施します
　（平成 28 年度全国統一防火標語 : 消しましょう  その火その時  その場所で）
　11月 9 日㈬～15 日㈫までの 7 日間を実施期間とし、火災予防思想の一層の普及
を図り、高齢者を中心とする犠牲者発生の減少と財産の損失を防ぐことを目的としま
す。期間中、消防車にて管内巡回をします。ご理解お願いいたします。
　なお、11月９日㈬９:00 から近鉄古市駅周辺にて秋季全国火災予防運動街頭キャ
ンペーンの実施を予定しています。
　［重点目標］　①住宅防火対策の推進　　②放火火災防止対策の推進
　　　　　   　③特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
　　　　      　④製品火災の発生防止に向けた取組の推進
　　            　⑤多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部　予防課 ☎ 958-9928   FAX 958-9900

災害時などの情報伝達訓練を実施します
　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。
この訓練は、全国瞬時警報システム（J アラート※）を用いた訓練で、本市以外の地
域でもさまざまな手段を用いて情報伝達訓練が行われます。
訓練実施日時　11月 29 日㈫　11:00 頃

  

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じ 
      て瞬時にお伝えするシステムです。
問合せ　危機管理室　災害対策課　☎ 958-1111　内線 2712・2713

情報伝達手段 放送内容

防災行政無線
 市内 25 カ所に設置してある防災行政無線から、一斉に放送されます。
 【放送内容】　①上りチャイム音　②「これは、テストです。」× 3
 　　　　　　③「こちらは、ぼうさいはびきのしです。」④下りチャイム音

介護無料相談（要予約）
　介護について困ったことはありませんか？介護に関する家族の方のさまざまな悩みを
お聞きし、介護方法や疑問点などの相談・解決のお手伝いをします。出張相談も致します。
日時　11月18 日㈮  13:00 ～15:00　会場　市役所別館1 階（シルバー人材センター）
問合せ　（公社）羽曳野市シルバー人材センター　☎ 959-0555

全国一斉「女性の人権ホットラ
イン」強化週間（11月14 日㈪
～20 日㈰）
　夫・パートナーからの暴力、職場な
どにおけるセクシュアル・ハラスメン
ト、ストーカー行為など、女性をめぐる
さまざまな人権問題を法務局職員お
よび人権擁護委員が相談におこたえし
ます。次の期間は強化週間として受付
時間を延長して実施しますので、お気
軽にご相談ください。
～相談は無料、秘密は必ず守ります～
　　　☎ 0570-0

ゼロナナゼロのハートライン
7 0 - 8 1 0

日 時　11月14 日㈪～18 日㈮
　８:30 ～19:00
　19 日㈯・20 日㈰  10:00 ～17:00
問合せ　大阪法務局人権擁護部　　
　☎ 06-6942-9496

はびきの中学生 study- Ｏ
11 月・12 月の実施日程

東教室（市役所）
11 月  5 日㈯・6 日㈰・19 日㈯・20 日㈰
12 月  3 日㈯・4 日㈰

西教室（あいあいハウス および 支所）
11 月  5 日㈯・6 日㈰・19 日㈯・20 日㈰・27 日㈰
12 月  3 日㈯・4 日㈰

政策推進課特命プロジェクトチーム
☎ 958-1111　内線 3530

『みんなで一緒に勉強しませんか』
　受験勉強の場、テスト対策として利用する
など、さまざまな場面に活用してください。

 ■参加申し込みは、随時受付中！！
■中学生に勉強を教えていただける
　大学生サポートスタッフも募集中！！

◆ 講義開催日　11 月 6 日㈰
　 AM：東教室　PM：西教室

 詳しくは市ウェブサイトまたは担当まで。

研志会会員による無料法務・法
律相談（要予約）
日時　11月 27 日㈰　13:30 ～16:30
会場　市役所 A 棟中・東会議室
内  容　相続・遺言、許認可、社会保険・

労働問題、その他日頃の法律上の悩
み事。当日の相談は、弁護士、行政書士、
土地家屋調査士、社会保険労務士な
どが担当します。

申込・問合せ　研志会理事　城　　
　☎ 0721-69-8050

平成 29・30 年度　建設工事、測量・建設コンサルタントなど、物品購入・
委託業務等の競争入札参加資格審査申請書の受付（業者登録）
　次のとおり申請書の受け付けを行いますので、ご準備してください。
■申請書（市様式）のダウンロード期間
　10 月 20 日㈭～平成 29 年1月 31日㈫（市ウェブサイト「入札・契約情報」に掲載します。）
■申請書提出方法
　今回の申請は、すべて郵送または宅配便により受け付けします。
　［受付］平成29年１月12日㈭～31日㈫ ※締切日の消印（宅配便の場合は配達依頼日）まで有効。

【留意事項】
　○建設工事、測量・建設コンサルタントなどの競争入札参加資格審査申請にかかる事項
　［全　　般］ 申請資格および提出様式を変更しています。
　　　　　    市ウェブサイト「入札・契約情報」にてご確認ください。
　［電子申請］受付期間内に業者登録受付システムによる電子申請を行った後、申請書類
　　　　 　   を提出してください。電子申請の方法は市ウェブサイト「入札・契約情報」
　　　　　　 に掲載します。
　《業者登録受付システムによる電子申請受付期間》
　　平成 29 年1月 5 日㈭ 9:00 ～ 31日㈫ 16:00 まで（土・日・祝日 24 時間使用可）
　　※物品購入・委託業務などの競争入札参加資格審査申請においては、電子申請は不要です。

　　　　　　　　　　　　　【 問合せ：契約検査課　☎ 958-1111　内線 3631・3632 】
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産業廃棄物不適正処理防止推進強
化月間
　野焼き・野積み・不法投棄、
　　　しない！させない！許さない！
　不法投棄などの未然防止・早期発見
には、日頃から適正に土地などの管理
を行うことが必要です。土地の所有者・
管理者は管理を徹底し、野積みや不法
投棄をされない環境を整えましょう。
問合せ 大阪府環境農林水産部 循環
　型社会推進室 産業廃棄物指導課　
　☎ 06-6210-9572
　市役所 環境衛生課 環境担当　
　☎ 958-1111　内線 2830

年末調整の説明会「すばるホール」
　給与所得者における年末調整につい
て、富田林市すばるホールにて説明会を
開催します。年末調整事務（源泉徴収義
務者）をされている方が対象となります。
日時　11月 29 日㈫ 14:00 ～16:00
　開場13:30
内容　年末調整と給与支払報告書の作
　成要領などの説明
持物　年末調整関係資料（11月上旬に
　税務署から発送予定）
会場　すばるホール
　（富田林市桜ヶ丘町 2 番 8 号）
　※駐車場には限りがあります。
問合せ　富田林税務署
　☎ 0721-24-3281

悪質ニセ職員にご注意
　職員を偽装し、高額な浄水器を販売
するなど悪質な業者が存在します。
漏水調査やメータ交換は、水道局が実
施するもので代金を頂くことは絶対に
ありません。また、メータ取替後にお客
様からご依頼のない限り再度お伺いし
たり、宅地内に立ち入ることは絶対に
ありません。
　不審な場合、水道局に問い合わせす
るか、委託業者であれば水道局発行の
証明書の提示を求めてご確認ください。
問合せ　水道局
　☎ 958-1111　内線 5013

引越しのときは、早めの連絡を
水道局からのお願い
■水道の使用を中止されるとき
　　引越しにより水道の使用を中止さ
　れるときは、料金の精算に伺います
　ので引越しの 2 ～3 日前までには必
　ずご連絡ください。ご連絡がない場
　合は、引き続いて料金がかかります
　のでご注意ください。
■新たに水道を使用されるとき
　　水道を使用される２～３日前まで
　には必ず使用開始のご連絡ください。

問合せ　水道料金お客様センター
　☎ 957-7770（直通）
　☎ 958-1111   内線 5021～ 5024
　平日 9:00 ～17:30 
　土・日 9:00 ～17:00
　※祝日および年末年始（12 月 29 日～
　　1月 3 日）は休業といたします。

お支払いは便利な口座振替を！
　水道局指定の金融機関もしくは郵便局
で、預金通帳とお届けの印かんを持参の
上、直接手続きをしてください。

11月は『S マーク（標準営業約款制
度）』の普及登録促進月間	
　S マーク登録店は厚生
労働大臣認可の標準営
業約款に従って、「安心・
安全・清潔」を消費者の
皆様にお届けします。対象となるお店
は、理容・美容・クリーニング・めん類
飲食・一般飲食です。
■   S マーク登録店への日本政策金融公

庫の融資制度  ☎ 0120-154-505
   ［大阪府生活衛生営業指導センター］検索

税理士による無料税務相談センター
　口頭による所得税・相続税や経理な
どに関する相談。
日時　11月16 日㈬　13:00 ～16:00
会場　市役所1 階税務相談コーナー　
　（市民相談室）
対象　一般納税者で、税理士の関与が
　ない方
相談時間　1人 30 分程度
申込・問合せ　電話による先着順（予
　約状況により当日申込も可）
　近畿税理士会 富田林支部 事務局　
　☎ 0721-25-6250
　（㈪～㈮ 9:00 ～16:00）
※本年度の市役所における相談センター
　は、今回が最終です。納税協会・府税事
　務所（富田林市）でも開催しています。

借金問題解決のための土・日無
料相談会
日時　12 月 3 日㈯・4 日㈰
　10:00 ～16:00
場所　近畿財務局（大阪市中央区大
　手前 4-1-76）
相談方法　面談・電話　※面談による
　相談は弁護士が対応。事前予約可。
問合せ　近畿財務局  多重債務相談
　窓口　☎ 06-6949-6523

はびきのおもちゃ病院
日時　11月13 日㈰ ９:00 ～12:00
会場　市役所別館２階
費用　部品交換が必要な場合は実費負
　担になります。
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 958-2315

自衛官等募集
【陸上自衛隊高等工科学校生徒】
　 ●高校同等教育 ●修学年限 3 年、

高卒資格取得 ●特別職国家公務員
の身分と待遇

対象　日本国籍を有する男子で中卒
　（見込含）17 歳未満の方
申 込　［推薦］11月1日㈫～12月2日㈮ 
［一般］11月1日㈫～平成 29 年 1
　月 6 日㈮

試験日　［推薦］平成 29 年 1月 7 日
　㈯～ 9 日㈪のうち1日 ［一般］平成  
   29 年1月 21日㈯

【自衛官候補生（男子）】
　 所要の教育を経て、3 カ月後に 2 等

陸・海・空士に任用
対象　日本国籍を有する18 歳以上　
　27 歳未満の方
申込　年間を通じて募集
　※詳しくはお問い合わせください。

問合せ　自衛隊大阪地方協力本部
　富田林地域事務所
　☎ 0721-24-3799
　ＦＡＸ 0721-24-3999

《自衛隊説明会》
日時　11月 5 日㈯、13 日㈰、19 日㈯、
　　　27 日㈰
　　　10:00 ～11:30、14:00 ～15:50
申込　電話または FAX。
　　　※予約なしでも参加可能。
会場　自衛隊富田林地域事務所

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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平成 29 年度「留守家庭児童会（学童保育）」の入会児童募集
対 象　本市の小学校に在籍する1 年生から 6 年生で、放課後において保護者が就労

　　などで家庭にいない児童。
申 込　新たに学童を利用する児童（新規児童）、現在利用しており平成 29 年度も利用

　　を継続する児童（継続児童）ともに同じ日程で受付を行います。
　　　■市役所別館 3 階社会教育課
　　　　日時　12 月12 日㈪～16 日㈮　10:00 ～19:30　
　　　■市役所別館 2 階研修室および健康ライフ室
　　　　日時　12 月17 日㈯～18 日㈰　10:00 ～15:00
　※受付時、必要書類が全て揃っていない場合は受付できません。必要書類には、用意に時
　　間を要するものもありますので、必ず入会のしおりをご一読ください。
　※過去 5 年間に使用料の未納がある方については、完納後の受付となります。

［入会のしおりの配布方法］
　　　■新1年生の方は、就学時健診時に各小学校で配布します。
　　　■平成 28 年度留守家庭児童会に在会中の児童には、教室から配布します。
　　　■次の場所でも配布しております。（11月10 日㈭から配布予定）
　　　　社会教育課（市役所別館 3 階）、各留守家庭児童会の教室、支所
　※留守家庭児童会の実施内容については市ウェブサイトまたは入会のしおりでご確認ください。
問合せ　社会教育課　☎ 958-1111　内線 4510・4520・4540 

定期救命講習
　AED（自動体外式除細動器）の使用方
法を含めた応急手当など応急手当 WEB
講習を含む普通救命講習Ⅰを実施します。
受講後に修了証を発行いたします。
日 時　12 月 25 日 ㈰  13:30 ～ 16:30、

14:30 ～16:30（WEB 講習修了者）
会場　消防本部 3 階 視聴覚室
対象　管内在住・在勤・在学
定員　先着 30 人　
申込・問合せ　11月 25 日㈮ 9:00 ～
　電話にて受け付け。
　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防署
　消防課  救急係　☎ 958-9937

司法書士による「消費者セミナー」
　スマートフォンの普及に伴いインター
ネットによる消費者被害が増加してい
ます。「被害の未然防止策」「被害にあっ
た時の対処法」を紹介します。
　詳細は、12 月号広報または市内公共
施設に配架のチラシ、市ウェブサイトで
ご確認ください。
日時　12 月12 日㈪　午後を予定
会場　市役所別館 ３階 会議室
講師　司法書士 渡辺 氏
定員　60 人　費用　無料
申込・問合せ　羽曳野市消費生活センター
　〒 583-8585  誉田 4丁目1番1号
　☎ 947-3715（直通）
　☎ 958-1111　内線 2780
　ＦＡＸ 950-2055

みどりの講習会
お正月を彩る草花の寄せ植えを楽
しみましょう！
　今回はミニ葉牡丹（赤・白）、プリムラ
ジュリアン、カルーナなど、お正月を彩
る花々を取り揃えて魅力ある寄せ植え
講習会です。
日 時　① 12 月16 日㈮  石川プラザ
　② 12 月18 日㈰  時とみどりの交流館
　③ 12 月19 日㈪  陵南の森総合センター
　14:00 ～16:00  　
　※重複しての受講はできません。
費用　1,000 円（当日会場で徴収）
定員　① 40 人 ② 30 人 ③ 50 人
　定員になりしだい締切り。
申込・問合せ　11月 8 日㈫  9:00 ～
　17:00 電話受付。（土日祝を除く）
　氏名・住所・連絡先をお聞きします。
　道路公園課 みどり推進室
　☎ 958-1111　内線 2430

男女共生セミナー  男女共生セミナーは、年間を通じてさまざまな方を対象に実施しています。
「おいしいコーヒーの淹れ方も学べるこれからの時代の男の生き方～もっと人生を楽しもう！～」
　プロから学んだあと自分で淹れて飲みながら、人生をもっと楽しく、豊かに過ごす方法を学んでみませんか？
日時　12 月17 日㈯  13:00 ～15:30　会場　陵南の森公民館  料理実習室
対象　市内在住・在勤・在学の男性　定員　先着順  20 人　費用　600 円（材料費込）
講師　吉田 清彦氏（シニアライフ・プランナー）
申 込　11月７日㈪ 10:00 より申込受付開始。電話・FAX・メールにてお申し込みください。
　　　FAX・メールの場合は、①～⑤の項目をご記入ください。
　　　①「男の生き方」　②氏名　③住所  ④連絡先電話番号　⑤年齢
問合せ　人権推進課  ☎ 947-3606（直通）  FAX 958-8061  メール jinkensuishin@city.habikino.lg.jp

重要文化財 吉村家住宅セミナー「日本の民家研究と吉村家住宅」
日時　12 月 4 日㈰　13:30 ～15:30　受付13:00
会 場　ふれあいの里島泉集会所にて受付・講義後に吉村家住宅へ移動。
定員　先着 50 人　費 用　吉村家住宅保存会会員 250 円、一般 500 円（資料代含）
申 込・問合せ　メールかはがきで、氏名・住所・電話番号を明記の上、お申し込みく

　　ださい。 メール：k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp
　 　　〒 583-0876　羽曳野市伊賀 5-6-38
　　　緑と市民の協働ふれあいプラザ内　吉村家住宅保存会セミナー係
　　　細見  携帯 080-5328-11373

留守家庭児童会職員の募集
　学校から帰ってくる児童の安全を守り、放課後を共に過ごしてくれる方を募集します。

［放課後児童支援員の補助員（日々雇用）］
定員　5 人程度　　対象　昭和 25 年 4 月 2 日～平成10 年 4 月1日生まれの方
賃金　時給1,010 円※社会保険、福利厚生の加入なし
勤務　［通常］平日12:45 ～17:45（5 時間勤務）
問合せ　社会教育課　☎ 958-1111  内線 4510・4520

NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会　会員募集説明会
　史遊会は、住む地域の歴史遺産を学び、巡り、遊び心とおもてなしの心をもって活
動している NPO 法人です。歴史遺産のガイドや講演会を開催。古市古墳群世界文化
遺産登録に向けての応援もしています。ご興味のある方は、説明会にお越しください。
日時  11月11日㈮・12 日㈯ 13:00 ～15:00　対象  市内の歴史遺産・市民活動に興味のある方
会場・申込　時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）　問合せ　岡本　携帯 080-2416-1159

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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申込・問合せ　人権文化センター
　（向野 2-9-7） 　☎ 955-4556　
　11月 9 日㈬から 9:00 ～17:00
　※㈯㈰㈷を除く　
　定員になりしだい締切り。代理申込
　可能。電話での申込不可。欠席され
　ても費用の返金はできません。

人権文化センター受講生募集
 （地域交流促進事業）
■手作り味噌の作り方教室
　通常の味噌のほか、白味噌作りも受け付
けます。
日時  11 月 25 日㈮　18:00 ～20:00
会場  青少年児童センター 1 階 料理室
講師  梶川 孝子 氏 定員  15 人
費用  1 セット 2,400 円

持物
 容器（ホウロウ以外。4 ㎏が入る程度）、
 ナイロン手袋、台ふきん、ぞうきん、
 食品用ラップ、エプロン

申込
1 人 2 セットまで。組み合せ自由。た
だし、受講者が少ない場合、中止する
こともあります。ご了承ください。

■寄せ植え教室
　短時間で、どなたでもやさしく作れます。
この寄せ植え一つで、クリスマスもお正月
も楽しんでいただけます。
日時  12 月 6 日㈫　13:30 ～15:30
会場  人権文化センター 1 階 相談室
講師  田辺 加代 氏 定員  15 人
費用  1,500 円

持物  ナイロン手袋、ぞうきん、スコップ、
 持ち帰り用袋（大）

白鳥児童館だより11月の事業   翠鳥園 2-9-101   ☎・FAX 957-4900 　
　時間  9:00 ～ 17:30　　休館日  日曜・祝日・12 月 29 日～ 1 月 3 日
　対象  小学生および保護者同伴の概ね 1 歳以上の幼児 
■木工工作 ～のこぎりやかなづちを使って作品をつくります～ 「木育情報ネット」と「木工房ささの」協賛
　日時  11 月 5 日㈯ 13:00 ～ 15:00　当日自由参加。※雨天順延 12 日㈯
■わくわく子育てひろば  ミニミニ運動会　日時  11 月 7 日㈪ 10:30 ～ 11:30 ※雨天時は室内で行います
■将棋であそぼう　日時　11 月 9 日㈬ 15:30 ～ 16:30
■ちびっこサッカーあそび（子育て支援センターふるいちとの交流です。）
　日時  11 月 10 日㈭ 10:30 ～ 11:30  ※雨天時は室内あそび
■絵本のへや（絵本・紙芝居など）　日時  11 月 14 日㈪・21日㈪ 10:30 ～ 11:30
■みんなで遊ぼう水曜日  バドミントン大会　日時  11 月 16 日㈬ 15:00 ～ 16:00
■トライルーム　クリスマスかざり　日時  11 月 19 日㈯ 9:30 ～ 11:30　
　対象  1 ～ 3 年生　定員  先着 15 人　申込  11 月 5 日㈯ ～ 18 日㈮ ※電話のみ
■チャレンジルーム　クリスマスかざり
　日時  11月19日㈯ 14:00～16:00　対象  4～6年生　定員  先着15人  費用  100円（当日持参）
　申込  11 月 12 日㈯ ～ 18 日㈮ ※電話のみ
■グラウンド・ゴルフ　※雨天中止　日時　11 月 26 日㈯　14:00 ～ 15:00

青少年児童センターだより11月の事業　向野 3-1-33　☎ 952-0032　FAX 937-8580
　※定員のある事業については、11 月 1 日㈫から（9:00 ～ 17:00、日・祝は除く）受け
　　付けします。先着順のため定員になりしだい締切ります。
　※幼児については、保護者同伴でお願いします。必ず上靴を持ってきてね！
子ども広場【将棋広場】～初めての人・興味を持った人は、気軽に参加してください～
 ［日時］11 月 5 日・12 日・19 日・26 日 ㈯ 15:00 ～ 17:00  ※開催日変更の場合があります。
おもしろ教室【カウントダウン  ツリー】～クリスマスを楽しみに待つ、日めくりカレンダーをつくります～
 ［日時］11 月 12 日 ㈯ 10:00 ～ 11:30［持物］筆記用具、はさみ、のり
 ［定員］15 人［対象］幼児と小学生（小学１年生までは保護者同伴）
子育てセミナー【親子体操】～親子で楽しく体を動かそう！～
 ［日時］11 月 17 日㈭ 10:00 ～ 11:30［講師］体育文化指導協会
 ［会場］青少年児童センター 体育館［持物］親子とも体育館シューズ　※初めての方は事前に申込必要。
子育てセミナー【小学生体操教室】～マット・跳び箱・平均台・ボール運動など～
 ［日時］11 月 19 日 ㈯ 10:00 ～ 11:30［講師］体育文化指導協会 ［会場］青少年児童センター 体育館
 ［持物］体育館シューズ ［定員］30 人 ※参加希望の方は電話でお申し込みください。

 羽曳野市主催　平成 28 年度羽曳野市地域しごと支援事業
 人気の医療事務講座（医科）開催
　医療機関で事務職として従事する上で必要な基礎知識、技術を習得します。
日時　平成 29 年1月 24 日㈫・27 日㈮・31日㈫、2 月 2 日㈭・7 日㈫・10 日㈮・
　　　14 日㈫・17 日㈮・21日㈫・24 日㈮・28 日㈫、3 月 2 日㈭・7 日㈫　
　　　10:00 ～16:00（1月 24 日㈫、3 月 7 日㈫は10:00 ～12:30）
会場　LIC はびきの　小会議室
対象　次のすべてを満たす方。●市内在住の方 ●就職を目指している方 ●医療事務
　　　職を希望する方 ●全日程に出席できる方
　　　※学生、新卒者、現在働いている方（正社員・自営業者）は対象外。
定員　20 人（最低開講人数 10 人程度）  
費用　受講料10,000 円（テキスト代含）※交通費等実費、認定試験代は別途必要（任意）
申込・問合せ　産業振興課および市役所別館、その他市内公共施設に備え付けてい
　　　るチラシ兼申込書または市ウェブサイトからダウンロード。必要事項を記入し、
　　　FAX、郵送または持参してください。平成 29 年1月 6 日㈮必着
　　　※応募者多数の場合は、当市において抽選を行います。おおむね 45 歳未満の方と
　　　　公的機関の推薦者を優先とします。受講の可否は、郵送でお知らせします。  
　　　〒 583-8585　誉田 4-1-1　羽曳野市役所　産業振興課 
　　　FAX 950-2055　☎ 958-1111  内線 2751

お琴体験教室（無料）
日時　12 月 7 日・21日、平成 29 年1月11日・25 日、2 月1日・15 日㈬　16:00 ～17:00
会場　青少年センター（古市複合館 2 階）　対象　小学４～中学３年生
申 込　11月 9 日㈬から随時受付をします。来館または電話受付。
　　　※教室生の人数により、開始時間を早める場合があります。
受付・問合せ　青少年センター　☎ 958-0050 休館日㈪㈫
　　　［休館日問合せ先］社会教育課　☎ 958-1111  内線 4420

羽曳野からだ塾「インフルエンザ・
肺炎を正しく理解しましょう！」
※この講座には手話通訳があります
日時  11月 26 日㈯ 10:00 ～　
費用　無料　定員　先着100 人
会場  大阪府立呼吸器・アレルギー
　医療センター ２階 第一会議室
①「今年も予防しましょうインフルエンザ」 
　橋本 章司 医師 （感染対策チーム委
　員長（臨床研究部主任部長））
②「肺炎にならないための食事療法」　
　西川 知可子 管理栄養士（栄養管理室）
③「インフルエンザ・肺炎：日常で気を
　付けること」橋本 美鈴 看護師（感染
　管理認定看護師）
その他　駐車場（無料：駐車券を会場
　までお持ちください。）
申込・問合せ　電話もしくは FAX にて
　お申し込ください。（締切11月 24 日㈭）
　大阪府立呼吸器・アレルギー医療セ
　ンター事務局　藤原
　☎ 957-2121（平日の 9:30 ～17:00）
　ＦＡＸ 957-6285
　※FAXの場合、氏名・参加人数・来院方法・
　　連絡先を明記ください。

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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教室受講生募集  株式会社クリーン工房

【教室募集について】
■申込は開催する教室の施設にてお願い致します。申込時に料金のお支払いをお願いいたします。■教室を欠席されても返金はできませんのでご了承く
ださい。■申込は先着順とさせていただきます。■申込開始時刻の時点で定員を超えた場合、抽選とさせていただきます。

フリースタイル  キッズジャズダンス ☆お試しに最適の1カ月から始められます。
 【クラス① 3 歳～ 6 歳 16:00 ～】【クラス② 6 歳～ 12 歳 17:00 ～】
 日時  11 月 3 日・10 日・24 日、12 月 1 日・8 日・15 日㈭　講師  yuki 氏
 費用  ① 3,600 円  ② 3,900 円（月 3 回分）　申込  窓口で受付中 リフレッシュヨガ教室（3 期） ☆水曜日のお昼にリフレッシュタイム

 日時  11 月 2 日・9 日・16 日、12 月 7 日・14 日・21 日㈬ 15:15 ～
 講師  藤井 美由紀 氏　費用  4,620 円　申込  窓口で受付中

MOMO フェスタ （12 月11日㈰） 教室の発表・作品展示・体験。お子さま
 向けのお楽しみもあります。詳細は 12 月号で。

書を楽しむ教室 ☆金曜日は書（毛筆、硬筆）で文化力向上！
 日時  11 月 4 日・11 日・25 日、12 月 2 日・9 日・16 日 ㈮ 10:00 ～  
 講師  辰井 渓宇 氏　費用  1,620 円（月 3 回分）　申込  窓口で受付中

ＭＯＭＯプラザ  ☎ 957-5553

歌声くらぶ ☆童謡・唱歌から昭和の歌謡など、幅広いジャンルの歌を唄います。
 日時  11 月 15 日、12 月 20 日㈫ 14:00 ～ 15:30　講師  喜多 光三氏　
 定員  45 人　費用  510 円（1 回分）　申込  当日会場にて 13:30 ～受付。

やさしいヨガ教室（3 期） ☆初心者・ご高齢の方にも安心して参加できます。
 日時  11 月 10 日・17 日・24 日、12 月 1 日・8 日・15 日㈭  14:00 ～ 15:30
 講師  田中 陽子氏　定員  45 人　 費用  4,620 円（11 月 24 日以降は、2,310 円）
 申込  途中入会可。窓口にて受付中。

フラダンス教室（3 期）☆音楽にのせて踊って・・・楽しいですよ。
 【①初心者教室 9:30 ～ 10:30】【②経験者教室 10:35 ～ 11:35】
 日時  11 月 1 日・8 日・15 日・22 日・29 日、12 月 6 日・13 日㈫　講師  田中 千恵氏
 定員  各 25 人　費用  各 4,110 円（11 月 22 日以降は 2,055 円）
 申込  途中入会可。窓口にて受付中。
文化祭 ☆日頃の活動を、実技や展示で発表していただきます。観覧無料です。
 ご来場お待ちしています。
 日時  11 月 20 日㈰ 10:00 ～ 17:00

リフレッシュヨガ教室（3 期） ☆心身ともにリフレッシュしましょう。
 日時  11 月 2 日・9 日・16 日、12 月 7 日・14 日・21 日㈬ 10:00 ～
 講師  藤井 美由紀氏　費用  4,620 円　申込  途中入会可。窓口で受付中

太極拳教室（3 期）☆健康法としても幅広い年齢層に高く評価されています。
 日時  11 月 16 日・30 日、12 月 14 日・21 日 ㈬ 13:30 ～
 講師  加藤 紀子氏　費用  3,080 円　申込  途中入会可。窓口で受付中

歌声くらぶ ☆昭和の名曲や懐かしい童謡を一緒に歌いましょう。
 日時  11 月 22 日、12 月 27 日㈫ 14:00 ～　 講師  喜多 光三氏　
 定員  40 人　費用  510 円（1 回分）　申込  当日会場で受付

丹治はやプラザ  ☎ 937-2355

文化祭 ☆当プラザを利用されているみなさんのダンス・音楽・手芸など素敵な
 パフォーマンスや作品発表の場です。ヨガ・手芸も体験できます。
 日時  11 月 27 日㈰ 10:00 ～ 17:00

石川プラザ  ☎ 950-2002

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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講　座

おおさかふみんネット南河内生涯学習広域講座
「南河内郷土探訪」～富田林寺内町の魅力を探る～

定員　120 人（応募者多数の場合は抽選）　　費用　500 円（全 3 回分）
対象　全 3 回の講座に参加できる人（他府県からの参加もできます）
申込　 12 月 9 日㈮ 必着　往復はがき、またはメールにて、住所・郵便番号・氏名（フ

リガナ）・年齢・電話番号と返信用宛先を明記の上、お申し込みください。
　　　1通で 2 人まで申し込みできます。※２人分の必要事項を明記ください。
　　　〒 584-8511　富田林市常盤町11番18 号
　　　富田林市教育委員会生涯学習課「ふみんネット南河内 2016」係
　　　メール：s-gaku@city.tondabayashi.lg.jp まで
　　　※個人情報は、適正に管理し、本事業の遂行以外の目的には使用しません。
問合せ　富田林市教育委員会生涯学習部生涯学習課　☎ 0721-24-1451

 ①戦国時代南河内の社会と寺内町～富田林を中心に～
日時  平成 29 年 2 月 5 日㈰  14:00 ～16:00 会場  富田林市立中央公民館 ２階 ホール
講師  仁木 宏 氏（大阪市立大学大学院文学研究科教授） 
 ②富田林寺内町の魅力～歴史遺産を活かしたまちづくり～
日時  平成 29 年 2 月12 日㈰  14:00 ～16:00 会場  富田林市立中央公民館 ２階 ホール
講師  笠井 敏光 氏（大阪国際大学国際教養学部教授）
 ③富田林寺内町を歩く
日時  平成 29 年 2 月19 日㈰  14:00 ～16:00 会場  富田林市立中央公民館 ２階ホール 集合
講師  富田林寺内町ボランティアガイドの会の皆さん

パソコンサークル ステップ 受講者募集

定員　①10 人  ②10 人  ③ 4 人（先着順。定員になりしだい締切り。）
費用　① 5 回 6,000 円  ②１回 1,500 円  ③1 時間 1,200 円　
持物　ノートパソコン（レンタル可。台数制限有。要予約）
申込・問合せ　電話申込。パソコンサークル ステップ　山田　携帯 090-6608-5799
　　　※その他の講座内容など詳細はお問い合わせください。

 ①エクセル入門講座（5 回）データ入力～編集～計算～グラフ作成
　 11月15 日・22 日・29 日・12 月 6 日・13 日　毎週火曜日　10:00 ～12:00
 ②初心者でも大丈夫！ワードで作る年賀状講座  ［文面］11月15 日㈫　13:30 ～15:30
　 筆ぐるめで作る年賀状　［文面］11月11日㈮ ［宛名面］11月18 日㈮　10:00 ～12:00
 ③個別指導 パソコン・スマホ・タブレットの操作でわからないところだけ質問できます。 　
　 11月 4 日㈮・25 日㈮　1 回のみでも可  10:00 ～12:00 

ボランティア パソコン講座　パソコン交流館　
 ①エクセル入門講座　 9:30 ～ 11:30　11 月 8 日㈫・15 日㈫・22 日㈫
 ②ワード活用講座 　　9:30 ～ 11:30　11 月 14 日㈪・21 日㈪・28 日㈪
会場　市民会館 4 階  第 9 会議室　定員　各講座 4 人
費用　各講座 1,800 円（１回 600 円） 初回に一括支払。テキスト代込み。
　　　※途中欠席の場合、返金不可。
申込・問合せ　①②講座のうち、いずれかを選び（複数可）、電話申込。
　　　パソコン交流館　国沢　☎ 956-4197　携帯 090-3725-2528
　　　※講座内容などの詳細はお問い合わせください。

IT 講習会「デジカメ写真の整理と
編集、活用講座」受講者募集 
羽曳野 IT サポート会
■デジカメ写真の PC 取り込みと整理、
　CD-R にバックアップ
　12 月1日㈭　13:30 ～16:30
■写真の加工と編集：縮小、修整、
　トリミング、文字入れなど
　12 月 8 日㈭　13:30 ～16:30
■写真の活用：加工写真で作品づくり
　12 月15 日㈭　13:30 ～16:30
会場　市民会館 4 階研修室
対象　20 歳以上の市内在住・在勤で
　初心者の方
費用　1,350 円（3 回、テキスト・CD 代）
定員　14 人（応募多数の場合は抽選）
申 込　往復はがきに、郵便番号、住所、

氏名（ふりがな）、電話番号（無記入
無効）、生年月日、返信面の表面に郵
便番号、住所、氏名を明記し、11月
10 日㈭必着。

　〒 583-8585　誉田４-１-１
　羽曳野市社会福祉協議会気付
　羽曳野 ITサポート会宛
問合せ　羽曳野 ITサポート会  本田
　☎ 939-3733  携帯 090-5169-9031
　※講座内容などの詳細はお問い合わせ
　　ください。

マン・ツーマンパソコンセミナー 
 ①ワード 基礎・応用（5 回）
 ②エクセル 基礎・応用（5 回）
 ③就職のためのスキルアップ（5 回）
時 間　① 9:30 ～11:30  ② 12:30 ～

14:30  ③ 15:00 ～17:00
費用　各講座 10,000 円（5 日間・テ
　キスト込）
申込・問合せ　電話で随時受付。
　陵南の森生きがい情報センター内  
　河内飛鳥 UNIC 会  ☎ 931-1900
　携帯 090-2065-6575（佃）
　※つながらない時は、携帯電話におか
　　 けください。

書道クラブによる書道講座  年賀状作成に向けた、干支文字の練習と干支色紙と消しゴム判作りをします。
 【対象】市内でボランティア活動できる方   【定員】先着 15 人   【講師】書道クラブ   【費用】材料費 300 円 
 【持物】筆・新聞紙 1 日分・カッターナイフ・年賀状など 【申込・問合せ】市民協働ふれあい課  ☎ 958-1111  内線 1060

日時 内容 会場
12 月 5 日㈪ 13:30 ～ 15:00  筆を使って干支文字などの練習。消しゴムで、 ハンコづくり エコプラザはにふ
12 月 12 日㈪ 13:30 ～ 15:00  年賀状作りと色紙作り エコプラザはにふ

重要文化財吉村家住宅をよく知ろう！  古民家建築に興味のある方、大集合！一緒に保存活動をしませんか！
 【対象】市内でボランティア活動できる方 【講師】吉村家住宅保存会
 【申込・問合せ】市民協働ふれあい課  ☎ 958-1111  内線 1082

日時 内容 会場
11 月 9 日㈬ 13:30 ～ 15:00 「吉村家住宅の概要について」 エコプラザはにふ
11 月 16 日㈬ 13:30 ～ 15:00 「吉村家住宅」の見学 陵南の森総合センター入口に 13:30 集合
11 月 30 日㈬ 13:30 ～ 15:00 「地域に生きる吉村家住宅」 エコプラザはにふ

ボランティア・市民活動わくわく講座

相続税対策無料セミナー
日時　11月11日㈮　14:00 ～　
会場　市役所 別館２階 研修室
費用　事前予約 25 人 、当日先着順　
　25 人（計 50 人）
問合せ　近畿税理士会 富田林支部事務局
　☎ 0721-25-6250（㈪～㈮９:00 ～
　16:00）

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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庭木剪定の基礎知識  ～剪定の時期と切り方～（ツツジ、サクラ、マツなど）
日時　11月 25 日㈮ 14:30 ～16:00　受付14:00
会場　すばるホール 小ホール（富田林市）　定員　1回150 人 （要申込）　費用　無料
申 込　FAX：956-9691（氏名・電話番号・FAX 番号・在住の市町村名）を記入。
　　　WEB：大阪府立環境農林水産総合研究所のイベント情報ページを検索。
　　　※ FAX・WEB 11月 22 日㈫までにお申し込みください。
問合せ　大阪府立環境農林水産総合研究所 推進グループ　☎ 979-7070

陵南の森公民館グループ公開講座　「きりえサークルはびきの」
　“来年の干支「酉」の色紙 “をきりえで作ってみませんか。初心者大歓迎。
日時　11月 23 日㈬ 13:30 ～15:30　会場　２階 会議・視聴覚室　定員　先着 30 人
対象　市内在住・在勤・在学の方　費用　1,000 円（当日徴収）※道具は用意します。
講師　前田 尋 氏　申込・問合せ　小沢  ☎ 938-8452　 鞍馬  ☎ 958-4309

陵南の森公民館グループ連絡協議会　公開講座

対象　市内在住・在勤・在学。

講座・講師 日時・会場・定員・費用・持物 申込・問合せ
■エッセイを書く
　各自のエッセイを持ちより、　
　合評して文章力をみがく

 日時  11月16 日㈬ 13:00 ～15:00 
 会場  ２階　会議・視聴覚室
 定員  先着順 10 人　　   費用  無料

 11月１日㈫～15 日㈫
 えんぴつクラブ
 今川　☎ 938-3478

■着付教室
　（講師：高岡 陽子 氏）
　着物の着付および帯結び

 日時  11月17 日㈭、12 月1日㈭
　　　10:00 ～12:00 ※１回のみの受講可
 会場   2 階和室　 定員　先着順 10 人
 費用   無料　　　 持物  着物一式

 11月１日㈫～16 日㈬
 着付教室
 松井　☎ 956-5623

■フラメンコ 生演奏付き
　（講師：上島 繭 氏）
　運動靴でできるフラメンコ

 日時  11月 28 日㈪ 19:00 ～20:00
 会場  ２階　研修室 2･3  
 定員  先着順 10 人         費用 無料

 11月１日㈫～28 日㈪
 フラメンコ同好会
 麻野　携帯 090-3271-0048

羽曳野塾（移動公民館事業）～みつけよう楽しい仲間～   
　手づくり講座をしませんか？公民館はその活動をサポ－トします。次の講座開催を
希望される地域の団体、グル－プなどは、陵南の森公民館に申し込みしてください。
　■手作り講習会（パッチワ－ク、折り紙、フラワ－アレンジメント、料理、押し花ほか）
　■身体の健康づくり（手軽にできるストレッチ体操）　■その他の講座（教養など）
　※申込多数の場合は、書類選考の上、順次開催。
　※申し込みは希望に応じて内容を協議して決定します。
費用　講師謝礼は、公民館が負担します。材料費などは、受講者の実費負担とします。 
会場　地域の集会場、社会教育施設、コミュニティ－センタ－など
募集団体数　２団体。（平成 27 年度までの交付団体は除く。ただし、余裕があればこ
　　　の限りではない。）参加者全員が市内在住または在勤する者で、おおむね10 人
　　　以上の団体であること。 
申込・問合せ　陵南の森公民館（㈯㈰㈷を除く）☎ 952-2751

申込・問合せ　市民会館　
　☎ 958-2311
○申込開始で定員を超えた場合は抽選。 
○欠席されても返金できません。
○ 先着順で、定員になりしだい締切り
   とさせていただきます。

株式会社みのりの里 
教室受講生募集
■歌声くらぶ
日時　11月 8 日㈫ 10:00 ～11:30 
　　　受付 9:30 ～
講師　喜多 光三氏
費用　510 円（初回1,230 円。歌集込）
■パソコン教室
　らくらくエクセル便利技講習
 ①エクセル 2010 の基本画面と基本の操作
 ②エクセルを使って簡単家計簿づくり
 ③エクセルを使って結婚式席順づくり
日時　11月 7 日・14 日・21日㈪
　13:30 ～15:30　
対象　初心者の方　
講師　羽曳野 ITサポート会
費用　1,300 円　定員　10 人  
申込　受付中  ※パソコンの持込不可

■ピラティス（第 5 期）
日 時　12 月 6 日・13 日・20 日、平成

29 年 1 月10 日・17 日・24 日・31
日㈫　10:00 ～11:00

講師　新垣 朋子氏　定員　10 人
費用　5,390 円（7 回分）　
申込　11月 29 日㈫ 10:00 ～

第 29 回関西矯正展（入場無料）
日時　11月12 日㈯ 10:00 ～16:00
　13 日㈰ 9:30 ～15:00
会場　大阪刑務所内特設会場
　（堺市堺区田出井町６-1）
問合せ　大阪刑務所作業部門　
　☎ 072-238-8269

新たな販路拡大を目指しませんか？ 観光客をターゲットとした営業戦略立案セミナー
小売、飲食、サービス業等経営者の皆様へ
　今後、ますます注目される観光客向けビジネスについて学び、新たな販売ターゲッ
トとして、販路拡大を目指してみませんか？観光客向けビジネスの基本から、成功事例
の紹介など、新たな販路拡大の参考となるような情報をご提供します。
日時　11月15 日㈫　14:00 ～（約 2 時間）　会場　LIC はびきの 3 階 視聴覚室
講師　野口 和義 氏（公益財団法人 大阪観光局 専務理事）
定員　60 人（先着順）　費用　無料
申込・問合せ　参加申込書に必要事項を記入の上、羽曳野市商工会へ FAX でお申し
　　　込みください。※参加申込書についてはお問い合せください。
　　　羽曳野市商工会　☎ 958-2331　FAX 956-1950
主催　羽曳野市商工会・大阪狭山市商工会・柏原市商工会・河内長野市商工会・富田
　　　林商工会・藤井寺市商工会

はみんぐ南河内 11月の教室
①スクエアステップ（お試しあり！）
　毎月第 4 金曜日　10:00 ～ 
　場所　はみんぐ南河内
　（野々上 4-6-16 野々上マンション103）
　費用　500 円　
②みんなの食育講座 （アウトドアクッキング）  
　日時　11月 6 日㈰ 10:30 ～12:00
　場所　石川河川敷公園  ※雨天中止
　費用　1,000 円（親子1 組）
　定員 　親子 先着 5 組
申込・問合せ　はみんぐ南河内  時岡
　携帯 090-6675-7880

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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第12 回市長杯　はびきの子ども将棋大会（12 月 4 日㈰ 10:00 ～）
会場　青少年児童センター　費用　無料　対象　市内在住・在学の小・中学生
申 込・問合せ　参加申込書を青少年児童センター（向野）・古市複合館 2 階青少年セ

　　ンターのいずれかにご持参ください。11月 20 日㈰～30 日㈬締切。
　　　※申込書は各小学校に配付いたします。※ FAX での参加申込可
　　　市長杯はびきの子ども将棋大会事務局  門出  ☎・FAX 939-5213  携帯 090-1907-9781

秋の福祉ビッグバザー
日時　11月19 日㈯　10:00 ～15:00
　（今回は一日のみの開催です。）
会場　翠鳥園遺跡跡公園横空き地
■バザー物品の提供をお願いします
　（最終締切日11月 4 日）
　お電話ください。取りに伺います。
　※ 大型の物や電化製品、本はお引き取り

できません。食器は未使用に限ります。
主催・問合せ　ふたかみ福祉会後援会
　（はびきの園内）
　☎ 957-4041　FAX 957-2215

バザーのご案内（スバル後援会）
　日用品、衣類、シクラメン、果物など
を販売。コーヒー、クッキーもあります。
 ※海鮮ちらし丼（赤だし付）500 円 
　 先着 50 人（10:00 より食券販売）
日時　11月 20 日㈰  10:00 ～14:00
　（雨天決行）
会場・問合せ　スバル・トータルプラン
　ニング㈱内 （向野 2-6-18）
　☎ 931-0081

桂吉弥落語会
日時　11月13 日㈰　開場 9:30　開演 10:00　※定員になりしだい締切り。
費用　大人 1,500 円　小人 500 円　（未就学児の入場はできません）
問合せ　子育てサポートくるみ内  落語を楽しむ会  ☎ 957-3282（平日12:30 ～16:00）

ジョブマッチングフェアイン羽曳野（参加事業所 23 社）
　ハローワーク河内柏原と管内経済団体とコラボした「平成２９年３月高等学校卒業予定
者に対する合同求人説明会」を開催。新卒者（高等学校生）対象のセミナーも同時実施。
日時　11月 21日㈪　14:00 ～16:00　会場　LIC はびきの
問合せ　ハローワーク河内柏原　☎ 972-0081　部門コード 31＃

第４回 大阪府下警防技術指導会
　府内消防本部の消防隊が技術的交流を深め円滑な活動体制の構築を目的としています。
日時　11月 25 日㈮ ９:00 ～（小雨決行。順延日：11月 29 日㈫）
会場　大阪市消防局　高度専門教育訓練センター（東大阪市三島 2-5-43）
　　　※駐車場がないため、ご来場は、公共機 関をご利用ください。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部  警防課　☎ 958-9931

まち歩きでバードウォッチング
PART1
日 時　11月 23 日㈷　雨天決行
　■ 9:30 近鉄「藤井寺駅」 南側
　■ 9:45 アイセルシュラホール
コ ース　仲哀天皇陵古墳～仁賢天皇陵

古墳～峯塚古墳～（昼食）～清寧天
皇陵古墳～日本武尊白鳥陵古墳～安
閑天皇陵古墳～近鉄古市駅（解散）

費用　200 円（資料代・傷害保険料）
持物　昼食持参、双眼鏡、図鑑（お持
　ちの方のみ）
共催　四

し と よ
十四の会、羽曳野まち歩きガ

　イドの会（羽曳野市観光協会）　
申込　不要
問合せ　四

し と よ
十四の会事務局　細見

　携帯 080-5328-1137
　メール k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp

豪華絢爛 美の競演 第 22 回 大阪菊花会菊花大会
期間　10 月17 日㈪～11月11日㈮　会場　陵南の森総合センター 玄関前
出品の種類　大菊花壇、盆栽花壇、福助花壇、特作花壇、だるま花壇（約100 花壇出品）
問合せ　大阪菊花会会長  花川　携帯 090-3275-6360
　　　　道路公園課 みどり推進室　☎ 958-1111　内線 2430

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。

広  
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第 20 回 むかいの南食ミートミートフェア
　ミートミートフェアは、お肉（Meat）を中心とした食文化を通して生命の尊さにふれ、多くの人との出会い（meet）
を通して人のぬくもりを伝え合うという２つの願いをこめて開催してます。特にアジア文化・食文化にも触れていた
だく事と、BSE（牛海綿状脳症）や食の安全・安心などについても正しい情報を伝えていく場にしたいと願っています。

主催　むかいの南食ミートミートフェア実行委員会　（向野 2-8-2）☎ 954-8201   ＦＡＸ 955-7042
後 援　近畿農政局 ･ 大阪府・羽曳野市・羽曳野市教育委員会・羽曳野市観光協会・羽曳野市人権啓発推進協議会・世界人権 

　　宣言羽曳野連絡会議・羽曳野市企業人権連絡会・羽曳野市雇用開発協会・羽曳野市商工会・㈱みのりの里・大阪南農
　　業協働組合・（医）埴生診療所・ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり　　

《食べ物コーナー》
 ・アジア食文化屋台店 ・ふれあい豚汁（※1,000人無料）

《ふれあいステージ》
 ・お肉ぴったしカンカン ※当日 10:00 ～先着 30 人受付
 ・アジア文化交流・和太鼓チーム「魂」・お肉のせり売り
 ・大抽選会（抽選券は当日配布）1 家族１枚

《遊びコーナー》
 ・ケロケロフロッグ、ビッグヨーヨー、 スーパーボール
　すくいなど

《物産コーナー》
 ・ミートバザール（精肉販売 10:00 と 13:00）・物産即売会

《お肉何でも相談コーナー》
 ※都合により内容を変更する場合もございます。

日時　11月 20 日㈰（雨天決行）10:00 ～14:30
会場　青少年運動広場（南食ミートセンター前）向野３-1-33 近鉄高鷲から南へ徒歩 20 分
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グラウンド・ゴルフ場 優先開放日
　毎月第 2 金曜日（11月は11日）を
障がい者の方に優先的に開放します。
利用時間　9:30 ～17:30（1 時間区分）
利用料　無料（クラブ・ボール貸出可）
受 付・問合せ　利用日の 3 日前までに利

用予定時間と人数をお知らせください。
当日、受付にて申請書に記入ください。

はびきのコロセアム 教室参加者募集
☎ 937-3123

   http://www.minorinosato.com/facility/
　colosseum2.htm　

［期間］　10 月 29 日㈯ ～平成 29 年 1 月 8 日㈰
［場所］　市役所 東玄関横 ギャラリーはびきの【入館無料】
［開館］　9:00 ～ 17:00（土・日も開館）
　　　　※祝日・年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）は閉館
おしゃべりサロン －制作体験－
貼って切って楽しんでマイカップを作りましょう！
　“作る楽しさ、使う楽しみ” があるポーセラーツ（磁器絵付け）真っ白な磁器をキャンバスにし、
シール感覚の転写紙を貼って” 世界に一つだけのマイカップ” を作ってみませんか？ご希望の
方は、電話または、窓口でお申し込みください。

ギャラリーはびきの  梶 成子のクラフト展 ～ポーセラーツと12 か月のハンドメイド～

［申込・問合せ］  市民協働ふれあい課　☎ 958-1111　内線 1081

［日時］ 11 月 18 日㈮  ［1 部］10:00 ～ 11:30　［2 部］13:30 ～ 15:00
［場所］ギャラリーはびきの　　   ［定員］各 8 人（先着順。定員になりしだい締切り）
［参加費］1,000 円（実費）　      ［持物］なし 

みなみかわち歴史ウォーク 第２回「巡礼街道から築造 1400 年の狭山池を歩く」
　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会では、今なお残る歴史をテーマに、古
墳、社寺、文化遺産などを訪れるウォーキングを行います。
日時　12 月４日㈰　［集合］峰塚公園（近鉄南大阪線 古市駅 下車徒歩約 20 分）
　　　　　　　　　 ［受付］9:30 ～10:00　雨天決行 【※荒天中止】
申込 　参加自由（事前申込不要）　　費用　無料（拝観料などは自己負担）
コース 近鉄・古市駅～峰塚公園（集合・スタート）～峯ヶ塚古墳～清寧天皇陵古墳
　　　　～巡礼街道～日吉神社～羽曳が丘神社～道の駅しらとりの郷・羽曳野～さつ
　　　　き野公園～菅生神社～狭山池（ゴール）～狭山池博物館～南海高野線・大阪
　　　　狭山市駅（徒歩約12km）
参加特典　・参加賞（参加者の中から抽選でプレゼント）
　　　　　・完歩賞（シリーズ全 3 回を完歩した方全員に賞品をプレゼント）
問合せ　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会事務局（観光課内）
　　　　☎ 958-1111　内線 2744

平成 29 年 大阪ろうあ者成人式　参加者募集
日時　平成 29 年1月 8 日㈰ 13:00 ～16:00 　会場　大阪府谷町福祉センター
対 象　次の満 20 歳を迎える方（平成 8 年 4 月 2 日～平成 9 年 4 月1日生まれ）
　■大阪府内の聴覚特別支援学校（ろう学校）を卒業、もしくは在学したことがある　
　　聴覚障がい者
　 ■公立・私立問わず大阪府内の学校を卒業もしくは在学した聴覚障がい者
費 用　新成人、その親、聴覚支援学校在校生は無料。その他の参加者で式典後のアト

　　ラクションについては 2,000 円
申込・問合せ　住所・氏名・生年月日・FAX 番号を電話または FAX にてお申し込みく
　　　ださい。平成 29 年1月 5 日㈭ 締切り
　　　公益社団法人 大阪聴力障害者協会事務局　真鍋　☎ 06-6741-1394
　　　FAX 06-6768-3833

『ともいき』
第14 回 共に生きる障がい者展
　元阪神タイガースの関本賢太郎さん
とパラスポーツ選手のトークイベントを
開催（12 日㈯）。「大阪府障がい者芸術・
文化コンテスト2016」に花＊花がゲス
ト出演（13 日㈰）。
日時　11月12 日㈯～13 日㈰
　10:00 ～17:00（入場無料）
会 場　国際障害者交流センター（ビッ

グ・アイ）泉北高速鉄道「泉ケ丘」駅
下車 200m

問 合せ　府民お問合わせセンターピピ
ッとライン　☎ 06-6910-8001 

　FAX 06-6910-8005

第 64 回 中学生人権作文コンテ
スト表彰式
　最優秀賞受賞者本人による作文
朗読、中学生によるミニコンサート
日時　12 月４日㈰　13:30 ～
会場　大阪市立阿倍野区民センター
　小ホール
定員　約 300 人　申込　予約不要
費用　入場無料
問合せ　大阪法務局人権擁護部第
　三課　☎ 06-6942-9492

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。
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日程 アリーナ 内容
2 日㈬ メイン  【卓球連盟】ウーマンリー大会
4 日㈮ サブ  【WL 連盟】全日本大学学生対抗 WL

 選手権大会Ⅱ部5 日㈯

6 日㈰
メイン  【羽曳野市】羽曳野市総合体育大会

 バドミントンの部

サブ  【WL 連盟】全日本大学学生対抗 WL
 選手権大会Ⅱ部

13 日㈰ メイン  【羽曳野市】羽曳野市総合体育大会
 卓球の部

20 日㈰
メイン

 【羽曳野市】 羽曳野市総合体育大会
 バドミントンの部

サブ  【卓球連盟】 レイティング大会硬式

26 日㈯ サブ  【羽曳野市】羽曳野市総合体育大会
 柔道の部

はびきのコロセアム
11月の主な行事予定

SSK テニススクール
入会キャンペーン開催中
　11月1日㈫～ 30 日㈬の期間中にご
入会いただいたお客様はレッスン料１カ
月分無料。まずは無料体験レッスンを受
講ください。ラケットはレンタル無料！
①一般クラス（中学生以上）
　初心者から経験者まで３段階のクラス
設定 “テニスはじめてクラス” 新規開講
②キッズ・ジュニアクラス
　・キッズ 2（4 歳～幼稚園年長）
　・キッズ1（小学1年生～ 8 歳）
　・ジュニア（9 歳～小学 6 年生）
費用　（4 回 /１カ月）税込
　① ［（昼）平日・土］6,880 円
　　 ［（夜）平日］7,800 円
　②キッズ・ジュニアクラス 4,720 円
　■複数受講割引：週２回以上ご登録
　　の方は、２クラス目以降が半額。
　■家族割引：ご家族お２人目からは
　　レッスン料が半額。
問 合せ　詳細はウェブサイトをご覧い

ただくか、お問い合わせください。
　SSK テニススクール　☎ 957-5963
　［羽曳野市運動施設　SSK］検索　

第19 回 羽曳野市ソフトテニス連盟インドア大会の参加者募集
日時　平成 29 年1月 21日㈯ 女子の部と５部、22 日㈰ 男子の部
　　　８:30 受付　９:00 開始　（最終 21:00）
　　　 ※男子 4 部は日曜日の全体の参加状況により土曜日に変更になることがあります。
　　　　 参加チームが 90 チームを超えた場合は運営上受付を制限する場合があります。
会場　はびきのコロセアム体育館　　費用　１チーム 3,000 円
対象　市内在住・在勤・在クラブの高校生以上または連盟が認めた方
部門　■男子1部・女子1部（高校生以上） 　■男子2 部・女子2 部（40 歳以上）
　　　■男子 3 部・女子 3 部（50 歳以上）　 ■男子 4 部・女子 4 部（60 歳以上）
　　　■ 5 部（70 歳以上の男子・65 歳以上の女子・および男女混合チーム可）
　　　※1 部は男女共参加チーム数 24 以内とします。内高校生は 6 チーム。
　　　※混合チームの女子の年齢は、65 歳以上で可。
申込･ 問合せ　11月 30 日㈬までに電話か FAX で
　　　猪

いのさこ
砂　☎ 956-4788　FAX 926-6996　携帯 090-3821-7547　　  

　　　渡辺　☎・FAX 911-4940　携帯 080-5779-3089

第 60 回 南大阪駅伝競走大会  参加チーム募集
日時　平成 29 年 2 月５日㈰　10:00 スタート（9:00 開会式）
会場　PL 教団内（富田林市）
対象　南河内在住・在勤・在学の方（中学生以上）
部門　■一般男子・女子（年齢不問）　■高校男子・女子　■中学男子・女子
　　　■混成（性別・年齢不問）
区間　６区間　　申込　スポーツ振興課または、はびきのコロセアム
締切　11月 25 日㈮ 17:00　　費用　1チーム 5,000 円（保険料を含む）
問合せ　スポーツ振興課　内線  4411～ 4413・4415

　第 38 回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育委員会・市体育協会・市中学
校体育連盟主催）は、9 月 4 日から平成 29 年 3 月 19 日まで 10 種目に分かれて、
はびきのコロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川スポーツ公園などで熱戦が繰り広
げられます。9 月中に行われた競技の入賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）

第３8 回  
 市民総合体育大会

種目 部門 優勝 準優勝 ３位 ３位

卓球

中学生
（団体）

男子 高鷲中学校Ａチーム 河原城中学校Ａチーム 峰塚中学校Ａチーム 峰塚中学校Ｂチーム
女子 峰塚中学校Ａチーム 峰塚中学校Ｂチーム 峰塚中学校 C チーム 河原城中学校Ａチーム

中学２年生
（個人）

男子 瀬尾　昂輝 北野　海瑠 市村　優貴斗 栗林　優介
女子 谷口　琴美 菅原　志真 岩本　真依 中谷　侑南

中学１年生
（個人）

男子 辻本　忍 河内　祐太朗 岡野　紘也 古河　晴登
女子 谷口　詩織 田中　愛鈴 渡邊　優雅 髙宮　菜央

テニス
（ダブルス）

一般男子１部 高橋　正典
和田　義輝

上籔　一樹
田中　康之

－
－

－
－

一般男子２部 孝田　伊佐雄
三木　利雄

藤井　一之
谷　文和

－
－

－
－

一般女子１部 小出　麻理子
小林　喜美

－
－

－
－

－
－

バレーボール 家庭婦人 たちばな マザーズ ＷＡＳＨＩ でびじぇる

バスケット
ボール

中学２年生
男子 羽曳野中学校 峰塚中学校 河原城中学校 －
女子 高鷲中学校 峰塚中学校 誉田中学校 －

中学１年生
男子 羽曳野中学校 誉田中学校 － －
女子 高鷲中学校 峰塚中学校 － －

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

1 日㈫・8 日㈫・
15 日㈫・22 日㈫・

29 日㈫、
12 月 6 日㈫ 13:00 ～ 17:00

市役所 1 階 市民相談室
随時予約を受付けています。専用電話（☎ 957-4000） 
1 日あたり定員 8 人。相談時間は 30 分。
※ 相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁のため、靴下を履いてお越
　ください。10 日㈭・17 日㈭

12 月 1 日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 9 日㈬ 13:00 ～ 15:00 陵南の森総合センター

国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁のため、靴下を履いてお越
　ください。

人権相談 18 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 3 階 会議室 予約不要。直接お越ください。

女性相談
2 日㈬・16 日㈬

12 月 7 日㈬ 13:30 ～ 16:30 市役所 1 階 市民相談室（電話・面接）
夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をとりま
く悩み全般。※予約は随時受け付けます。

（☎ 958-1111　内線 1055）11 日㈮

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮
［㈷は除く］

10:00 ～ 16:00
※最終受付は 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 947-3715）

障害者生活相談
毎日

［㈯㈰㈷年末年始
は除く］

9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご
相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　ＦＡＸ 957-2176）

障害者雇用相談 17 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）
育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）
教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:00 市役所 １階 こども課 こども課に予約してください。（☎ 947-3837  直通）
ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 ～ 17:00 市役所 １階 こども課 こども課に予約してください。（☎ 947-3836  直通）

育児・子育て・
児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 

子育て支援センターむかいの
予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。

（ふるいち ☎ 958-3308 ・  むかいの ☎ 953-6361） 

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接お
越しください。（地域人権協議会　☎ 937-0860）

就労をめざす
若者のための
無料相談会

毎月第 1 金曜日
14:00 ～ 17:00

市役所別館 1 階相談室 まずお電話でご相談ください。
（南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441)毎月第 3 金曜日 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談

東部地域
17 日㈭ 13:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆるご
相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

10 日・24 日㈭ 13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 958-2315）

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 
（☎ 958-2315）

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 958-2315）

学習相談 毎日［㈷は除く］ 9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 15 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
（☎ 958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談 毎日
［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:00

地域就労支援センター
（人権文化センター内および

産業振興課内）

地域就労支援センター（☎ 937-0860) または直接お越しください
（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行っておりません。） 
産業振興課  （☎ 958-1111　内線 2751）

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他
青少年相談コーナー

（16～おおむね25歳）
毎日

［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談 毎日
［㈯㈰㈷は除く］ 16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

11 月の相談の日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

市民のページ

クリーンピア 21
■ジュニアスイミングクラブ
　・無料送迎バス（小学生から）
　・振替受講可（月 1 回）
　・週 1 コース・無料体験（要予約）
■キッズダンス  プロダンサー指導
　・無料送迎バス（小学生から）
　・無料体験（要予約）・小学 1 年生～
■フィットネス会員募集
　・ スタジオ、プール合わせて週 50 本
     以上のプログラム。
　・ 会員ならプール、フィットネスジム、
      プログラム使いたい放題。
問合せ　［プール］☎ 975-2580 
　［各教室・スクール・ジム］
　☎ 975-2588

高年者敬老入浴
　65 歳以上の市民を対象に毎月1回、
市内の公衆浴場において敬老入浴を行
います。入浴時に対象年齢以上である
ことを申し出てから入浴してください。
日時　11月15 日㈫、12 月15 日㈭
料金　100 円　施設　古市温泉
問合せ　福祉支援課  ☎ 947-3824（直通）

親子ふれ愛（ふろ愛）
　保護者同伴の子ども（小学生以下）
市内銭湯無料入浴デー。近所のおじさ
ん、おばさんと同伴でもいいよ。
日時　11月 5 日・12 日・19 日・26 日㈯
施設　ひかり湯、古市温泉
問合せ　社会教育課
　☎ 958-1111　内線 4451・4460

風 流 韻 事 市民のみなさんの趣味の欄です

　俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方
を優先していますので、ご了承ください。また、投稿の作品・氏名には、必ずふりがなを
添えてください。　 　　　（あて先）〒 583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当

【
俳
句
・
川
柳
】

【
短
歌
】

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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みな･さんマルシェ開催
　新鮮な野菜、果物。大

おおさかもん
阪産の加工品を

販売します。オアシス・クリーンアップ・キ
ャンペーン、ため池フォーラムと同時開催。
日時　11月19 日㈯　10:00 ～15:00  
会場　さやか公園（大阪狭山市狭山 2-974-6）
問合せ　大阪府南河内農と緑の総合事務所
　農の普及課  ☎ 0721-25-1131 内線 270

小児鍼・擦過鍼体験会
　介護予防鍼灸の解説もします。
日時　11月 24 日㈭　13:30 ～15:00  
会場　保健センター2 階 予防接種ホール
受付　当日会場にて
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会
　左川  ☎ 958-5764

どれみ KID’s
　クリスマス製作＆リトミック開催
日時　11月18 日㈮　11:00 ～  
会場　LIC はびきの セミナー室 A
対象　1歳半頃～未就園児
費用　800 円（材料費込み）
申込・問合せ　林 携帯 090-1444-8372

平成 28 年熊本地震義援金
　丹下南町会　　　　109,749 円
　広報 10 月号にて金額が記載され
ていなかったため、再掲いたします。

家事と家計の講習会
　我が家のちょうどよい暮らし方
日時　11月18 日㈮　10:00 ～11:30  
会場　LIC はびきの 2 階 大会議室
費用　350 円（資料代）［託児］150 円
　（1歳以上、軽食保険付き、要予約）
申込・問合せ　大阪友の会　古市方面
　岩根 携帯 090-7210-4803

広  
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社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします

総合福祉センター　１階⑦番
◆☎958-2315　◆FAX958-3853
◆http://www．hasyakyo．net/
◆Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

◆愛の献血にご協力を♥
　400㎖献血、複数回献血へのご協力をお願
いします。
11月11日㈮ LICはびきの

（羽曳野ライオンズクラブ共催）
 1月30日㈪ 市役所

（羽曳野ロータリークラブ共催）

10：00～12：00
13：00～16：30

受 付 時 間

◆登録ヘルパー募集
詳細についてはお問い合わせください。

善意のご寄付ありがとうございます

浅田　照次

浅田　悦弘

浅田　悦弘

四つ葉のクローバー 涌元 順子

白い家　里山の会

匿名

匿名

匿名

¥20,000

¥100,000

¥10,000

¥2,000

¥30,000

¥10,000

¥2,000

車椅子

（平成28年9月）（敬称略）

平成 28 年熊本地震義援金

貝川　ミチ子 ¥5,000

こちら
誉田4-2-1 ☎952-1234
http://www.hfankyo.or.jp羽曳野け い さ つ署

社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会
社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします
社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会

犯罪被害者やその家族が再び平穏に暮らせるようになるためには、私たち一人ひとりの理解と支援が大切です。
犯罪被害者を思いやる社会へ、皆様のご理解・ご協力をお願いします。

◆非常勤保育士募集
非常勤保育士を募集します。詳細については、
下記までお問い合わせください。
あおぞら保育園
羽曳野市古市2-2-27
☎ 950-1105

ベビーハウス社協
羽曳野市高鷲9-2-17
☎ 930-0240

◆ベビっこひろば
日時　11月9日㈬11：00～12：00
場所　ベビーハウス社協園庭

（雨天の場合は室内です。）
内容　園庭遊びや楽しいダンスをして、笑顔

いっぱいの時間を過ごしましょうね。
対象　地域の親子　※予約不要
問合せ　ベビーハウス社協　☎ 930-0240

◆第32回手芸ボランティア「手づくり」
による手芸教室

内容　来年の干支（とり）

※西部事務所:羽曳野市南恵我之荘2-3-22（支所の横）
応募方法　往復はがきにて受け付けします。
①住所②氏名③電話番号④年齢
⑤希望場所（東部・西部）⑥これまでの参加回数
以上を明記の上、社会福祉協議会までお申
し込みください！
申込期限　11月10㈭消印有効
対象　60歳以上の羽曳野市在住の方
準備物　ボンド・裁縫道具
参加費　500円（材料代）
申込　羽曳野市社会福祉協議会
〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
☎ 958-2315

場　所 日　時 定員
西部 西部事務所 

「あいあいハウス」
11 月 17 日㈭
13：00 ～ 10人

東部 総合福祉センター
２階研修室

11 月 22 日㈫
13：00 ～ 30人

◆ボランティアグループ
絵手紙キャサによる絵手紙教室

＊西部事務所:羽曳野市南恵我之荘2-3-22（支所の隣）

申込期限　定員になり次第締め切り
準備物　鉛筆・消しゴム・油性名前マジック
参加費　300円（材料費）
申込　羽曳野市社会福祉協議会

〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
☎ 958-2315

内容
水彩色鉛筆で描く

絵手紙

場　所 日　時 定員
西部 ＊西部事務所 

「あいあいハウス」
11 月 18 日㈮
13：00～15：00 10人

東部
羽曳野市役所別館
２階ボランティア
センター

11 月 29 日㈫
13：00～15：00 10人

犯罪被害者週間！

●警察相談室 #9110（プッシュ回線専用）06-6941-0030
　（警察へのご意見・ご要望・苦情や事件事故等に関する相談）
　平日9：00～17：45　府警本部府民応接センター

（執務時間外は当直対応）

●列車内ちかん被害相談　06-6885-1234
　（駅、列車内での痴漢などに関する相談や情報）
　24時間対応　府警本部鉄道警察隊（女性警察官が対応）

●悪質商法110番　06-6941-4592
　（悪質商法や高金利融資などに関する相談）
　平日9：00～17：45　府警本部生活経済課（執務時間外は当直対応）

●覚せい剤110番　06-6943-7957
　（覚せい剤に関する困りごとの相談や情報）
　平日9：00～17：45　府警本部薬物対策課（執務時間外は当直対応）

●暴力団・けん銃110番　06-6941-1166
　（暴力団犯罪・けん銃などに関する相談や情報）
　平日9：00～17：45　府警本部捜査第四課（執務時間外は当直対応）

●グリーンライン　06-6944-7867
　（少年相談および家族、地域住民などからの少年の非行などに
関する相談）

　平日9：00～17：45　府警本部少年課

～ 私たちがサポートします ～～ 私たちがサポートします ～
　ひとりでお悩みではありませんか。警察では、各種専門相談窓口を設け、
様々な犯罪による被害のご相談に応じています。

●ウーマンライン　06-6941-0110
　（性犯罪被害に関する相談）　平日9：00～20：00
　府警本部捜査第一課（女性警察官が対応）
（土・日・祝日および上記以外の時間帯は留守番電話対応）

●ストーカー110番　06-6937-2110
　（ストーカー事案に関する相談）　24時間対応
　府警本部生活安全総務課

11月25日㈮～12月1日㈭

ひとりで悩まないで！
思いやり　あなたと地域と社会から
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平
成
28
年
第
3
回
定
例
会
報
告

　
　
　
　
　  

正
副
議
長
選
出
・
監
査
委
員
同
意
　
平
成
28
年
第
3
回
定
例
会
は
8
月
31
日
か

ら
10
月
4
日
ま
で
35
日
間
の
会
期
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
な

ど
13
件
の
報
告
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
12
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
審
議
結
果
と
15
名
の
議
員
に
よ
る
一

般
質
問
の
内
容
及
び
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
案
件
の
審
査
内
容
等
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
役
員
選
挙
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

選
出
結
果
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

1

第
3
回
定
例
会

　 

平
成
28
年
第
4
回
定
例
会
日
程

　

第
4
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か

ら
で
す
。

11
月
30
日
㈬  

本
会
議
（
議
案
審
議
）

12
月
8
日
㈭  

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
9
日
㈮  

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
12
日
㈪  

予
備
日

12
月
13
日
㈫  

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
14
日
㈬  

民
生
産
業
常
任
委
員
会

12
月
15
日
㈭  

建
設
企
業
常
任
委
員
会

12
月
21
日
㈬  

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
の
都
合
に
よ

り
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
私
た
ち
両
名
は
、
去
る
10
月
４
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
第
３
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
並
び

に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
任
務
の

重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
上

は
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
地
方
自

治
の
確
立
と
市
政
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
全

力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
、
本
年
３
月
に
こ
れ
か
ら
の

10
年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
第
６
次
総
合
基
本
計
画
」を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
の
提
出
議

案
や
実
施
事
業
に
対
し
、
議
会
の
権
能
を
最
大

限
駆
使
し
、
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
議
会
と
行
政
執
行
部

は
車
の
両
輪
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
執
行
部
の
皆
様
と
し
っ
か
り
と
議
論
を
深
め
、
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
様
々
な
政
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
及

び
少
子
化
施
策
、
若
者
の
雇
用
対
策
な
ど
様
々
な
課
題
を
的
確
に
と
ら
え
、
市
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
た
く
決
意
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
議
会
自
ら
も
尚
一
層
の
改
革
を
推
し
進
め
、
常
に
公
正
・
公
平
な
立
場
で
、

信
頼
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
ご
挨
拶

議長
松村  尚子

副議長
通堂  義弘

市議会だより

発行：羽曳野市議会　　編集：市議会だより編集委員会

平成28年 11月号

市議会だより
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 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 http://www.city.habikino.lg.jp/17gikai/index.html
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議
会
選
出
監
査
委
員
　
　
樽
井
佳
代
子

常
任
委
員
会
（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

　
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
◎
花
川
雅
昭
　
○
上
薮
弘
治

　
　
　
　
通
堂
義
弘
　
　
松
村
尚
子

　
　
　
　
嶋
田
丘
　
　
　
金
銅
宏
親

　
・
民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
◎
日
和
千
賀
子
　
○
今
井
利
三

　
　
　
　
笠
原
由
美
子
　
　
松
井
康
夫

　
　
　
　
広
瀬
公
代
　
　
　
吉
田
恭
輔	

　
・
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
　
　
◎
外
園
康
裕
　
○
樽
井
佳
代
子

　
　
　
　
若
林
信
一
　
　
田
仲
基
一

　
　
　
　
竹
本
真
琴
　
　
林
義
和

議
会
運
営
委
員
会
（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

　
　
　
◎
若
林
信
一 

　
○
松
井
康
夫

　
　
　
　
笠
原
由
美
子
　
日
和
千
賀
子

　
　
　
　
林
義
和
　
　
　
樽
井
佳
代
子

　
　
　
　
吉
田
恭
輔

総務文教常任委員会視察
○日程　7 月 21 日～ 22 日
○視察先及び視察内容

【神奈川県伊勢原市】
特色ある教育モデル推進事業について

【神奈川県厚木市】
幼稚園送迎ステーション事業について

建設企業常任委員会視察
○日程　7 月 19 日～ 20 日
○視察先及び視察内容

【山口県 宇部市】
本庁舎建設基本構想について

【山口県 下関市】
空き家対策について

民生産業常任委員会視察
○日程　7 月 20 日～ 21 日
○視察先及び視察内容

【社会福祉法人　佛子園】
「Shere 金沢」の施設及び事業について
【石川県 白山市】
「ごっちゃ」プロジェクトについて

今
回
の
役
員
選
挙
に
伴
う
補
欠
委
員

特
別
委
員
会
（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）	

　
・
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
笠
原
　
由
美
子	

　
・
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
◎
松
井
康
夫
　
外
園
康
裕

　
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
外
園
康
裕
　
松
井
康
夫

議
会
選
出
組
合
議
会

　
・
柏
羽
藤
環
境
事
業
組
合
議
会

　
　
　
　
金
銅
宏
親

　
・
柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組
合
議
会

　
　
　
　
笠
原
由
美
子

議
会
選
出
各
種
委
員
会

　
・
羽
曳
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
松
井
康
夫

　
・
羽
曳
野
市
住
居
表
示
審
議
会

　
　
　
　
外
園
康
裕

　
・
羽
曳
野
市
民
生
委
員
推
薦
会

　
　
　
　
日
和
千
賀
子

　
・
羽
曳
野
市
表
彰
審
査
委
員
会

　
　
　
　
松
村
尚
子
　
通
堂
義
弘

　
・
羽
曳
野
市
障
害
者
施
策
推
進
審
議
会

　
　
　
　
日
和
千
賀
子

　
・
羽
曳
野
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議

　
　
　
　
松
村
尚
子
　
通
堂
義
弘
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議案番号 件　　　名 結　果

報　告 14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
平成 27 年度羽曳野市一般会計歳入歳出決算認定について
平成 27 年度羽曳野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成 27 年度羽曳野市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について
平成 27 年度羽曳野市財産区特別会計歳入歳出決算認定について
平成 27 年度羽曳野市公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について
平成 27 年度羽曳野市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成 27 年度羽曳野市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について
平成 27 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
平成 27 年度羽曳野市水道事業会計決算認定について
平成 27 年度決算に基づく羽曳野市健全化判断比率の報告について
平成 27 年度決算に基づく羽曳野市公営企業資金不足比率の報告について
平成 27 年度羽曳野市水道事業会計継続費の精算報告について

報　告
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
報　告
報　告
報　告

議　案　63
64
65

66
67
68
69
70
71
72
73
74

平成 27 年度羽曳野市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
市長の退職手当の特例に関する条例の制定について
一般職の職員で非常勤のもの及び臨時的任用職員の勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市税条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定について
平成 28 年度羽曳野市一般会計補正予算（第３号）
平成 28 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成 28 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第１号）
平成 28 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成 28 年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第２号）
監査委員の選任に係る同意について

原案可決
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

同　意

 第 3 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 市民クラブ 大阪維新の会 公明党 日本共産党 自由民主党
議員団

羽曳野
無所属の会

          花
川　

雅
昭

金
銅　

宏
親

樽
井
佳
代
子

吉
田　

恭
輔

田
仲　

基
一

竹
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※金銅宏親議員は、議長職のため採決には加わらず
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広
瀬  

公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
大
阪
府
の
福
祉
４
医
療
助
成
制

度
見
直
し
で
何
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。
②
大

阪
府
は
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
補
助
を
平

成
27
年
４
月
に
３
歳
未
満
か
ら
小
学
校
就

学
前
ま
で
引
き
上
げ
た
が
、
所
得
制
限
を

厳
し
く
し
た
た
め
、
27
年
度
は
前
年
度
比

２
億
３
千
万
円
減
額
に
な
っ
た
。
当
市
へ
の

府
補
助
金
の
前
年
度
比
は
ど
う
か
。
府
が
所

得
制
限
を
な
く
せ
ば
、
当
市
へ
の
府
補
助
金

は
幾
ら
増
え
る
の
か
。

●
答
弁　

①
府
の
見
直
し
は
、
未
決
定
だ

が
、
障
害
者
医
療
で
精
神
障
害
者
、
難
病
患

者
へ
の
対
象
者
拡
充
、
老
人
医
療
と
障
害
者

医
療
の
整
理
統
合
な
ど
。
ま
た
、
院
外
調
剤

に
自
己
負
担
を
導
入
し
、
月
額
上
限
額
の
現

行
２
，
５
０
０
円
を
撤
廃
と
し
て
い
る
。
②

当
市
へ
の
就
学
前
の
府
補
助
は
前
年
度
比
約

１
２
８
万
円
増
、
入
院
時
食
事
費
助
成
廃
止

で
約
75
万
円
減
。
府
が
所
得
制
限
を
な
く
す

と
、
当
市
へ
の
就
学
前
の
府
補
助
は
合
計
７
，

１
０
０
万
円
程
度
に
な
る
試
算
。

●
要
望　
国
の
進
め
る
国
民
へ
の
医
療
、
介

護
の
負
担
増
、
さ
ら
に
大
阪
府
の
福
祉
医
療

助
成
制
度
の
見
直
し
で
府
民
の
負
担
増
に
な

ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
意
見
を
出
し
て
ほ
し

い
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
、
国
に
制

度
化
を
求
め
、
大
阪
府
に
は
助
成
年
齢
を
引

き
上
げ
、
所
得
制
限
を
な
く
し
、
入
院
時
食

事
費
助
成
の
復
活
を
強
く
求
め
て
ほ
し
い
。

ま
た
高
校
卒
業
ま
で
の
拡
充
を
強
く
要
望
。

《
幼
稚
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
公
立
幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育
実
施

を
望
む
声
が
多
数
出
さ
れ
て
い
る
。
幼
稚
園

で
の
３
歳
児
保
育
と
延
長
保
育
の
実
現
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
す
る
の
か
。

●
市
長　

将
来
的
に
幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育

は
積
極
的
に
考
え
て
い
く
。
今
、
建
設
中
の

こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
で
の
幼
稚
園
及
び

30
年
開
校
を
目
指
し
、
埴
生
幼
稚
園
、
埴
生

小
学
校
、
羽
曳
野
中
学
校
を
義
務
教
育
学
校

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
中
に
お
い

て
も
３
歳
児
保
育
を
積
極
的
に
考
え
、
特
色

の
あ
る
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
幼
稚

園
運
営
を
議
会
、
保
護
者
の
同
意
を
得
て
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
公
立
幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育
と
延

長
保
育
は
、
子
供
に
と
っ
て
ど
う
か
を
第
一

に
考
え
、
少
子
化
対
策
を
し
っ
か
り
と
り
、

統
廃
合
せ
ず
進
め
て
ほ
し
い
。

《
保
育
園
の
待
機
児
解
消
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
入
園
待
ち
の
方
は
何
人
か
。

子
供
の
育
ち
を
保
障
し
保
育
の
質
を
落
と
さ

ず
安
定
的
な
待
機
児
ゼ
ロ
の
実
現
に
は
、
認

可
保
育
園
を
新
た
に
増
や
す
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

●
答
弁　

９
月
１
日
入
園
会
議
で
は
、
ゼ
ロ

歳
児
42
名
、
１
歳
児
34
名
、
２
歳
児
19
名
、

３
歳
児
７
名
、
４
歳
児
５
名
、
５
歳
児
０
名

の
計
１
０
７
名
が
保
留
。
民
間
保
育
園
と
の

連
携
協
力
や
向
野
保
育
園
を
中
心
と
し
た
公

立
保
育
園
の
受
け
入
れ
増
で
安
定
し
た
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
民
間
保
育
園
は
定
員
よ
り
２
０
８

人
多
く
受
け
入
れ
、
向
野
保
育
園
は
他
の
公

立
園
の
２
．
４
倍
、
２
４
０
人
の
定
員
。
詰

め
込
み
や
マ
ン
モ
ス
化
で
な
く
、
保
育
の
質

を
落
と
さ
ず
、
待
機
児
を
解
消
す
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

●
市
長　

公
立
５
園
中
、
一
番
駅
に
近
く
て

環
境
の
い
い
、
園
庭
も
十
分
あ
る
施
設
は
、

向
野
保
育
園
だ
と
思
い
整
備
し
て
い
る
。

●
要
望　
子
供
の
育
ち
を
保
障
し
、
安
心
し

て
大
事
な
我
が
子
を
預
け
ら
れ
る
認
可
保
育

園
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

4

松
村  
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
》

●
質
問　
本
年
度
の
国
内
推
薦
に
選
定
さ
れ

な
か
っ
た
。
３
度
の
推
薦
漏
れ
と
い
う
現
実

を
真
摯
に
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

機
運
醸
成
は
３
市
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ル
大

阪
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
が
、
大
阪

府
の
意
欲
と
動
き
が
見
え
て
こ
な
い
。
ま
た
、

推
進
本
部
会
議
は
大
阪
府
、
堺
、
藤
井
寺
、

羽
曳
野
の
４
者
で
構
成
さ
れ
て
き
た
が
、
一

歩
も
後
が
な
い
状
況
の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で

関
わ
っ
て
き
た
関
係
機
関
や
支
援
団
体
が
一

堂
に
会
す
る
推
進
本
部
と
し
、
オ
ー
ル
大
阪

と
し
て
危
機
感
を
持
っ
て
事
に
当
た
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

●
答
弁　

府
内
で
の
認
知
度
向
上
の
た
め
、

市
長
会
、
町
村
長
会
の
協
力
で
、
他
市
町
村

の
庁
舎
内
に
P
R
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
を
し
て
い
た
だ
き
、
両
会
長
に
は
府
民
会

議
の
発
起
人
、
国
へ
の
要
望
活
動
等
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
。

推
進
本
部
体
制
に
つ
い
て
は
、
関
係
府
市
の

首
長
が
中
心
と
な
り
、
有
識
者
会
議
、
府
民

会
議
な
ど
の
機
関
、
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
て
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
い
る
。
今
後
も
連
携
を
深
め
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

●
意
見　
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
で
認
知

さ
れ
、
応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
運
と

繋
げ
ら
れ
る
と
の
考
え
な
の
か
。
推
進
本
部

会
議
の
体
制
の
見
直
し
強
化
は
、
別
々
の
組

織
で
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
早
い
時
期
か

ら
の
活
動
を
切
れ
目
な
く
断
続
的
に
行
う
こ

と
が
有
益
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

《
住
宅
等
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　
熊
本
地
震
で
は
家
屋
倒
壊
に
よ
る

37
名
の
犠
牲
者
の
う
ち
、
現
在
の
新
耐
震
基

準
と
な
っ
て
か
ら
建
て
ら
れ
た
家
屋
で
の
犠

牲
者
は
１
世
帯
２
名
で
あ
っ
た
と
す
る
調
査

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
事
前
防
災
の
一
丁
目

一
番
地
は
何
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
す
べ
て
の
地
震
に
共
通
す
る
最
も

大
切
な
備
え
は
、
強
い
揺
れ
に
対
す
る
建
物

の
耐
震
化
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
は
こ
の
た

び
、
第
２
次
補
正
予
算
案
に
住
宅
・
建
物
の

耐
震
改
修
に
つ
い
て
１
戸
あ
た
り
の
補
助
額

を
加
算
す
る
こ
と
を
決
め
、
概
算
要
求
に
盛

り
込
ん
だ
。
こ
の
新
た
な
制
度
は
、
自
治
体

の
負
担
と
な
る
要
件
が
あ
る
が
、
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

本
市
で
は
平
成
20
年
に
建
築
物
耐

震
改
修
促
進
計
画
を
策
定
し
、
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
設
計
、
耐
震
改
修
、

除
却
の
各
費
用
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
き

た
。
今
回
の
改
正
は
基
幹
事
業
に
よ
る
も
の

の
増
額
改
正
で
、
現
在
、
府
内
市
町
村
は
府

の
補
助
制
度
が
あ
る
効
果
促
進
事
業
に
よ
る

も
の
を
活
用
し
て
お
り
、
補
助
制
度
の
充
実

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
府
に
対
し
て
限
度

額
の
引
き
上
げ
な
ど
を
要
望
し
て
ま
い
る
。

●
意
見　
住
宅
の
耐
震
化
は
、
こ
れ
ま
で
の

補
助
実
績
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
非
常
に

難
し
い
事
業
で
あ
る
。
古
い
住
宅
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
高
齢
者
が
お
住
ま
い
の
場
合

が
多
く
、
費
用
も
か
さ
む
こ
と
か
ら
耐
震
性

が
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
耐
震
改
修
に
は

至
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
情
だ
が
、
今
回
の

国
の
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
防
災
教
育
の
観
点
か
ら
見
る
修
学
旅
行
先

の
選
定
に
つ
い
て

一
般
質
問
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市議会だより

花
川  

雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
学
校
の
安
全
推
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　
Ｓ
Ｐ
Ｓ
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
）
認
証
に
つ
い
て
、
当

市
の
学
校
安
全
指
針
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

●
答
弁　

学
校
園
に
羽
曳
野
市
教
育
活
性
化

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
安
心
・
安
全
な
学
校

づ
く
り
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
基
づ
き
各
学

校
園
で
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

自
然
災
害
、
学
校
事
故
、
不
審
者
対
応
、
交

通
安
全
等
に
つ
い
て
詳
細
な
手
順
を
策
定
し

て
い
る
。

●
要
望　
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
認
証
取
得
に
か
か
わ
ら

ず
子
育
て
へ
の
安
心
・
安
全
に
特
化
し
た
環

境
づ
く
り
を
大
い
に
発
信
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

●
質
問　

子
供
た
ち
の
危
機
意
識
に
つ
い

て
、
子
供
が
関
わ
る
と
て
も
痛
ま
し
い
事
件

や
事
故
を
目
の
当
た
り
に
し
行
政
と
し
て
の

思
い
は
。

●
答
弁　

教
育
委
員
会
は
、
命
の
尊
さ
や
命

を
大
切
に
す
る
た
め
教
職
員
に
対
し
必
要
な

情
報
提
供
を
積
極
的
に
進
め
、安
心
・
安
全
な

学
校
園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　
い
ろ
ん
な
分
野
で
子
供
た
ち
に
温

か
い
お
力
添
え
を
要
望
す
る
。

《
恵
我
之
荘
周
辺
道
路
事
業
に
伴
う
ま
ち
づ

く
り
構
想
に
つ
い
て
》

●
質
問　
用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

郡
戸
大
堀
線
拡
幅
事
業
の
隣
接
地
の
用
途
地

域
は
不
整
合
で
あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
示
さ
れ
て
い
る
駅
周
辺
の
商
業
拠

点
と
し
て
の
展
望
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

駅
周
辺
は
本
市
整
備
方
針
で
駅
北
側

は
商
業
業
務
地
、
駅
南
側
の
幹
線
道
路
は
沿
道

サ
ー
ビ
ス
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
交
通
の
利
便

性
が
高
い
商
業
業
務
施
設
の
立
地
を
促
進
す
る
。

●
質
問　
地
域
に
お
い
て
用
途
地
域
の
変
更

事
案
が
出
た
場
合
、
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

●
答
弁　

地
域
住
民
の
方
々
の
総
意
が
示
さ

れ
た
ら
、
大
阪
府
と
協
議
を
し
、
検
討
す
る
。

●
市
長　

用
途
地
域
に
つ
い
て
地
元
の
皆
さ

ん
と
話
し
合
い
を
し
て
い
く
。

●
要
望　
近
年
の
町
並
み
や
経
済
状
況
、
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
用
途
地
域
の
見
直

し
は
必
須
で
あ
る
。
地
区
計
画
や
建
築
規
制

措
置
な
ど
地
域
に
合
っ
た
手
法
で
、
市
民
が

喜
ぶ
ま
ち
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
駅
周
辺
の
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
と
空

き
家
、
空
き
店
舗
な
ど
の
利
活
用
を
含
め
、

市
と
し
て
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
地
域
活
性

化
や
空
き
店
舗
を
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
を
検
討
等
、
土
地
利
用
方
策
を
模
索
し

て
い
る
。
今
年
度
、
空
き
家
等
実
態
調
査
や

対
策
計
画
を
策
定
し
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
。

●
質
問　
提
言
と
し
て
、
駅
前
は
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
ー
的
要
素
を
期
待
す
る
。
例
え
ば
、

駅
前
南
側
広
場
ロ
ー
タ
リ
ー
の
立
体
化
、
駅

舎
へ
の
連
絡
通
路
、
行
政
・
商
業
・
駐
車
場

機
能
、
保
育
園
児
の
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
周
辺
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
利
活
用
し

た
駅
近
民
泊
な
ど
、
ま
た
道
路
拡
幅
に
伴
う

駅
舎
の
一
部
移
動
や
踏
切
な
ど
を
整
備
し
人

を
呼
ぶ
こ
と
で
商
業
の
活
性
化
に
な
る
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

●
市
長　

平
成
33
年
度
ま
で
に
事
業
を
や
り

抜
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
や
り
抜
く
こ
と

に
よ
り
、
恵
我
之
荘
駅
北
側
の
事
業
認
可
を

受
け
た
い
。
駅
南
側
は
地
域
の
思
い
を
反
映

し
た
広
場
に
し
た
い
。
良
好
な
住
宅
地
域
と

駅
の
賑
わ
い
の
地
域
の
双
方
を
整
備
し
、
共

存
さ
せ
る
こ
と
が
事
業
の
一
番
大
き
な
目
的

と
考
え
る
。

●
意
見　
私
自
身
、
地
域
の
活
性
化
に
地
域
と

と
も
に
努
め
、
厳
し
い
意
見
も
言
っ
て
い
く
。

《
上
記
関
連
質
問
》

●
東
大
塚
美
陵
線
の
交
通
量
調
査
分
析
に
つ

い
て

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
役
割
に
つ
い
て

通
堂  

義
弘
（
公
明
党
）

《「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
事
業
と
し
て
、
今

後
の
公
共
施
設
・
民
間
施
設
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

●
答
弁　

公
共
施
設
で
の
取
り
組
み
は
、
昨

年
12
月
の
広
報
は
び
き
の
に
、
お
む
つ
交
換

や
授
乳
な
ど
が
で
き
る
公
共
施
設
の
ご
案
内

と
し
て
16
施
設
を
紹
介
し
、
こ
の
た
び
赤
ち

ゃ
ん
の
駅
と
い
う
愛
称
を
使
用
し
、
本
市
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
つ
ぶ
た
ん
が
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
っ
こ
し
て
い
る
羽
曳
野
市
独
自
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
。
公
共
施
設
入
り
口
や

ト
イ
レ
付
近
な
ど
、
利
用
者
の
目
に
つ
き
や

す
い
場
所
に
貼
り
、
子
育
て
中
の
保
護
者
が

安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
入
っ
た
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
貸

し
出
し
も
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
民
間

施
設
へ
の
推
進
は
、
今
月
の
広
報
は
び
き
の

の
裏
表
紙
に
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
登
録
施
設
を

募
集
す
る
案
内
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
だ
。
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
も
作
成
し
て
い
る
の
で
、

商
工
会
や
商
店
街
な
ど
に
も
働
き
か
け
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
駅
な
ど
の
人
が
多

く
集
ま
る
場
所
に
も
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
設
置
場

所
一
覧
の
掲
示
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
広
報
紙
の
公
共
施
設
の
案
内
で
は
、

お
む
つ
替
え
は
で
き
る
が
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア

や
授
乳
で
き
る
設
備
が
無
い
と
の
掲
載
が
さ

れ
て
い
た
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
貼
っ
て
あ

る
と
こ
ろ
は
全
て
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
う
え
で
重
要
。
広
い
場

所
が
要
る
わ
け
で
も
な
く
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
な
ど
で
仕
切
り
、
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
検
討

を
要
望
す
る
。

《
通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
緊
急
合
同
点
検
を
含
め
、
当
市

に
お
い
て
の
安
全
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
。

②
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
導
入
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

道
路
管
理
者
及
び
学
校
教
育
課
並

び
に
警
察
と
連
携
し
、
市
内
の
各
小
中
学
校

の
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
及
び
確
認
を

行
い
、
78
カ
所
の
危
険
箇
所
を
認
知
し
、
現

在
危
険
箇
所
の
対
策
は
完
了
し
て
い
る
。
危

険
性
の
判
断
は
、
基
準
を
設
け
て
い
な
い
が
、

学
校
園
で
は
４
歳
か
ら
15
歳
の
年
齢
差
や
体

格
差
、
ま
た
判
断
力
の
差
が
生
じ
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
で
点
検
把
握
し
、
危
険
箇
所

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
子
供
や

保
護
者
に
対
し
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。
予

算
と
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
点

検
に
参
加
し
て
い
る
警
察
、
道
路
管
理
者
の

そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
を
充
て
、
危
険
性
の
高
い

要
望
か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
危
険
箇
所

の
判
断
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
に
よ
る
定
期

的
な
校
区
内
巡
視
や
保
護
者
、
地
域
か
ら
の

報
告
を
受
け
、
学
校
長
が
判
断
し
て
い
る
。

改
善
や
改
修
が
必
要
な
場
合
に
教
育
委
員
会

に
報
告
さ
れ
、
教
育
委
員
会
は
確
認
を
行
い
、

道
路
管
理
者
や
警
察
に
改
善
、
改
修
を
お
願

い
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
等
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
機
材
導
入
に
係
る
諸
費
用
や
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
の
購
入
費
を
保
護
者
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
全
て
の
児
童
が
購
入

で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
幾
つ
か
の
課
題
も
出

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
。
こ
の
様
な
制
度
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
に
情
報
提
供
を
進
め
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今

後
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
市
と
し
て
安
全
対
策
と
し
て
の
予

算
化
。
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
更
な
る
取
り

組
み
で
通
学
路
の
安
全
対
策
を
要
望
。

5



市議会だより

−市議会だより　2016.11.1− 43

嶋
田  

丘
（
日
本
共
産
党
）

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
に
つ
い
て
》

●
質
問　
教
育
の
目
的
は
、子
ど
も
の
成
長・

発
達
を
中
心
に
据
え
、
人
格
の
完
成
に
寄
与

す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
教
育
の
普
遍
的
原
則

で
あ
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
は
生
徒
の
学

校
で
の
頑
張
り
を
評
価
せ
ず
、
こ
の
テ
ス
ト

で
高
校
入
試
の
内
申
点
を
決
め
よ
う
と
す
る

点
数
至
上
主
義
・
競
争
教
育
を
中
心
と
す
る

も
の
。
教
育
の
目
的
か
ら
外
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

●
答
弁　

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
あ
り
方
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
が
あ
る
中
、
指
導
方
法

の
工
夫
・
改
善
や
子
ど
も
た
ち
の
入
試
の
カ

ン
フ
ル
剤
と
な
る
側
面
が
あ
る
。
効
果
や
課

題
に
つ
い
て
検
証
し
、
改
善
す
べ
き
点
は
大

阪
府
に
申
し
入
れ
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

●
質
問　
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
問
題
点
は

①
学
校
間
の
競
い
合
い
、
団
体
戦
で
あ
る

こ
と
②
５
教
科
の
結
果
で
テ
ス
ト
が
な
い
音

楽
、
体
育
な
ど
４
教
科
の
内
申
平
均
を
出
す

こ
と
③
３
年
間
、毎
年
テ
ス
ト
す
る
こ
と
で
、

高
校
受
験
の
た
め
の
３
年
間
と
な
り
、
自
己
を

見
つ
め
、
人
間
的
に
成
長
発
展
し
、
生
き
る

力
が
育
ま
れ
る
有
意
義
な
３
年
間
の
教
育
活

動
が
阻
害
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え

る
の
か
。

●
答
弁　

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
は
、
①
点
数

に
よ
っ
て
合
否
を
判
断
す
る
も
の
で
な
く
、

各
教
科
の
評
点
の
範
囲
を
定
め
る
も
の
②
大

阪
府
は
、
５
教
科
の
評
点
と
４
教
科
の
評
点

は
統
計
的
に
有
意
な
関
連
性
が
あ
り
、
問
題

は
生
じ
な
い
と
し
て
い
る
③
各
学
校
が
定
期

テ
ス
ト
や
実
力
テ
ス
ト
の
時
期
を
総
合
的
に

判
断
し
、
生
徒
へ
の
負
担
が
な
い
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。

●
意
見　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
才
能
を

伸
ば
し
、
人
間
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に

手
助
け
し
て
い
く
こ
と
が
教
育
で
あ
る
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
よ
う
に
、
競
争
を
中
心

に
個
々
人
、各
学
校
に
点
数
を
つ
け
、選
別
し
、

個
性
を
磨
く
こ
と
を
忘
れ
た
仕
組
み
は
入
試

の
改
善
で
も
な
く
、
教
育
改
革
で
も
な
い
。

教
育
を
良
く
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
は
、

教
職
員
が
心
身
共
に
健
康
で
自
由
闊
達
に
子

ど
も
と
向
き
合
え
る
活
動
を
保
障
す
る
こ
と

や
、
少
人
数
学
級
が
当
た
り
前
と
い
っ
た
学

級
編
成
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

《
文
部
科
学
白
書
に
つ
い
て
》

●
質
問　
文
部
科
学
白
書
は
「
欧
米
諸
国
に

比
べ
教
育
環
境
は
依
然
と
し
て
低
い
水
準
」

と
し
て
い
る
。
段
階
的
に
30
人
学
級
に
し
て

い
く
こ
と
や
、
教
員
の
定
数
増
な
ど
に
よ
り

多
忙
化
解
消
を
目
指
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

１
学
級
を
小
集
団
に
分
割
し
た
授

業
が
で
き
る
よ
う
加
配
教
員
を
有
効
に
活
用

し
て
い
る
。
多
忙
化
解
消
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
保
持
の
た
め
、
教
員
の
勤
務
実
態
の
把

握
や
休
憩
時
間
取
得
の
た
め
の
意
識
改
革
に

努
め
て
い
る
。

《
駅
の
ホ
ー
ム
柵
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
東
京
メ
ト
ロ
で
視
覚
障
害
者
が
駅

ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
故
が
起
こ
っ
た
。
駅
ホ
ー
ム
は
欄
干

の
な
い
橋
。
ホ
ー
ム
柵
設
置
が
必
要
だ
が
。

●
答
弁　

転
落
防
止
柵
設
置
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、
企
業
に
お
け
る
安
全
対
策

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
主
体
的
に
対
応
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

●
意
見　
民
間
企
業
だ
か
ら
と
い
っ
て
行
政

が
要
望
も
で
き
な
い
、
こ
れ
は
情
け
な
い
話

で
あ
る
。
市
民
の
命
や
安
全
を
守
る
自
治
体

と
し
て
、
駅
に
ホ
ー
ム
柵
設
置
を
求
め
て
い

く
こ
と
は
至
極
当
然
の
こ
と
。

田
仲  

基
一
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
つ
い
て
》

●
質
問　
産
経
新
聞
８
月
29
日
朝
刊
に
大
き

く
掲
載
。「
世
界
遺
産
落
選
は
当
然
。
文
化
庁

が
激
怒
し
た
羽
曳
野
市
の
大
失
態
」
４
月
に

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の

一
環
と
し
て
、
応
神
天
皇
陵
古
墳
西
側
に
隣

接
す
る
空
き
地
（
国
史
跡
）
を
使
っ
た
野
外

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
を
市
が
計
画
。

土
で
は
地
盤
が
安
定
し
な
い
、
と
工
事
内
容

を
変
更
、
文
化
庁
に
無
断
で
国
史
跡
の
土
地

（
４
，
７
０
０
㎡
）
に
砕
石
を
敷
き
詰
め
る
騒

ぎ
を
起
こ
し
た
。
文
化
庁
は
市
に
原
状
復
旧

を
要
請
し
元
に
戻
し
た
。
一
連
の
事
業
費
は

撤
去
費
用
も
含
め
て
総
額
約
１
，
０
９
０
万

円
か
か
っ
て
お
り
、
し
な
く
て
も
い
い
工
事

の
た
め
に
市
民
の
血
税
が
使
わ
れ
る
形
に
な

っ
た
、
と
あ
る
が
事
実
か
。
一
般
企
業
な
ら
、

名
誉
を
著
し
く
傷
つ
け
、
１
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
実
損
を
与
え
た
こ
の
よ
う
な
事
案

で
誰
も
責
任
を
と
ら
ず
、
再
発
防
止
策
を
講

じ
な
い
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関

で
あ
る
市
議
会
と
し
て
無
視
で
き
な
い
が
ど

う
か
。

●
答
弁　

応
神
天
皇
陵
古
墳
外
濠
外
堤
環
境

整
備
工
事
が
約
１
，
９
２
６
万
円
、
こ
の
う

ち
、
議
員
質
問
の
１
，
０
９
０
万
円
は
砕
石

盛
り
土
撤
去
等
に
要
し
た
経
費
と
な
っ
た
。

●
教
育
長　

議
会
を
は
じ
め
市
民
、
関
係
機

関
に
多
大
な
ご
心
配
を
か
け
た
こ
と
に
改
め

て
遺
憾
の
意
を
表
し
た
い
。

●
市
長　

二
度
と
事
故
が
起
こ
ら
な
い
き
め

細
や
か
な
対
応
が
必
要
。
そ
の
こ
と
が
欠
け

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
こ
と
に

遺
憾
。
そ
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
市
民

に
広
報
等
で
知
ら
せ
、
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
そ
も
そ
も
世
界
遺
産
の
意
義
と
は

人
類
全
体
の
文
化
財
の
保
護
、
現
状
維
持
。

特
に
天
皇
陵
と
い
う
国
民
に
と
っ
て
特
別
な

聖
域
を
、
静
か
に
祈
る
場
所
と
し
て
次
世
代

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
本
来
、
当
市
の
責

務
の
は
ず
。
御
陵
の
静
寂
を
破
る
余
り
に
配

慮
に
欠
け
る
イ
ベ
ン
ト
が
応
神
陵
前
で
行
わ

れ
た
と
考
え
る
と
恐
ろ
し
い
。
今
回
、
行
政

の
未
熟
さ
の
結
果
、
１
，
０
９
０
万
円
の
公

金
が
無
駄
と
な
っ
た
一
連
の
失
態
に
対
し
、

行
政
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
す
べ
き
。

《
地
方
創
生
交
付
金
活
用
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
本
交
付
金
事
業
を
観
光
政
策
、
交

流
人
口
、
定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
て
行
い
、

数
年
後
に
は
外
部
組
織
体
に
よ
っ
て
運
営
で

き
る
環
境
を
整
え
る
の
に
、
こ
の
交
付
金
は

効
果
的
で
あ
る
た
め
歓
迎
。
多
く
の
市
民
か

ら
、
人
を
集
め
る
、
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
ア

イ
デ
ア
を
広
く
募
集
す
る
な
ど
、
市
民
参
加

の
姿
勢
を
見
せ
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

行
政
だ
け
で
は
成
し
得
な
い
新
た

な
視
点
で
の
活
動
展
開
を
目
指
す
。
よ
り
柔

軟
で
広
い
視
野
に
立
っ
た
も
の
に
な
る
よ

う
、
議
員
が
示
す
ア
イ
デ
ア
募
集
体
制
に
つ

い
て
も
十
分
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
地
方
が
輝
く
国
づ
く
り
に
は
、
地

方
を
輝
か
せ
る
人
づ
く
り
が
最
重
要
課
題
で

は
な
い
か
。
数
万
人
の
来
訪
者
を
呼
び
込
む

企
画
、
公
園
を
活
用
し
た
野
外
音
楽
イ
ベ
ン

ト
や
、
南
河
内
最
大
級
の
河
内
音
頭
盆
踊
り

大
会
の
復
活
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ロ
ー
ド
サ

イ
ク
ル
レ
ー
ス
の
開
催
等
「
羽
曳
野
お
も
ろ

い
や
ん
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
空
間
形
成
に

自
由
な
発
想
で
臨
ん
で
欲
し
い
。
総
理
大
臣

が
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
に
変
身
し
て
登
場
し
、

世
界
か
ら
喝
采
を
浴
び
る
時
代
だ
。
若
い
市

民
が
自
由
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
本

事
業
を
通
じ
て
実
現
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
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樽
井  

佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
策
の
充
実
に

つ
い
て
》

●
質
問　
全
国
的
に
人
口
減
少
時
代
に
突
入

し
、
平
成
47
年
に
は
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
。

当
市
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
約
３
万
２
千
人

で
市
全
体
の
２
８
．
１
％
を
占
め
る
。
健
康

寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
で
あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ウ

ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン
の
利
用
状
況
。
ま
た
、
子

育
て
支
援
施
策
と
し
て
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

●
答
弁　

は
び
き
の
夢
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念

に
沿
っ
て
、
家
庭
や
地
域
の
子
育
て
支
援
の

充
実
、
健
や
か
な
子
供
の
育
ち
を
支
え
る
環

境
づ
く
り
、
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
の
３
点

を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
。
ま
た
、

学
校
園
エ
ア
コ
ン
設
置
の
調
査
計
画
、
保
育

園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
事
業
等
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
高
齢
者
支
援
施
策
は
重
要

課
題
で
、
介
護
予
防
事
業
の
い
き
い
き
百
歳

体
操
の
展
開
を
支
援
。
ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン
は
大
好
評
で
多
く
の
方
か
ら

申
し
込
み
、
受
講
し
て
い
た
だ
い
た
。
健
康

が
我
が
ま
ち
の
文
化
と
し
て
根
付
き
健
康
寿

命
を
延
ば
す
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

●
要
望　
子
育
て
支
援
は
常
に
そ
の
形
を
変

え
な
が
ら
も
恒
常
的
に
取
り
組
む
課
題
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
羽
曳
野
の
お
年
寄
り
は
健
康
で
活
発
だ

と
い
う
評
価
が
周
辺
自
治
体
に
轟
く
よ
う
、

事
業
の
更
な
る
拡
大
を
強
く
要
望
す
る
。

《
観
光
振
興
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
道
の

駅
し
ら
と
り
の
郷
の
来
訪
者
の
状
況
と
今
後

の
展
開
、
観
光
振
興
計
画
の
策
定
状
況
は
。

●
答
弁　

道
の
駅
は
オ
ー
プ
ン
よ
り
９
年
目

を
迎
え
、
今
な
お
年
間
百
万
人
が
訪
れ
、
年

間
売
り
上
げ
は
約
15
億
円
で
関
西
エ
リ
ア
で

は
３
本
の
指
に
入
る
。
大
阪
を
訪
れ
る
外
国

人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
予
定
。

●
要
望　
一
歩
外
に
出
る
と
ま
だ
ま
だ
知
名

度
は
低
い
た
め
、
市
長
に
は
市
の
広
告
塔
と

し
て
観
光
を
通
し
て
市
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
人
口
減
少
問
題
の
影
響
と
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
関
す
る
問

題
は
一
朝
一
夕
で
は
解
決
で
き
な
い
。
羽
曳

野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
中
で
当
市
に
新
し
い
人
の
流
れ
と
雇
用
の

創
出
に
向
け
た
施
策
、
中
で
も
特
に
移
住
、

定
住
及
び
雇
用
の
創
出
へ
の
施
策
に
つ
い
て

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
考
え
は
。

●
答
弁　

施
策
同
士
が
有
効
に
連
携
し
て
、

ま
ち
の
成
長
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
若
い
世

代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
、
新
し
い

人
の
流
れ
と
雇
用
の
創
出
、
安
心
安
全
な
住

環
境
の
整
備
の
３
つ
を
柱
と
し
て
産
業
、
金

融
、
労
働
、
大
学
等
多
様
な
主
体
と
連
携
・

協
働
し
て
取
り
組
み
、
国
の
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
を
活
用
し
交
流
人
口
の
増
加
、
流

通
・
加
工
・
消
費
の
活
性
化
、
農
業
・
産
業

の
再
生
と
雇
用
の
創
出
を
目
的
と
し
た
多
様

な
関
係
団
体
の
参
画
に
よ
る
組
織
体
形
成
の

た
め
の
基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組
む
。

●
要
望　
地
方
創
生
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
根
幹
に
据
え
る
べ
き
課
題
で
あ
り
、

雇
用
の
問
題
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援

に
つ
い
て
も
膠
着
化
・
閉
塞
化
し
た
状
況
を

打
開
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
発
想
等
を

大
胆
に
取
り
入
れ
、
事
業
の
遂
行
に
は
若
い
職

員
や
外
部
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
等
、
多
様
な
人
々

が
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

日
和  

千
賀
子
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
し
ら
と
り
の
郷
周
辺
の
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て
》

●
質
問　
羽
曳
が
丘
か
ら
南
阪
奈
道
路
側
道

へ
向
か
っ
た
と
き
、
大
変
時
間
を
要
し
て
い

る
。
近
隣
の
発
展
を
も
っ
と
活
性
化
す
る
と

い
う
考
え
の
も
と
、
道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷

内
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を
増
設
す
る
と
い
う

考
え
は
な
い
の
か
。
今
後
、
南
阪
奈
道
路
側

道
の
４
車
線
化
な
ど
が
行
わ
れ
、
渋
滞
緩
和

が
行
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
来
場
者
は
減
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

土
日
の
誘
導
員
を
増
員
し
、
通
過

交
通
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
新
た
に
駐
車
場
を
確
保
す
る
こ
と

は
困
難
。
府
道
美
原
太
子
線
の
４
車
線
化
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
８
月
に
新
規
区
間

の
事
業
着
手
が
公
表
さ
れ
た
。
引
き
続
き
大

阪
府
に
要
望
し
て
い
く
。
今
後
と
も
、
魅
力

の
あ
る
道
の
駅
と
し
て
関
係
団
体
と
連
携
し

創
意
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　
産
官
学
民
が
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷
の
発
展

し
た
未
来
像
を
描
く
と
す
れ
ば
、
市
内
に
あ

る
大
学
は
も
と
よ
り
、
若
い
方
の
発
想
力
に

注
目
し
、
も
っ
と
多
方
面
で
大
学
生
の
方
々

と
協
力
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
南
阪
奈

道
路
側
道
の
４
車
線
化
が
実
現
す
る
と
き
に

は
、
羽
曳
が
丘
よ
り
道
の
駅
に
向
か
う
交
差

点
に
右
折
車
線
を
要
望
。

《
市
内
無
料
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
長
の
施
政
方
針
で
無
料
の
Ｗ
ｉ

ー
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
に
着
手
す
る
と
あ

る
。
設
置
計
画
が
あ
る
の
か
。
総
務
省
は
、

28
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
補
助
事
業
を
執

行
し
て
い
る
。
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

い
る
の
だ
か
ら
早
急
に
補
助
を
受
け
、
環
境

整
備
を
行
う
べ
き
。
そ
こ
で
堺
市
、
藤
井
寺

市
の
無
料
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
整
備
状
況
は
。

●
答
弁　

現
在
本
市
に
お
い
て
行
政
に
よ
る

無
料
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
設
置

の
事
例
は
無
い
。
本
年
度
の
事
業
に
お
い
て

古
市
駅
前
東
広
場
の
観
光
案
内
所
及
び
道
の

駅
し
ら
と
り
の
郷
の
２
カ
所
に
観
光
客
向
け

の
無
料
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
す
べ

く
、
調
査
を
進
め
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に

お
け
る
情
報
発
信
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
設
置
箇
所
の
拡
大
に
つ
い
て
補
助
金
の
活

用
な
ど
も
含
め
て
整
備
箇
所
を
検
討
。
堺
市
、

藤
井
寺
市
の
両
市
共
に
５
カ
所
に
設
置
。

●
要
望　
堺
市
、
藤
井
寺
市
は
行
政
主
導
に

よ
り
設
置
。
環
境
整
備
に
お
い
て
温
度
差
が

あ
る
。
避
難
所
に
な
る
学
校
へ
の
整
備
も
視

野
に
入
れ
、
整
備
を
進
め
る
よ
う
要
望
。

《
当
市
一
般
職
の
職
員
給
与
に
つ
い
て
》

●
質
問　
級
別
基
準
職
務
表
の
中
で
５
級
に

園
長
代
理
の
職
務
、
６
級
に
園
長
の
職
務
と

あ
り
、
７
級
に
は
、
特
に
高
度
の
知
識
ま
た

は
経
験
を
有
す
る
園
長
と
あ
る
。
庁
舎
内
で

勤
務
さ
れ
て
い
る
課
長
補
佐
及
び
課
長
に
年

齢
や
経
験
年
数
の
格
付
は
な
い
。
園
長
だ
け

が
ど
う
し
て
格
付
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

園
長
に
つ
い
て
は
、
６
級
に
位
置

づ
け
て
い
る
。
年
齢
が
50
歳
以
上
か
つ
２
年

以
上
の
園
長
経
験
を
有
す
る
場
合
、
よ
り
高

い
専
門
性
を
も
っ
て
園
の
統
括
者
と
し
て
の

職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
格
付
。

●
要
望　
園
長
と
し
て
職
務
内
容
や
責
任
が

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
が
現
状
。
女
性

の
管
理
職
昇
格
や
待
機
児
童
の
解
消
か
ら

も
、
女
性
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
幼
稚
園
や
保

育
園
の
職
員
の
離
職
率
を
下
げ
、
昇
格
し
よ

う
と
意
欲
的
に
な
れ
る
職
場
環
境
を
要
望
。
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吉
田  

恭
輔
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
笑
顔
輝
く
子
ど
も
た
ち
へ
の
施
策
に
つ
い

て
》

●
質
問　
①
羽
曳
野
市
立
「
歴
史
資
料
館
」

の
建
設
に
つ
い
て
。
２
０
２
０
年
に
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
の
２

年
後
に
は
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

方
が
当
市
を
訪
れ
る
と
考
え
る
が
、
自
慢
で

き
る
当
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
歴
史
資
料
館
」
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
が
ど
う
か
。

②
小
中
学
校
、
幼
稚
園
施
設
の
老
朽
化
対
策

に
つ
い
て
。
市
内
に
は
新
築
や
、
耐
震
化
に

よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
学
校
が
多
く
あ

る
。
そ
の
反
面
、
取
り
残
さ
れ
老
朽
化
し
た

学
校
も
あ
る
。
特
に
河
原
城
中
学
校
は
壁
が

落
ち
、
窓
ガ
ラ
ス
が
落
下
し
、
ト
イ
レ
や
廊

下
は
汚
く
て
傷
ん
で
い
る
の
で
、
き
れ
い
な

学
校
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
特
に
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
と

願
い
活
動
を
続
け
る
当
市
と
し
て
は
、
こ
の

「
歴
史
資
料
館
」
に
つ
い
て
は
一
つ
の
大
き
な

必
要
と
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は

な
い
。
多
く
の
方
に
市
内
外
か
ら
訪
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
利
便
性
も
あ
る
場
所
に
し
、
で

き
る
だ
け
近
い
時
期
に
打
ち
出
し
す
る
。

②
河
原
城
中
学
校
に
つ
い
て
は
昭
和
56
年
の

新
耐
震
基
準
後
の
建
築
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

大
規
模
な
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
な
い
。
現

在
小
中
学
校
で
進
め
て
い
る
体
育
館
非
構
造

部
材
の
耐
震
化
工
事
や
全
普
通
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
状
況
を
見
て
計
画
的
な
実
施

を
検
討
す
る
。
生
徒
た
ち
が
登
校
し
て
、
小
鳥

が
さ
え
ず
る
校
舎
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

《
緑
と
歴
史
薫
る
賑
わ
い
と
活
気
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
竹
内
街
道
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
。
日
本
最
古
の
官
道
で
あ
り

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
欠
か
せ
な
い
こ
の
街

道
を
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
で
堺
と
結
び
、
当
市

と
大
仙
公
園
間
を
バ
ス
で
繋
ぎ
堺
と
の
交
流

を
活
発
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
ま
た
こ
の

街
道
沿
い
に
は
歴
史
的
な
価
値
の
あ
る
古
民

家
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
市
の
保
存
の
考
え
は
。

②
ぶ
ど
う
狩
り
に
つ
い
て
。
今
年
も
大
盛
況

だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
入
場
者
数
と
収
支

の
状
況
は
。

●
答
弁　

①
竹
内
街
道
は
当
市
を
代
表
す
る

歴
史
資
産
で
あ
る
。
大
阪
と
奈
良
を
ま
た
が

る
10
市
町
村
で
構
成
す
る
竹
内
街
道
横
大
路

活
性
化
実
行
委
員
会
に
参
画
し
、
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
や
バ
ス
の
運
行
な
ど
に
つ
い
て
は
自

治
体
間
の
意
向
・
政
策
等
の
関
連
か
ら
実
行

委
員
会
の
場
で
研
究
を
行
っ
て
い
く
。
沿
道

に
点
在
す
る
古
民
家
に
つ
い
て
は
、
風
情
と

歴
史
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
重
要
な

資
産
と
捉
え
て
い
る
。
空
き
家
対
策
等
と
も

連
携
し
、
街
道
の
魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

②
当
初
の
来
場
者
は
１
千
人
余
り
だ
っ
た

が
今
年
は
２
千
人
を
超
え
、
売
り
上
げ
は

２
０
０
万
円
を
超
え
た
。
ア
ジ
ア
を
中
心
に

２
０
０
名
近
く
の
海
外
の
観
光
客
が
利
用
し

た
。
ど
の
国
の
方
も
マ
ナ
ー
が
よ
か
っ
た
。

●
要
望　
歴
史
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
必
要

で
あ
り
最
大
限
近
い
将
来
で
考
え
て
い
る
と

い
う
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。
河
原
城
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
生
徒
た
ち
が
喜
ん
で
学
校
に

行
け
る
よ
う
、
早
い
時
期
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
当
市
の
「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
」
の

設
立
に
つ
い
て

笠
原  

由
美
子
（
公
明
党
）

《
個
人
向
け
健
康
医
療
福
祉
履
歴
管
理
サ
ー

ビ
ス
、
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ル
テ
に
つ
い
て
》

●
質
問　
地
域
の
医
療
機
関
を
有
効
利
活
用

す
る
た
め
地
域
住
民
が
自
ら
の
健
康
、
医
療
、

福
祉
履
歴
を
時
系
列
に
集
約
管
理
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
が
望
ま
れ
て
い
る
。
過
日
、
京

都
医
療
セ
ン
タ
ー
に
赴
き
、
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ル

テ
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
学
ん
だ
こ
と
を

市
民
の
医
療
環
境
の
更
な
る
整
備
に
生
か
せ

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
さ
き
の
市
長
選
挙

に
お
い
て
市
長
が
何
度
も
お
話
に
な
っ
て
い

た
よ
う
に
早
期
検
診
・
早
期
発
見
の
体
制
は

他
市
よ
り
も
充
実
し
、
市
民
健
診
や
健
康
診

査
、
ま
た
健
診
項
目
、
が
ん
検
診
等
も
充
実

し
て
き
た
。
今
、
医
療
の
環
境
整
備
が
重
点

を
置
か
れ
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
は

市
民
の
側
に
視
点
を
置
い
た
、
時
間
的
、
質

的
、
量
的
に
も
簡
単
で
無
駄
の
な
い
医
療
が

で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
。
市
と
し
て
の
取

り
組
み
を
質
問
す
る
。

●
答
弁　

ポ
ケ
ッ
ト
カ
ル
テ
は
、
個
人
向
け

電
子
カ
ル
テ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
受
診
履
歴

や
処
方
薬
な
ど
の
情
報
を
蓄
積
で
き
、
病
院

や
薬
局
と
協
力
連
携
し
、
地
域
住
民
自
ら
が

医
療
情
報
を
管
理
・
活
用
す
る
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。
こ
の
カ
ル
テ
の
媒
体
と
し
て
す

こ
や
か
安
心
カ
ー
ド
１
枚
が
地
域
共
通
診
察

券
の
役
割
を
持
つ
た
め
、
複
数
の
診
察
券
が

不
要
と
な
り
、
受
診
履
歴
等
を
一
元
的
に

蓄
積
で
き
る
た
め
、
税
の
医
療
費
控
除
へ
の

活
用
の
ほ
か
、
電
子
版
カ
ル
テ
や
電
子
版
お

薬
手
帳
の
機
能
、
医
療
費
の
無
駄
を
解
消
し

て
い
く
こ
と
に
も
繋
が
る
と
い
う
期
待
も
で

き
る
等
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
ま
ず
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
に
努

め
、
利
便
向
上
の
た
め
の
医
療
環
境
整
備
の

課
題
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
更
な
る
活
用

を
医
療
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
が
国
の
方
針

で
あ
り
、
地
方
自
治
体
単
位
で
の
取
り
組
み

も
始
ま
っ
て
い
る
。
医
療
環
境
整
備
に
ポ
ケ

ッ
ト
カ
ル
テ
の
取
り
組
み
を
早
期
実
現
で
き

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
学
校
で
の
徴
収
金
の
透
明
性
と
給
食
費
の

公
会
計
導
入
に
つ
い
て
》

●
質
問　
視
察
し
た
芦
屋
市
で
は
市
立
小
学

校
の
給
食
費
に
つ
い
て
本
年
度
か
ら
公
会
計

制
度
を
導
入
し
た
。
公
会
計
は
保
護
者
に
も

分
か
り
易
く
透
明
性
を
示
す
仕
組
み
だ
。
当

市
で
は
給
食
に
係
る
設
備
費
、
人
件
費
、
調

理
光
熱
費
等
は
市
が
負
担
し
、
食
材
費
は
保

護
者
負
担
。
そ
し
て
設
置
者
は
市
が
そ
れ
に

当
た
る
な
ら
ば
給
食
に
係
る
会
計
は
公
金
と

考
え
る
が
市
の
考
え
は
。
芦
屋
市
の
導
入
目

的
は
①
給
食
費
の
透
明
化
を
図
る
②
保
護
者

の
金
融
機
関
の
選
択
肢
が
広
が
る
③
学
校
の

事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
が

学
校
給
食
に
公
会
計
制
度
を
導
入
す
る
考
え

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

●
答
弁　

市
学
校
給
食
会
は
、
給
食
セ
ン
タ

ー
が
事
務
局
、
所
長
が
会
計
担
当
者
で
セ
ン

タ
ー
職
員
と
共
に
給
食
費
の
請
求
や
食
材
納

入
業
者
へ
の
支
払
い
等
予
算
執
行
管
理
を
し

て
い
る
。
そ
し
て
公
会
計
の
学
校
給
食
関
連

予
算
と
私
会
計
の
給
食
費
と
が
各
々
の
目
的

に
応
じ
た
経
費
を
負
担
し
て
い
る
。
今
後
、

公
会
計
化
の
動
向
を
注
視
し
先
行
し
て
い
る
市

町
村
か
ら
聴
取
を
行
う
等
、
調
査
研
究
す
る
。

●
要
望　
給
食
費
を
公
金
と
位
置
づ
け
た
取

り
組
み
を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
選
挙
に
お
け
る
開
票
所
の
問
題
点
と
会
場

変
更
に
つ
い
て

8
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今
井  

利
三
（
羽
曳
野
無
所
属
の
会
）

《
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
に
つ
い
て
》

●
質
問　
墳
丘
の
管
理
、
ま
た
植
木
の
管
理

方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
古

墳
は
都
心
部
に
あ
る
緑
の
オ
ア
シ
ス
と
言
わ

れ
て
お
り
、
景
観
が
心
配
で
あ
る
。

●
答
弁　

構
成
資
産
の
多
く
が
陵
墓
で
あ
る

た
め
、
墳
丘
の
管
理
に
つ
い
て
は
宮
内
庁
が

所
管
し
て
い
る
。
今
後
宮
内
庁
と
協
議
し
、

各
委
員
会
等
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　
移
動
計
画
に
つ
い
て
、
市
議
会
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
提
案
を
し
た
が
、
全
然
進
ん

で
い
な
い
中
、今
回
文
化
庁
か
ら
示
さ
れ
た
。

ど
の
よ
う
な
構
想
が
あ
る
の
か
聞
く
。

●
答
弁　

多
く
の
来
訪
者
が
鉄
道
を
利
用
さ

れ
る
と
予
想
し
て
い
る
。
来
訪
者
に
わ
か
り

や
す
い
案
内
サ
イ
ン
の
設
置
等
、
鉄
道
事
業

者
と
協
議
の
上
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　
古
墳
群
の
見
学
者
が
乗
る
、
大
型

バ
ス
の
駐
車
場
が
市
内
に
な
い
が
、
ど
の
よ

う
な
計
画
が
あ
る
の
か
聞
く
。

●
答
弁　

観
光
バ
ス
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
駐
車
場
等
を
活
用
し
た
い

●
意
見　
市
庁
舎
の
駐
車
場
を
立
体
駐
車
場

に
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
の
台
数
も
多
く
受
け

入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う
。

《
知
的
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
高
齢
に
な
る
と
介
護
も
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
知
的
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
入
居
し
て
い
る
方
の
施
策
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。
高
年
者
施
策
に
な
る
の

か
、
障
が
い
者
施
策
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

窓
口
は
ど
こ
な
の
か
を
聞
く
。

●
答
弁　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
で
は
、

原
則
65
歳
に
な
る
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

移
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
一
律
に

移
行
す
る
も
の
で
は
な
く
、
障
が
い
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
相
当
す
る
も
の
が
介
護
保
険
給
付

に
あ
る
場
合
そ
れ
が
優
先
さ
れ
る
制
度
に
な

っ
て
い
る
。
障
が
い
者
支
援
施
設
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
の

方
が
65
歳
に
な
ら
れ
た
場
合
、
基
本
的
に
は

そ
の
ま
ま
入
所
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
高
齢
で
要
介
護
状
態
に
な
り
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
の
適
切
な
支
援
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
な

ど
の
対
応
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
介
護
保
険

法
の
適
用
と
な
る
た
め
、
要
介
護
認
定
を
受

け
る
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
で
の
運
用
に
な

り
、
担
当
窓
口
は
高
年
介
護
課
と
な
る
。

●
要
望　
本
来
、
障
害
が
あ
っ
て
も
地
元
で

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

市
の
役
割
で
あ
る
と
強
く
要
望
す
る
。

《
市
営
住
宅
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
行
っ
て
い
る
住
宅
ス
ト
ッ
ク

計
画
に
つ
い
て
、
あ
と
何
年
か
け
て
行
う
の

か
。
ま
た
、
改
修
し
た
住
宅
は
何
年
の
耐
久

性
が
あ
る
の
か
聞
く
。

●
答
弁　

平
成
19
年
度
か
ら
市
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
総
合
活
用
計
画
、
後
の
市
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
耐
震
補
強
、
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
る
。
全
て
の
住
戸
改
善
を
行

う
の
に
約
20
年
か
か
る
。
公
営
住
宅
法
で
は

耐
用
年
限
は
70
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

●
質
問　
改
善
に
20
年
か
か
り
、
耐
震
補
強

を
し
て
も
建
物
の
寿
命
が
延
び
な
い
な
ら
、

建
て
替
え
た
ほ
う
が
合
理
的
で
は
な
い
か
。

●
答
弁　

本
市
の
市
営
住
宅
の
老
朽
化
は
急

速
に
進
行
し
て
い
る
。
先
々
を
見
据
え
た
市

営
住
宅
の
あ
り
方
の
答
え
を
出
す
時
期
に
来

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
入
居
さ
れ
て

い
る
方
を
優
先
し
、
こ
の
28
、
29
年
度
に
か

け
て
検
討
し
、
方
針
を
出
し
て
い
く
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
当
市
の
小
中
学
校
の
制
服
に
つ
い
て
。

松
井  

康
夫
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
当
市
の
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
、
家
庭
教

育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
い
じ
め
、
不
登
校
に
関
し

て
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
学
校
で
の
取
り
組

み
状
況
は
。

●
答
弁　

平
成
26
年
度
の
小
中
学
校
に
お
け

る
い
じ
め
事
案
の
認
知
件
数
は
31
件
。
平
成

27
年
度
は
26
件
。
全
て
の
事
案
に
お
い
て
解

消
の
方
向
性
は
見
ら
れ
て
い
る
が
、
継
続
し

た
見
守
り
や
指
導
が
必
要
。
不
登
校
児
童
・

生
徒
数
は
、
平
成
26
年
度
は
小
学
校
14
人
、

中
学
校
61
人
で
平
成
27
年
度
は
小
学
校
16

人
、
中
学
校
64
人
。
教
職
員
が
子
ど
も
達
の

平
素
の
学
校
生
活
を
よ
く
う
か
が
い
、
保
護

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
と
考
え
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

す
る
と
と
も
に
、
学
校
全
体
で
集
団
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
く
よ
う
指
示
。

●
意
見　
い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
な
ど
多

く
の
問
題
に
つ
い
て
は
家
庭
環
境
や
社
会
環

境
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
場
合
が
多
く
、
教

育
分
野
の
み
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。

●
質
問　
国
の
調
査
に
よ
る
と
約
40
％
の
保

護
者
が
子
育
て
に
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
大
阪
で
は
０
歳
児
を
持
つ
保
護
者
の
約

82
％
、
３
歳
児
を
持
つ
保
護
者
の
約
65
％
が

子
育
て
に
孤
独
を
感
じ
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
聞
く
。　
　
　
　

●
答
弁　

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
と
い
う

点
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
子
ど
も
達
の
み

な
ら
ず
、
保
護
者
の
食
育
に
関
す
る
関
心
、

家
庭
で
の
読
書
、
家
庭
で
子
ど
も
達
と
１
日

の
出
来
事
を
話
し
合
う
こ
と
な
ど
、
時
間
を

有
効
に
使
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
対
し
意

識
が
低
い
こ
と
も
一
因
と
考
え
る
。

●
質
問　
平
成
27
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

る
親
学
習
の
実
施
状
況
は
。

●
答
弁　

参
加
者
相
互
の
交
流
を
通
し
て
自

分
自
身
の
考
え
方
に
気
づ
き
、
基
本
と
な
る

親
と
し
て
の
心
構
え
や
子
ど
も
と
接
す
る
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
活
動
し
て

い
る
。
幼
稚
園
へ
の
支
援
活
動
で
実
績
の
あ

る
地
域
の
婦
人
団
体
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

●
要
望　
少
子
高
齢
化
等
社
会
の
変
化
に
よ

り
核
家
族
の
増
加
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
貧
困

家
庭
の
増
加
な
ど
、
家
族
の
姿
も
大
き
く
変

わ
り
、
祖
父
母
の
い
な
い
家
庭
や
兄
弟
の
少

な
い
家
庭
が
増
え
、
近
所
付
き
合
い
も
薄
く

な
る
中
で
子
育
て
の
様
子
も
見
る
機
会
が

な
い
ま
ま
親
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
愛
情
の
希
薄
や
不
安
、
自
信
の
な
さ
な

ど
か
ら
不
幸
に
も
我
が
子
へ
の
虐
待
へ
と
走

っ
て
し
ま
う
の
か
も
知
れ
な
い
。
昨
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
親
学
習
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
た
。
地
域
団
体
や
関
係
部
署
と
連
携
し

取
り
組
み
続
け
る
こ
と
を
強
く
要
望
。
そ
し

て
、
我
が
国
で
も
幼
児
教
育
、
さ
ら
に
乳
幼

児
教
育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
法
改
正
や

財
源
の
確
保
に
道
筋
を
つ
け
て
、
必
要
な
人

に
教
育
、
保
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る

抜
本
的
な
改
革
が
始
ま
る
。
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
法
定
化
し
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
渡
る
ま
で
の
支
援
に
つ
い

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
施
し
て
い
く
取
り
組

み
だ
。
子
育
て
に
関
す
る
教
育
、
保
育
、
福

祉
、
保
健
、
健
康
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い

て
継
続
的
に
情
報
を
共
有
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
育
て
世
代
の
安
心
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
他
市
よ
り
も
一
歩
前
を
行
く
子

育
て
支
援
に
期
待
す
る
。

9
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林  

義
和
（
羽
曳
野
無
所
属
の
会
）

《
水
道
局
と
下
水
道
部
に
つ
い
て
》

●
質
問　
水
道
局
と
下
水
道
部
を
統
合
し
、

上
下
水
道
部
に
し
て
は
ど
う
か
。
別
館
が
で

き
上
が
り
、
下
水
道
部
と
水
道
局
は
同
じ
フ

ロ
ア
で
一
つ
の
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
お

り
、
現
在
水
道
局
長
、
下
水
道
部
長
と
兼
務

も
さ
れ
て
い
る
。
下
水
道
普
及
率
も
上
が
り
、

料
金
の
徴
収
も
一
緒
に
や
っ
て
い
る
。
で
き

る
だ
け
ス
リ
ム
化
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
行
政

運
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。

●
答
弁　

現
在
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と

府
下
42
市
町
村
の
水
道
事
業
体
と
の
統
合
が

府
域
１
水
道
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

現
状
の
業
務
に
お
い
て
も
、
上
下
水
道
料
金

を
同
時
徴
収
、
同
一
フ
ロ
ア
に
よ
る
来
訪
者

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
災
害
時
に
お
け
る
上

下
水
道
一
体
の
応
急
体
制
の
整
備
な
ど
、
水

道
局
と
下
水
道
部
の
連
携
を
発
揮
し
ス
ム
ー

ズ
な
事
業
運
営
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
現
状
の
水
道
局
、

下
水
道
部
の
体
制
が
望
ま
し
い
。

●
意
見　
一
つ
に
は
ス
リ
ム
化
、
二
重
行
政

的
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
つ
に
な
れ

ば
、
人
員
も
減
ら
せ
る
た
め
十
分
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ど
こ
の
自
治
体
で
も
企
業

で
も
団
塊
の
世
代
が
大
量
に
リ
タ
イ
ア
さ
れ

て
、
今
現
実
、
職
員
が
不
足
し
兼
務
が
非
常

に
多
い
。
一
つ
の
部
局
に
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
が
解
消
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

《
市
立
幼
稚
園
の
今
後
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
立
幼
稚
園
の
今
後
に
つ
い
て
、

統
廃
合
も
考
え
、（
仮
称
）
こ
ど
も
未
来
館
た

か
わ
し
を
モ
デ
ル
園
と
し
て
３
歳
児
保
育
を

し
て
は
ど
う
か
。
以
前
か
ら
議
会
で
幼
稚
園

児
が
、
10
年
前
に
比
べ
半
分
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
幼
稚
園
の
今
後
の
あ
り
方
、

統
廃
合
を
含
め
て
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
質

問
し
、
提
言
を
し
て
き
た
。
松
原
市
で
は
既

に
４
園
を
１
園
に
統
合
を
し
て
、
３
歳
児
か

ら
幼
稚
園
で
預
か
っ
て
い
る
が
、
当
市
の
考

え
は
。

●
答
弁　

今
後
の
園
児
数
の
減
少
を
考
え
、

適
正
規
模
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
３
月

の
教
育
改
革
審
議
会
の
答
申
や
平
成
28
年
３

月
の
羽
曳
野
市
教
育
大
綱
を
踏
ま
え
、
教
育

委
員
会
議
の
中
で
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
を

現
在
議
論
し
て
い
る
。
社
会
情
勢
へ
の
対
応

や
幼
稚
園
の
適
正
規
模
化
、
施
設
の
更
新
等

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
保
・
幼
、
幼
・
幼
の

再
編
に
当
た
っ
て
は
３
歳
児
の
幼
児
教
育
を

視
野
に
検
討
が
必
要
と
の
意
見
も
あ
り
、
こ

ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
や
施
設
一
体
型
で
特

色
あ
る
幼
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
る
埴

生
幼
稚
園
で
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　
民
間
と
う
ま
く
す
み
分
け
を
し
な

が
ら
、
３
歳
児
保
育
を
す
る
経
費
と
し
て
統

廃
合
を
や
っ
て
い
く
。
集
約
化
さ
れ
る
こ
と

で
、
経
費
の
削
減
に
も
な
り
、
50
名
か
ら
百

名
の
仲
間
が
い
れ
ば
競
争
力
も
つ
き
、
相
当

活
気
が
出
て
く
る
。
子
供
た
ち
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
あ
る
程
度
適
当
な
規
模
の
保
育
園
、

幼
稚
園
を
考
え
る
べ
き
だ
と
提
言
す
る
が
ど

う
か
。

●
答
弁　

ご
提
言
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　
民
間
保
育
園
に
は
、
か
な
り
ご
無

理
を
言
っ
て
い
る
が
、
保
育
士
さ
ん
が
、
今

は
な
か
な
か
来
て
く
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
臨

職
の
保
育
士
さ
ん
の
時
給
、
日
給
を
行
政
側
か

ら
補
助
を
し
て
は
、
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
検

討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

竹
本  

真
琴
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
公
立
小
学
校
英
語
学
習
の
現
状
に
つ
い
て
》

●
質
問　
昨
年
度
と
比
較
し
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
人
数

や
公
立
小
学
校
の
英
語
学
習
の
現
状
は
。

●
答
弁　

２
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
し
現
在
４

名
の
体
制
。
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

と
と
も
に
、
専
門
的
な
英
語
教
員
の
配
置
に

つ
い
て
府
や
国
に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
る
。
今
後
は
小
学
校
の
外
国
語
活
動
及

び
幼
稚
園
で
も
活
用
を
計
画
し
た
い
。

●
質
問　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
現
状
は
。

は
び
き
の
夏
ス
タ
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
新
た

な
試
み
を
含
め
た
内
容
の
充
実
な
ど
、
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

●
答
弁　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
月
に
２

回
程
度
、
水
曜
日
の
放
課
後
を
中
心
に
実
施

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
校
区
に
よ
っ
て
特
徴
が

あ
る
が
、
遊
び
か
ら
文
化
的
な
活
動
ま
で
幅

広
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
主
体
で
あ
る
各
校
区
の
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
と
十
分
協
議
を
し
な
が
ら
、

内
容
の
充
実
に
努
め
た
い
。

●
質
問　
地
域
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対

す
る
補
助
金
制
度
の
仕
組
み
は
。

●
答
弁　

実
行
委
員
会
と
委
託
契
約
を
締
結

し
、
年
間
約
22
万
円
程
度
の
委
託
料
。
府
の

補
助
金
も
受
け
、
事
業
に
中
心
的
な
役
割
を

担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
安
全
管
理
員
に

１
回
当
た
り
千
円
か
ら
千
五
百
円
の
謝
礼
。

●
要
望　
今
後
も
は
び
き
の
夏
ス
タ
や
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
よ
う
な
事
業
は
継
続
し
、

地
域
の
方
と
の
連
携
の
も
と
今
後
は
よ
り
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
と
い
う
目
標
を
。
ま

た
、
地
域
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
、

補
助
金
を
有
効
活
用
し
て
い
く
仕
組
み
を
構

築
し
幅
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
要
望
。

《
埴
生
地
区
下
水
道
工
事
の
現
状
に
つ
い
て
》

●
質
問　
埴
生
地
区
、
と
り
わ
け
は
び
き
の

４
丁
目
か
ら
は
び
き
の
６
丁
目
で
現
在
行
わ

れ
て
い
る
下
水
道
工
事
は
い
つ
ご
ろ
完
了
す

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
整
備
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

大
規
模
迂
回
を
必
要
と
す
る
工
事

は
今
年
度
で
完
了
の
予
定
。
当
地
区
の
今
後

の
整
備
計
画
だ
が
、
は
び
き
の
４
丁
目
か
ら

は
び
き
の
６
丁
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年

度
ま
で
整
備
予
定
。
そ
の
他
の
埴
生
地
区
は
、

平
成
32
年
度
ま
で
の
５
カ
年
整
備
計
画
に
今

入
っ
て
な
い
が
、
順
次
整
備
計
画
を
策
定
し

て
整
備
し
て
い
く
予
定
。

●
質
問　
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
、
は
び
き

の
４
丁
目
か
ら
は
び
き
の
６
丁
目
付
近
で
、

深
夜
に
な
る
と
、
不
定
期
で
悪
臭
が
漂
う
と

聞
い
て
い
る
。
原
因
は
当
該
地
域
の
下
水
道

未
整
備
箇
所
に
あ
る
の
か
、
ほ
か
に
あ
る
の

か
。
原
因
を
追
求
し
、
早
急
に
対
策
を
行
え

る
の
か
。

●
答
弁　

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
き
、
悪
臭
が

発
生
し
て
い
る
工
場
や
事
業
所
に
立
入
検

査
、
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
で
は

浄
化
槽
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
ア
の
故
障

に
よ
る
臭
気
の
発
生
が
あ
り
、
設
置
者
に
よ

り
ブ
ロ
ア
の
交
換
を
し
て
い
た
だ
い
た
事
案

も
あ
る
。
現
状
を
関
係
各
課
と
協
力
し
調
査

す
る
。

●
質
問　
平
成
33
年
度
以
降
の
埴
生
地
区
の

整
備
計
画
は
い
つ
ご
ろ
立
て
る
の
か
。

●
答
弁　

次
期
５
カ
年
整
備
計
画
と
し
て
平

成
29
年
度
に
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

●
要
望　
当
該
地
区
に
お
い
て
は
、
大
規
模

な
迂
回
路
を
設
定
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
り
通

行
止
め
の
箇
所
が
あ
り
非
常
に
不
便
と
な
っ

て
い
る
。
円
滑
な
作
業
に
て
住
民
の
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
で
き
る
よ
う
要
望
。
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若
林  

信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
介
護
保
険
の
改
定
と
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
介
護
保
険
制
度
が
17
年
目
に
入
り

安
心
の
介
護
は
実
現
し
た
の
か
。
当
市
で
は

認
定
率
は
20
％
で
、
残
り
８
割
の
人
は
保
険

料
を
納
め
る
だ
け
。
特
養
ホ
ー
ム
入
所
の
希

望
者
は
３
０
０
人
を
超
え
、
特
養
ホ
ー
ム
建

設
は
計
画
も
な
い
と
い
う
冷
た
い
答
弁
。
こ

う
し
た
中
、
昨
年
４
月
か
ら
大
改
悪
が
強
行

さ
れ
、
要
支
援
１
、２
の
ヘ
ル
パ
ー
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
保
険
か
ら
外
さ
れ
、
市
町
村
の

総
合
事
業
に
移
行
、
特
養
ホ
ー
ム
の
新
規
入

所
は
要
介
護
１
、２
の
人
は
閉
め
出
さ
れ
る
。

当
市
は
来
月
10
月
か
ら
総
合
事
業
を
始
め
る

が
、
総
合
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
下
げ
を

し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。
国
の
新
た
な
制
度

の
改
定
、
認
定
率
の
向
上
は
。

●
答
弁　

現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
ケ

ー
ス
は
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
、
総
合
事

業
の
利
用
が
適
す
る
方
に
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
る
手
続
き
に
進
ん
で
い
た
だ
く
。

●
市
長　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
利
用
者
、

又
は
、
利
用
者
の
家
族
と
し
っ
か
り
話
を
し
、

理
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
利
用
い
た
だ
く
シ

ス
テ
ム
で
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。
介
護
施
設
で
働
く
皆
さ
ん
の
労
働
条

件
も
改
善
を
と
思
っ
て
い
る
。

●
要
望　
現
在
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
べ

き
。
制
度
充
実
の
立
場
で
、
国
に
対
し
対
応

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
投
票
率
の
向
上
と
投
票
所
の
改
善
に
つ
い

て
》

●
質
問　
投
票
率
は
近
年
６
割
を
超
え
て
い

な
い
。
投
票
率
の
現
状
、
投
票
率
の
向
上
、

投
票
所
の
改
善
に
つ
い
て
、
来
年
９
月
の
市

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
以
前
の
よ
う
に
誉
田

中
学
校
で
の
投
票
が
で
き
る
の
か
、
小
中
学

校
で
投
票
が
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁　

投
票
率
は
社
会
情
勢
や
話
題
性
、

季
節
や
天
候
な
ど
に
も
大
き
く
影
響
さ
れ
る

と
考
え
る
。
地
道
な
啓
発
活
動
に
よ
り
、
投

票
率
の
向
上
に
努
め
る
。
小
中
学
校
の
投
票

所
は
、
選
挙
人
の
安
全
確
保
や
冷
暖
房
設
備
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
駐
車
場
な
ど
が
整
っ
た
投

票
所
が
投
票
し
や
す
い
と
考
え
て
い
る
。
投

票
所
の
増
設
は
人
員
の
確
保
や
費
用
対
効
果

も
検
討
す
べ
き
で
安
易
に
増
や
せ
な
い
。

●
要
望　
有
権
者
の
立
場
に
立
っ
た
投
票
所

の
改
善
、
投
票
率
の
向
上
を
強
く
要
望
。

《
社
会
福
祉
施
設
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
神
奈
川
県
相
模
原
市
で
障
が
い
者

支
援
施
設
で
多
数
の
入
所
者
が
殺
傷
さ
れ
る

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
、
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
。
入
所
者
を
有
す
る
社
会
福
祉
施
設

の
安
全
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
当
市
で
の

現
状
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。
国
か
ら

市
に
対
応
策
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い

っ
た
内
容
な
の
か
質
問
。

●
答
弁　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

非
常
災
害
対
策
を
定
め
て
い
る
。
有
料
老
人

ホ
ー
ム
は
本
市
の
設
置
運
営
指
導
基
準
が
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
は
大
阪
府

の
追
加
登
録
基
準
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
で

は
、
防
犯
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

新
た
に
策
定
さ
れ
る
予
定
で
、
こ
の
内
容
を

踏
ま
え
助
言
や
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
夜
間
な
ど

の
人
的
な
対
応
が
薄
く
な
る
問
題
。
ワ
ン
フ

ロ
ア
に
最
低
２
人
以
上
の
職
員
配
置
が
大
き

な
課
題
。
国
に
対
し
、
施
設
の
改
善
や
経
済

援
助
な
ど
を
強
く
要
望
し
、
安
全
対
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　
委
員
長 

　
通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
報
告
３
件
、
議
案
１
件
の
審
査
を
し
ま

し
た
。

【
平
成
27
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
や
中
央
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
整
備
等
、
評
価
で
き
る
事
業
も
あ
る

が
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
る
施
策
を
展
開
で
き
て
い
な
い
、
ま

た
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
な
ら
、
ま
ず
今

回
の
市
民
の
税
金
を
無
駄
遣
い
し
た
こ
と

を
反
省
・
謝
罪
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ

き
、
な
ど
を
理
由
に
反
対
と
す
る
者
２
名
。

一
方
、
国
へ
の
依
存
度
は
高
い
が
、
黒
字
決

算
で
あ
る
た
め
一
定
の
評
価
が
で
き
る
。
ま

た
、
実
質
的
な
黒
字
決
算
の
実
現
や
市
民
の

血
税
を
二
度
と
無
駄
に
せ
ず
市
民
か
ら
の

信
頼
回
復
に
努
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
し

賛
成
と
す
る
な
ど
と
し
て
、
賛
成
と
す
る
者

３
名
の
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
本
件
に
つ
い

て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
27
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

た
め
池
の
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
民
家
へ

の
被
害
に
つ
い
て
、
大
事
に
至
る
前
に
地
元

水
利
組
合
と
協
議
し
、
情
報
を
共
有
し
て
対

策
を
講
じ
る
こ
と
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
特

に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
全
員
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
27
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
全
員
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）】

　

向
野
保
育
園
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
新

た
に
改
善
す
る
事
業
と
し
て
地
方
債
を
お

こ
す
の
は
よ
い
が
、
も
っ
と
議
論
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
べ
き
と
し
て
反
対
す
る
者
１

名
。
一
方
、
こ
れ
か
ら
は
保
育
園
や
幼
稚
園

の
園
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
民
間
の
力

を
借
り
て
、
公
か
ら
民
へ
シ
フ
ト
す
べ
き
と

い
う
提
言
が
あ
っ
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る

点
も
な
く
賛
成
と
す
る
者
４
名
の
、
賛
成
多

数
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長 

　
吉
田
恭
輔
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受

け
た
４
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
27
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

法
定
外
繰
り
入
れ
等
に
よ
る
大
幅
な
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
し
て
い
な
い
、
ま
た
、

特
定
健
診
受
診
の
更
な
る
促
進
を
図
る
べ

き
と
し
て
、
反
対
と
す
る
者
２
名
、
適
正
な

事
業
運
営
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

保
険
給
付
費
の
増
加
を
見
据
え
、
財
政
基
盤

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
賛

成
と
す
る
者
３
名
の
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
27
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

今
後
の
運
営
方
法
が
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
と
す
る
者

２
名
、
処
理
頭
数
が
増
加
し
、
決
算
に
つ
い

て
も
何
ら
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
事
故
の

な
い
安
全
な
施
設
の
維
持
な
ど
を
要
望
し
、

賛
成
と
す
る
者
３
名
の
、
賛
成
多
数
に
よ

り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
27
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

制
度
改
正
に
よ
り
施
設
が
利
用
し
づ
ら

く
な
る
中
、
施
設
を
増
や
す
対
応
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
と
す
る

民
生
産
業
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

11
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《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　
花
川  

雅
昭　
　

  

広
瀬  

公
代

　
　
外
園  

康
裕　
　

  

松
井  

康
夫

　
　
日
和  

千
賀
子　

  

嶋
田  

丘

　
　
今
井  

利
三　

12

8
月
25
日
㈭

8
月
31
日
㈬

9
月
8
日
㈭

9
月
9
日
㈮

9
月
12
日
㈪

9
月
20
日
㈫

9
月
23
日
㈮

9
月
27
日
㈫

10
月
3
日
㈪

10
月
4
日
㈫

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
1
日
目

・
議
案
審
議

○
本
会
議
第
2
日
目

・
一
般
質
問
（
6
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
3
日
目

・
一
般
質
問
（
7
議
員
質
問
）

○
本
会
議
第
4
日
目

・
一
般
質
問
（
2
議
員
質
問
）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

○
本
会
議
第
5
日
目

・
委
員
長
報
告

・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
6
日
目

・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

◆ 

編
集
後
記 

◆

　

第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
に
お
い
て
、

新
た
に
正
副
議
長
、
ま
た
各
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
新
委
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
委
員
一
同
、
新
た
な
気

持
ち
で
市
民
目
線
を
大
切
に
、
よ
り
開

か
れ
た
議
会
、
そ
し
て
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
編

集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

引
き
続
き
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　市議会は、熊本地震発生後速やかに、全議員から義援
金として 50 万円を集めることおよび市のイベントにおいて、
全議員による募金活動を行うことを決定しました。
　８月18 日、全議員からの義援金と市のイベントにおいて、
皆さまからお預かりした 250，940 円を合わせた 750，
940 円を、市長とともに西村益城町長へ直接その目録をお

届けしてまいりました。
　皆さまの温かいお
気持ちに感謝いたしま
す。ご協力ありがとう
ございました。

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

者
２
名
、
収
納
率
の
向
上
や
、「
高
齢
者
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
な
ど
介
護
予

防
事
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
評
価

す
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気

に
住
み
続
け
ら
れ
る
事
業
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
賛
成
と
す

る
者
３
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
社
会
保
障
と
し
て
国

や
府
が
財
政
措
置
す
べ
き
で
あ
り
、
制
度
そ

の
も
の
に
問
題
が
あ
る
な
ど
と
し
て
反
対
と

す
る
者
２
名
、
適
正
に
保
険
料
徴
収
業
務
が

行
わ
れ
て
お
り
、
何
ら
問
題
と
な
る
点
も
な

く
、
賛
成
と
す
る
者
３
名
の
賛
成
多
数
に
よ

り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長 

　
樽
井
佳
代
子（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け

た
３
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
27
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

今
後
も
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
整
備
計
画
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と

や
、
人
口
整
備
率
、
水
洗
化
率
の
さ
ら
な
る

向
上
を
要
望
し
、
特
に
問
題
と
な
る
点
も
な

く
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
平
成
27
年
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
】

【
平
成
27
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
未

処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
】

　

今
後
も
健
全
な
経
営
を
継
続
す
る
こ
と
や

老
朽
管
対
策
、
耐
震
性
の
強
化
を
要
望
し
、

そ
れ
ぞ
れ
全
員
一
致
で
認
定
及
び
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

建
設
企
業
常
任
委
員
会

　市議会の活動を知っていただくために、どなたでも簡単な手続
きで、本会議、常任委員会を傍聴することができます。
　本会議の傍聴を希望される方は、先着順に市議会傍聴者入口（議
会棟下、市民ギャラリーの向かい）から階段で傍聴入口まで上がり、
入口左側のテーブルに備え付けの傍聴受付簿に住所、氏名、年齢
をご記入いただいた後、傍聴受付簿投入箱に入れ、静かに傍聴席
入口から入場し、空いている席にお座りください。
　常任委員会の傍聴は、開会の 60 分前から10 分前までに議会
事務局（市役所本館２階）で、委員会傍聴許可願いに住所、氏名
等をご記入ください。係の者が案内いたします。
　傍聴席の定員は本会議 74 名、常任委員会10 名です。定員を
超える傍聴を希望される方がある場合には、議場内、委員会室内
での傍聴ができない場合がありますので、ご了承ください。
　次回の日程は、本市議会だよりの表紙にてご確認ください。

～ 市議会を傍聴しませんか ～


